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　ねぇ、ゼノヴィア。私たち、これからも友達だよね？







　　　Life.1　プレシャス・オブ・アーシア







「というわけでだ。ダマスカス鋼、いわゆるウーツ鋼ってのは──」

　俺──アザゼルは今日も授業の内容から脱だつ線せんした無む駄だ知識を生徒たちにふるっていた。

　──と、終しゆう了りようのチャイムが鳴ってしまう。

「アザゼル先生、今度またＵＦＯの独自見解を語ってくださいよ」

「あー、なんなら以前話したピラミッドとの関連性についての持論を話してやるよ」

「それは楽しみっス！」

　などという授業後の雑談を生徒たちと交かわして俺は職員室に戻もどった。

　俺は駒く王おう学がく園えんの教員として採用されている。主に化学を教えていた。まあ、天界にいる頃ころから研究やら実験やらをやっていたからな。そちら方面にはやたらと明るい。

　いや、他ほかにも教えられることは多いんだが、俺が国語や地歴をやるってのもなんだか性しように合っていないように思えてな。

　よく幹部連中に「アザゼルが教員？　絶対にろくでもないことを教えるに決まってる」なんて言われるが、これでもきちんと教師をやっているんだがね。

　……今日みたいにたまには脱線して無駄なことを教えていたりするが……。

「いいですか？　授業中に交こう換かん日記をするなんて論外です！　しかも男女でこんな不純なことを書いているだなんて！」

　隣となりの席から女性教きよう諭ゆの小言が聞こえてくる。

　どうやら、ロスヴァイセ（公民科教師）が男女の生徒二人に注意をしているようだった。ぷんぷんとかわいく怒おこってやがる。

　会話の内容から察するに授業中に生徒たちがおこなっていたことを咎とがめているのだろう。

　職員室での席の配置的に俺の隣がこいつというあまりありがたくない配はい慮りよがされていた。どうせリアスかソーナあたりが俺用のストッパーとしてロスヴァイセを横に置いたのだろう。

　……まったく、あいつらは俺を信用しているのかしてないのか……。

「すみませんでした」

「ごめんなさい」

　生徒たちも申し訳なさそうに謝っていた。だが、途と端たんにこうも述べ始める。

「でも、ロスヴァイセちゃん。今時、これぐらいのことは高校生なら会話すると思うよ？」

「そうそう、他のクラスの誰だれ々だれと誰々が付き合っているなんてフツーの会話っスよ」

　授業中の交換日記は注意されて当然だが、内容はかわいいもんじゃねぇか。どこに不純な要素があるのやら。思春期のガキどもにとっちゃ色いろ恋こい沙ざ汰たは大好物のひとつだと思うんだがね。

　しかし、銀ぎん髪ぱつの美少女教師は断固として譲ゆずらない。

「何を言っているのです！　高校生は勉強をすることが第一です！　良い大学に行ってよりよい場所に就職することこそが何よりなのですよ!?」

　あーあ、いっつも同じ注意をしてやがるな、この娘むすめは……。二は十た歳ち前の若々しさ爆ばく発はつというか、経験不足というか。

　生徒たちも俺と同様の感想を得たのか、

「……ロスヴァイセちゃん、歳としの割にそんなに堅かたいから彼氏できないんだよ？」

　などというタブーを口にしやがった！　それはこいつにとっちゃ最大の禁句だ。

　ほらほら、途端に全身を硬こう直ちよくさせて、言葉がストップしちまった。ロスヴァイセは、体を震ふるわせながら、狼ろう狽ばいした声こわ音ねを発する。しかも涙なみだ目めで。

「……か、彼氏ぐらい……いました！」

　大おお噓うそだ。声も裏返ってやがる。まあ、生徒の手前、格好つけたかったんだろう。

　しかし、生徒の間でもロスヴァイセの年ねん齢れい＝彼氏いない歴は有名だと耳にしている。全校生徒が知っているんじゃないか？

　そっち方面に対する免めん疫えきが乏とぼしく、やたらと厳しいため、ソッコーで生徒たちに看破されてしまったようだ。

　女生徒からは「残念美人」と思われながらも野や郎ろうどもからは「ウブな美少女先生」として絶大な人気を誇ほこっている。

　ま、女生徒から嫉しつ妬ともなく「怒るけど、かわいい」って評判は上々だ。

　無理すんな、ロスヴァイセ。おまえは素すのままでも十分に生徒たちから慕したわれているぞ。……友達の延長線上としてだろうが。

　けど、それはそれで学内で打ち解けるのに重要なものだ。うざい教諭として認にん識しきされてないだけ十分と言えよう。

「まあ、いいじゃねぇか、ロスヴァイセ先生。大目に見てやれよ」

　俺からの助け船だ。生徒へ、じゃない。ロスヴァイセに、な。これ以上、彼氏いない歴でぷんすかやったら日が暮れるぞ。

　ていうか、横で聞いていてうんざりするからもう止やめて欲しいというのが正直な感想だ。

「さっすがアザゼル先生！」

　生徒が俺の進言に喜ぶが、とうのロスヴァイセは振ふり返って俺にこう言った。

「私！　か、彼氏いましたもん！」

　泣くなよ。「いましたもん」って……。

　とりあえず、今度イッセーとデートしてこいって。







　放課後のことだ。

「…………」

　旧校舎への道中、俺の横で頰ほおを膨ふくらませるロスヴァイセ。……昼間のやり取りがいまだ尾おを引いているらしい。

　俺は半眼で呆あきれつつ言う。

「今日から例の件に取りかかるぞ」

「わかってます！　怒ってませんし！」

　……何も言ってないんだけどな。

　まあ、いい。あとはリアスと朱あけ乃の、オーフィスも呼ぶ予定だ。そこに肝かん心じん要かなめの今回の主役アーシアだ。

　俺たちがやろうとしているのは、アーシアがおこなう予定の魔ま物ものとの契けい約やくだった。

　契約がすんなり行けばいいんだけどな。アーシアは、筋は相当いいと思うんだが……。大だい胆たんさに欠けるため、魔物との駆かけ引きとなると俺たちのフォローが必要となるだろう。

　魔物との契約は対価によるギブアンドテイクになると、本人の交こう渉しよう術じゆつも必要になる。相手になめられてしまうと必要以上に手痛い要求をされてしまうこともあるからな。

　事情を知っているロスヴァイセが眉まゆをひそめて俺に問う。

「しかし、いいのですか？　アザゼル先生の大事な契約相手だったのでしょう？　五ご大だい龍りゆう王おうの一角──ファーブニル。破格の相手だと思います」

　そう、俺は五大龍王の一いつ匹ぴき、『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルと契約を結んでいる。普ふ段だんは龍玉に入ってもらっているが、戦せん闘とうでは人じん工こう神器セイクリツド・ギアの得物となって活用させてもらっていた。

　俺はその契約を解こうとしている。

　それでもって、その契約をアーシアに引き継ついでもらうのが今回の案件だ。

　というのも、俺の立ち位置的に実戦よりもバックアップのほうでうまく立ち回ったほうがいいと最近強く感じたからだ。

　戦闘は若く勢いのある若手悪魔どもや転生天使たちがすればいい。俺のような年寄りは前線を退しりぞいて若者の援えん助じよに勤いそしんだほうがより機能できるだろう。

　──と、最近のイッセーたちを見て感じたことだった。

「まあ、引き際ぎわとしては悪くないさ。三大勢力が和平を結び、他の神話勢力とも手を取り合い始めつつある。敵視する連中もいまだいるけどな、それにしたってひと昔前の状じよう況きように比べたら平和になったものだよ。その象しよう徴ちよう的な集まりも生まれたんだ、古い存在は一歩も二歩もうしろに下がったほうがいいさ」

　グレモリー──いや、ここに通うのは様々な勢力から集つどった混成チームだ。それは少し前まで──去年までは考えられなかった布ふ陣じんだ。

　正直、そんな連中にアドバイスして育てるほうが、前線でドンパチするよりも楽しくなってきたのさ。

　心の底から俺はそういうのが好きなんだろう。ま、グリゴリ自体、人間に天界の知識を教えた反逆の徒だからな。

　ふふふ、グレモリー、シトリー、どうやって育ててくれようか。伸のび盛ざかりの若手連中はいかようにも成長できる苗なえ床どこに等しい。それはつまり俺にとって最高の素材ってことだ。

　イッセーをはじめ、どいつもこいつも禁断の果実に昇しよう華かさせたいもんだねぇ。

「……また変なことを考えてますね？　あまりおかしなことをイッセーくんに教えると昔グリゴリが天から制裁を受けたように、今度は魔王さまに怒られますよ？」

　ロスヴァイセが妄もう想そうする俺にそう注意してくる。

「それは願ったり叶かなったりだ。俺は全知全能の神に逆らってまで人間に無駄知識を植え付けたバカ者どもの長おさだぜ？　ここにいる奴やつらを最強無敵のとんでもチームにする野望は誰だれにも止められないと思ったほうがいい」

　俺がそう言うとロスヴァイセは呆れて嘆たん息そくするだけだった。

　おまえも強くしてやるからな、北ほく欧おうの才女さま。

　さて、そんなわけで今回の強化対象は──アーシアだ。




　　　　─○●○─




「わ、私が……りゅ、龍王さんと契約ですか……！」

　あまりの事こと柄がらに驚おどろいて言葉を詰つまらせるアーシア。

　俺とアーシア、リアス、朱乃、ロスヴァイセはオカルト研究部の面々にその日の指示を与あたえたあとにグレモリー領の地下に用意されたこいつらの訓練場所に移動していた。

　広いフィールドだ。グレモリー卿きよう──というよりもサーゼクスがイッセーやリアスたちに特別に手配させた広大な修しゆ行ぎよう空間だ。上も高けりゃ横も広い。

　ここなら多少無茶なことをしても問題ないだろう。

　ここに転移してから、俺やリアスがアーシアに今回やるべきことを伝えた。

　俺がファーブニルと契約を解除すること、アーシアに魔物の使し役えきに関する才覚がありそうだということ。

　そして「龍王との召しよう喚かん契約」をアーシアにしてもらうということだ。

　まあ、アーシアらしい謙けん虚きよな性しよう分ぶんのせいか、このことを話したら冒ぼう頭とうの反応になったのだが。

　俺がアーシアに龍王との召喚契約を勧すすめるのにはふたつの理由がある。

　ひとつ、アーシアは悪魔になってすぐに契約が難しいとされるドラゴンを使い魔とした。小ドラゴンとはいえ、上位ドラゴンの『蒼雷龍スプライト・ドラゴン』と契約を結んだのは大きい。

　ドラゴンはすべての生物のなかで最強と称しようされる存在だ。何せ、世界中の神に憎ぞう悪おを抱いだかれ、神すらも殺せる生物はドラゴンぐらいなものだからな。

　それと契約を結べるというのは人材として実に重要なファクターだ。

　いきなり、龍王と契約というのは飛ひ躍やくしすぎと俺も感じるが、こういうのは試ためしてみないとわからないものもある。

　現にグレモリー眷けん属ぞくは異様な成長を遂とげる連中だ。こういう三段飛ばしや四段飛ばしで事を運んでいけるのではないかという思いに駆られてしまう。

　ふたつめは、回復役たるアーシアは戦闘での要となり、敵からも狙ねらわれやすくなる。アーシアをフォローするために誰かが壁かべ役やくになるのがグレモリーの現状だった。

　超ちよう火力重視のチームとして一名でもオフェンスに欠くのは実に勿もつ体たいない。

　それならばアーシア自身が壁役を用意したほうが動きやすく、その上戦力的にも向上するだろう。

　その壁役に龍王を配置できればこれ以上ないものとなる。

　俺がこのように強気の姿勢に出られるのには理由があった。

　俺は視線を横に移す。そこには黒い服に身を包んだ小こ柄がらな少女──オーフィスがいた。

「我の仕事は何？」

　首をかしげる龍りゆう神じんさま。こいつが強気になれる理由さ。

「おまえさんの援助を得られればと思ってな。ま、アーシアは加護を受けているようだが」

　俺がそう答えるが、少女姿の龍神は「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべるだけだった。

　今回の件ではオーフィスも同席させることにしたのだ。というのも、どうにもアーシアがオーフィスから「加護」を受けているようでな。

　アーシアは日ひ頃ごろからの運気が向上して、良いことが度たび々たび起こるようになったというのだ。それはどうやらイリナも同様らしい。

　こういう事象は珍めずらしいことだが、世界的に見れば時折起こっていることでもあった。

　いわゆる「神さまのご加護」ってやつだな。

　俺は懐ふところから自作の計測器を取り出して、オーフィスに向ける。登録を済ませて、オーラ反応値を捉とらえたあとで今度はアーシアに計測器を差し出す。

　この計測器は神秘的な存在が他者にどれぐらい影えい響きようを与えるか調べるものだ。

　機械の数値を目にして俺は感心する。

　オーフィスから微び弱じやくだが、悪意のない特異の波動がアーシアに向けて発せられているな。

　これがアーシアが得ているであろう「加護」の正体だろう。この特異な波動がアーシアの運気などをあげる手伝いになっていると考えていい。

　俺たちの神話体系の主柱と言うべき『聖書の神』を失い、教会の信徒は本来の加護が得られなくなった（正確には天界に遺のこされた『システム』を使えば擬ぎ似じ的なものは多少なりとも得られる）。

　天界からの加護とは一番遠いところにいたアーシアが、まさか世界最強の龍神さまから「ご加護」を得られるなんてな。

　初めて出会ったとき、アーシアがオーフィスに好意的に接したのが発ほつ端たんだったようだが……。とうの本人は自分からアーシアに加護を与えている自覚がないようだ。

　おそらく、無意識の感謝の念がそういう形になってアーシアに注がれているのだろう。

「今回の契約はこのオーフィスからの『加護』とフォローを受けながらおこなおうと思っている」

　アーシアとファーブニルを結びつけようと思ったのもそれが要因のひとつでもある。

　龍神からの「加護」とフォローがあれば相当に心強いからな。アーシアの身ひとつの状態に比べたら成功の確率も格段に上がるだろう。

　俺の言葉を受けてリアスや朱乃もうなずく。

「ええ、私たちもアーシアを手助けするわ」

「うふふ、龍王と契約なんてアーシアちゃんすごいですわ」

　うむ、同じ眷属の『王キング』と『女王クイーン』がそばに付き、

「私も魔術関連や召喚術式などでフォローしていきます」

　魔法の使い手たるロスヴァイセもいるのだから、準備は万ばん端たんといえる。

　何せ、この俺もいるんだから失敗なんてさせるものかよ。

「……どこまでやれるかわかりませんけれど、私も強くなりたいので、どうか最後までお付き合いくださいますと幸いです！　皆みなさん、よろしくお願いします！」

　アーシアも緊きん張ちようの面おも持もちながらも意を決した様子だった。

　この娘むすめも強くならなければならないと自身で感じて、わかっているのだろう。

「よし。まずは普ふ通つうのドラゴンを用意した。そいつらと何でもいいから話を続けてみろ。ファーブニルとの契約までに交渉の手がかりをつかめれば上々だ」

　奥手のアーシアは交渉が苦手だろう。悪魔の仕事をしていても依い頼らい者しやが比ひ較かく的てきやさしい人間が多かったため、必要以上に交渉術はいらなかったようだが、龍王が相手になるのだから会話のスキルは重要となる。

　しかも相手は人間でも悪魔でもなく、別個の生物のドラゴンだ。今後のことも考えて価値観も何もかもが違ちがう相手には慣れておくべきだ。

「我、アーシアをフォローする」

「ありがとうございます、オーフィスさん」

　オーフィスと仲良く話すアーシア。

　……まあ、オーフィスとは意い思し疎そ通つうができているようだ。だが、オーフィスもドラゴンとはいえ、また別モノと考えたほうがいいだろう。
















　──と、リアスが言う。

「ドラゴンにオーフィスの正体はバレないかしら？」

　オーフィスは世間的にここにはいないことになっているからな。ここにドラゴンを呼んでバレたらまずいと思ったのだろう。

「ぬかりはない。可能な限りオーフィスの力は弱めているから、よほど格の高いドラゴンでもない限りバレやしないだろう」

　その辺の用意はさせてもらっているさ。それを聞いてリアスたちも「相変わらず用よう意い周しゆう到とうよね」とうなっていた。任せておけって。

　というわけでだ。俺たちは予あらかじめ話をつけていたドラゴンを召喚術で呼び寄せた。

　魔ま方ほう陣じんから巨きよ大だいなドラゴンが現れる。俺がアーシアの背中を押した。

「さ、アーシア。ドラゴンとお話だ」

「は、はい！」

　決意の表情でアーシアはドラゴンへと話しかけ始めたのだった──







「……炎ほのおのドラゴン種族は火を吐はくのが得意で剛ごう胆たんな性格の方が多くて、水すい棲せいのドラゴン種族は水や氷を操あやつるのが得意で冷静な方が多くて……」

　例の修行空間でノートを確かく認にんするように見ているアーシア。俺を含ふくむ龍王との契けい約やくに関かん与よするメンバーは横でそれを微笑ほほえましく見守っていた。

　アーシアの横にオーフィスがついて、

「風のドラゴン、自由気ままなのが多い。雷かみなりのドラゴン、子供の頃は神経質、大きくなると社交的になるのが多い。氷のドラゴン、人里離はなれた場所、静かに住む」

　ドラゴンについて簡単に復唱してくれていた。

　あれから幾いく日にちか経過している。アーシアに各種様々なドラゴンと出会ってもらった。ドラゴン種族ごとに性格も価値観も違うため、会話に四苦八苦していたようだが、生来の生き真ま面じ目めさゆえか勤勉に励はげんでいるようだった。

　アーシアがドラゴンと会話している間、オーフィスの力を可能な限り弱めていたので、ドラゴンたちに正体を看破されることはなかったが……。知られていれば交こう渉しようどころではなかっただろう。オーフィスを恐おそれて逃にげるだろうからな。

　だが、龍王たるファーブニルはアーシアの傍かたわらにいるオーフィスの存在に気づくだろうし、俺たちのもとにオーフィスがいることも知っている。ファーブニルはオーフィスを恐れることはないと思うのだが……。

　今いま更さらながら、オーフィスを傍らに配置してドラゴンと交渉していた大だい胆たんさに我ながら驚きよう愕がくする。

　こんなこと、他の幹部に知られたら即そく非難されるだろうな。ハハハ、ここ最近、危険なことばかりだったためか、自身の感覚が麻ま痺ひしてやがる。

　まあ、オーフィスの加護があったおかげでアーシアはドラゴンに嫌きらわれることも怒おこられることもなかった。

　案外、傍はたから見ていて楽しく会話していたよ。ま、ドラゴンのほうはな。アーシアはドラゴンに話を合わせるだけで必死だったろうけども。

　それと同時にリアスや朱乃から魔力のことを指導してもらい、ロスヴァイセからは魔法──特に召しよう喚かん魔法についても指導させておく。

　短期間で覚えることは多かったが、元から学習能力と魔力の素養が高かったためか、なんとかついていくことができているようだ。

　教え子を観察しながらも、俺はメモ帳にとある事こと柄がらを書き連ねていく。

　思いついたらメモるくせは昔からだ。忘れることはないんだが、思いついたことを書いて記録することが好きなんだろうと自己分ぶん析せきしている。

　だから、天界にいる頃に神器セイクリツド・ギアの設定資料集なんてものを書き記してしまったのだろう。ったく、あれを戦せん役えきのときに持ち出したミカエルの野や郎ろうにはいまだ解げせないものを抱いだくぜ。

「何をメモしているのですか？」

　ロスヴァイセが訊きいてくる。

「あー、今度の学校の授業で出す小テストのアイディアさ。こうやって気が向いたときに書き連ねるようにしていてな」

　俺はそう答える。イッセーたちやここいら一帯を監かん督とくするのが本分だが、駒王学園のいち教師でもあるからな。教えてる生徒たちも立派に指導するさ。

　リアスが小さく笑う。

「意外なことにアザゼルが教えている生徒たちは皆成績が抜ばつ群ぐんにいいのよね」

　意外とは失敬な。これでもやることはやっているんだぜ？

　ロスヴァイセは口を尖とがらせていた。

「不真面目を体現したかのようなヒトなのに、仕事はきちんと結果を出すって一番職場で扱あつかいづらいと思うんですけどね。かと言って他の男性教きよう諭ゆとも仲が良いようですし……。うーん……」

　若い娘がぼやくなぼやくな。俺はおまえらよりも永く生きているせいか、力の抜ぬきどころと入れどころの判断がわかっているだけだ。こんなもん、経験を重ねればロスヴァイセにだって可能なことだろう。

　……あー、でも生真面目な性格であるロスヴァイセでは、ちょいと難しいかもな。

　──と、雑談とメモ書きはここまでにして、今日は次のステップに進むぜ。

　俺はアーシアに言う。

「アーシア。これから俺はファーブニルを解き放つ。──契約を今日解くつもりだ」

　短い付き合いだったが、解約は今日にしようと結論づけた。

　俺はファーブニルを封ふうじてある人じん工こう神器セイクリツド・ギアの宝玉を取り出した。

　指を鳴らして、契約用の魔方陣を描えがき、その中心に宝玉を置く。

「龍王よ、黄金なりし、かの者よ。我が呼び声に応じ、その姿を解き放て──」

　俺が呪じゆ文もんを口にすると、魔方陣が輝かがやきだし、宝玉もそれに呼応するようにまばゆい光を発し始めた。

　目がくらむほどの閃せん光こうを生んだあと──魔方陣の中央には巨大な黄金のドラゴンが出現していた。

　四足動物姿のドラゴン。翼つばさはなく、鱗うろこは神こう々ごうしく金色に輝いている。

　──五大龍王の一角、『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルだ。

　秘宝をコレクションするという性質を持つドラゴンとして伝承でも有名だった。

　俺は龍王に言う。

「ファーブニル。今日呼んだのは他ほかでもない。──契約を解除しようと思っている」

　俺の言葉を受けて、ファーブニルは重い口を開く。

『アザゼル、俺様と契約、やめる？』

「ああ、俺も焼きが回ってな。前線を退こうと思ってる。だから、おまえとの契約も解こうかなってな」

『…………』

　龍王は無言のままだった。……ま、こいつは無愛想だったからな。解約するため、こいつの住処すみかに赴おもむいたときも同様に愛想のない顔と声こわ音ねだった。契約中も簡単なやり取りだけだったもんな。

　俺は咳せき払ばらいして、告げる。

「そこで悪いんだが、次の契約相手を紹しよう介かいしたいんだが……どうだ？」

『…………』

　ったく、無言だな。そういや、「俺のお宝コレクションを対価に契約してくれ」って言ったら、言葉もなくうなずいただけで契約完かん了りようしたっけな。

　俺は口元をひくつかせて、無理矢理笑えみを作って言う。

「ま、まあ、かわいい娘こだ。安心しろよ」

『俺様、こだわりある』

　ほう。そんなことを口にするとはな。ドラゴンは相手の種族を問わず女が好きだ。美女を生いけ贄にえにしろなんて伝承は世界中どこにでもあるだろう。

　俺は隣となりにいたアーシアを紹介する。

「これが次の契約相手として紹介したいアーシア・アルジェントだ。どうだ、かわいいだろう？」

　アーシアも体を震ふるわせて緊きん張ちようしながらも懸けん命めいにあいさつをする。

「は、はじめまして、アーシア・アルジェントと申します」

『…………』

　黄金の龍王は顔をずずいっと近づけて、アーシアをマジマジと見つめていた。ぎょろっとした大きな目玉にもアーシアの姿が映るぐらいだ。

　とうのアーシアはいっそう緊張の色を濃こくして笑顔もひくつかせていた。

　龍神や天てん龍りゆうとは仲良くできるアーシアも無愛想な龍王相手には困こん惑わくするようだ。

「ほら、感想ぐらい言えよ。相変わらず無愛想な奴やつだ」

　俺がそうファーブニルに言うと、

『……金。金色の……髪かみの毛』

　などと感想を漏らした。こいつは金色に目がないからな。お宝コレクションも主に金ぴかなものばかりだ。金きん塊かいなんて大好物なんじゃないか。

「ああ、金きん髪ぱつだな。金髪美少女シスターだ。これでも学校じゃ人気ものなんだぜ？」

「シスター」という単語を聞いて、ファーブニルの目はさらに大きく見開く。

　おっ、シスター属性か？　本当にこだわりがありそうだ。

　龍王の反応に俺やリアスたちが注目するが、野郎はこう述べた。

『アーシア……たん』

　…………ん？

　なんだ、俺の聞き間ま違ちがいか？　いま、アーシアに「たん」をつけなかったか？　いや、そんなことがあるはずがない。こいつは五大龍王の一角『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルだ。そのような俗ぞくな呼び方はしないだろう。

　そう思ったのだが、それを払ふつ拭しよくするかのようにファーブニルは尾おっぽをピンと立てて、ぶぅぅぅんと左右に一ひと振ふりすると言い放つ。

『金髪美少女アーシアたん、俺様、かわいいと思う』

　──聞き間違いじゃなかった。

「たん」付けかぁぁぁぁ……。意外な反応に俺は顔を若じやつ干かん渋しぶくした。

　横でリアスたちも「んん？」と当惑している。

　ま、まあいい！　第一印象は良かったと喜ぼうじゃないか！

「あ、ありがとうございます」

　アーシアも頭を下げて微笑みを見せる。

　それを見てファーブニルはさらに鼻息を荒あらくして、また尾っぽを振った。

『──ぺ』

　ぺ？

『──ぺろぺろしたい』

　んんんんんん──。

　理解が追いつかない俺に野郎はたたみかけるように言う。

『アーシアたん、ぺろぺろ。かわいい、ぺろぺろ』

　──っ。

　俺は顔を手で覆おおった──っ。

　ダメだ。ああ、ダメだ。こいつはダメなほうのドラゴンだ……っ！

　なんてこった！　こいつは……予想外の展開だ！　まさか、あの『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』がペロリストだと!?

「……アーシアを食べたいのかしら？」

　首をかしげるリアス！

　なんて穢けがれのない感想を述べるんだ、リアスの奴め！　イッセーがその反応を見たら悶もだえるんじゃないか!?

　違う、そうじゃない！　そうじゃないんだ！

　こいつはアーシアに──萌もえているんだっ！

　俺は大きく息を吸って言葉を改める。

「では、ファーブニル。次の契けい約やく相手としてアーシアは悪くないんだな？」

『…………』

　無言だが、尾っぽをぶんぶん振っているので合意と見なす。てか、犬かおまえは!?

　次のステップだ。

「この娘と契約するとなるとやはり対価を求めるか？」

　契約を結ぶとして、対価を望む関係か、それとも無む償しようで願いに応じるか。契約するにしても前者と後者では意味合いがまったく違うものになる。

　前者であるならば、ファーブニルを扱うのに望むモノを与あたえないといけないからな。その与えるモノが曲くせ者ものだ。高価なものならまだいい。契約者の身体的な部位や魂たましいなどを願われたら、交こう渉しようは悩なやむものとなる。まあ、こいつからそれらは求められないだろう。

『俺様、対価もらいたい』

　だろうな。どう見み繕つくろっても未熟なアーシアと龍王のファーブニルでは不ふ釣つり合あいな関係性と言えるだろう。その場合、間の溝みぞを埋うめるために褒ほう美び、契約金となるものが必要となるわけだ。

　だが、裏を返せば、奴の望む対価を支し払はらえば契約は可能ということだ。デカい。これは驚おどろくほどに良い展開だと言えよう。

　おそるおそるアーシアが言う。

「あ、あの、私、お金や龍王さんにあげるだけの宝物もないのですが……」

　それは承知の上だ。悪あく魔まを始めて間もないアーシアでは先立つものが圧あつ倒とう的に足りないだろう。

　アーシアに俺が言う。

「その辺は俺がなんとかしてやるし、リアスも、な？」

　リアスもうなずいた。

「ええ、フォローは任せてちょうだい。あなたは私にとって、眷けん属ぞくであり、かわいい妹だもの」

　アーシアの肩かたに手を置いて、リアスは微笑ほほえんだ。母性的なものが見えるな。情愛深いグレモリーらしい。

「リアスお姉さま……。ありがとうございます」

　アーシアもただただ感謝をしていた。

　宝物のほうは俺やリアスが用意して、そこからアーシアが龍王に渡わたせばいいだけだ。裏ワザに近いものだが、テロリストと戦うことも多いグレモリーだ、背に腹は代えられない。戦力は増強したほうがいい。遠えん慮りよしがちのアーシアもそれを理解している。

　……レーティングゲームのほうでは、規制されそうだがな。さすがに龍王だからな。

「さあ、ファーブニル。おまえはアーシアに何を望む？　金か？　それとも俺に求めたように宝か？」

　俺は問う。奴は遠慮なしに口にした。

『俺様、金髪美少女のお宝が欲ほしい』

　俺のときと一いつ緒しよだな。宝を求めるか。こいつは伝説からして、お宝マニアだ。世界中の金銀財宝を収集していたというからな。

　とかく、ドラゴンってのは宝を集めたり、守ったりしている伝説を多く残している。そのなかでもファーブニルはマニアぶりで特に有名だった。

　俺は再度問うた。

「それでおまえは何を望む？　伝説の武具か？　レアな金属──ミスリルやオリハルコンか？」

　ミスリルは……北ほく欧おうのドワーフに言い値で売ってもらえばいい。だが、オリハルコンは希少だからな……。

　仕事するたびに連続してオリハルコンを願われたらさすがにグリゴリでも困るんだが……。

　いくらグレモリーが資産家だといっても希少な物を見つけてくるのにも限界はあるだろうしな。

　俺のときはグリゴリに保管していた伝説のアイテムを与えてやったのだが……やはり、それらをやれば満足してくれるだろうか？

　あれこれと思し慮りよする俺だったが、ファーブニルは変わらずの無表情で述べた。

『──おパンティー』

　…………。

　んんっ!?

　……んー、いや、なんていうか。……い、いま、なんて口走りやがった……？

　全員、ファーブニルの発した理解不能の言語に眉まゆ根ねを寄せていた。

「幻げん聴ちようかしら」

　リアスも我が耳を疑っていた。

「あ、あのオパン・ティー……でしょうか？……ドラゴンが好きなお茶……？」

　アーシアも何やら理解できずにわけのわからない単語を口にしていた。永く生きているが、そんなお茶聞いたこともねぇや！

　龍神さまのほうに視線を送れば、

「わへ、バララたべにゅ」

　バナナをうまそうに頰ほお張ばっていた。自由に生きすぎている……。

　ファーブニルは静まる俺たちに向けて再度告げてきた。

『俺様、アーシアたんのおパンティー、いただきたいです。──おパンティー、ください』

　──敬語で訴うつたえてきた！

　オーフィス以外、皆みな、啞あ然ぜんとしていた──。

　俺は咳せき払ばらいして、口の端はしを無理矢理あげて笑みを作り出す。

「ま、まあいい。それでいいんじゃないか」

　途と端たんにリアスが非難の声をあげる。

「よくないわ、アザゼル！　あなた、人じん工こう神器セイクリツド・ギアに封ふうじるときに何か間違った術でもかけたのではないの!?　いくらなんでも、お、お、おパン……コホン！」

　咳払いして息を整えたのち、リアスは続ける。

「……下着の褒美なんて聞いたこともないわ！　何かしたのでしょう!?」

「俺のせいかよ!?」

　さすがの俺も目玉が飛び出す勢いでビックリする！　俺の責任問題なのかよ!?　俺ってやたらとリアスや朱乃たちグレモリー年長組に厳しい目で見られてるよな！　グレちゃうぞ！

「いやいや、リアス、勘かん弁べんしてくれよ！　お、俺がそんなことするわけ……」

　弁明する俺だが……。……んん！　なんだか、あれやこれやと心当たりもないわけでもないが……。

『ドラゴンだし龍王だし頑がん丈じようそうだからいろいろと試ためしてみっか！』

　と、意気込んで無茶な実験をしたような……しないような……いや、やった、かな？

「てへ！」

　俺は年とし甲が斐いもなくかわいくウインク付きで舌を出して誤ご魔ま化かした。

「…………」

　直後にリアスの全身を紅あかい怒いかりのオーラが覆い始めた！　あらら、紅べに髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセスがお怒りモード!?

　朱乃が蔑さげすんだ目で俺を見てくる！

「やっぱり。怪あやしい。だって、アザゼルですもの。父さまに言わなきゃ」

　手厳しい！　朱乃は俺にだけは特に手厳しい！　クソ！　イッセーや父親に注ぐ愛情の欠片かけらでもいいから俺にくれよ！　俺だっておまえのことをかわいい姪めいのような存在だと思ってんだぞ！

「こんなことだろうと思いました！　やはり、アザゼル先生は悪の親玉ですね！」

　ロスヴァイセめッ！　自信満々に指を突つき出しやがって！

「アザゼル、悪いおっさん」

　オーフィスまで俺のことをいじめる！　ひでえ！　なんだ、悪いおっさんって！

　待て！　俺のなかで残念になっていたファーブニルにひとつの可能性が浮うかび上がる！

　そうか、魔ま剣けんグラムで一度倒たおされたファーブニルは北欧の神々に再生された。そのときに頭の配線がいくらか掛かけ違いになったんじゃねぇの!?　いや、そうに決まってる！　あのオーディンのエロジジイが主神の神話だぞ！　それぐらいのポカがあってもおかしくねぇよな！　そういうことにしよう！

　とてもじゃないが、ドライグやアルビオンに見せられない性せい癖へきだ。まさか、契約相手が女だとここまで欲望に忠実になるのかよ！

「……あ、あの、オパン・ティーとはそんなにも高価なものなのですか？」

　いまだ状じよう況きようを把は握あくしきれていないアーシア。純じゆん粋すいな娘むすめだ。

　朱乃がそんなアーシアに耳打ちする。真実を教えるつもりなのだろう。

　意味を理解したアーシアは途端に顔面を真っ赤に染め上げて狼狽うろたえる。

「……そ、そんな、私の……パ、パンツがほしいなんて……っ！」

　衝しよう撃げきの事実だったのだろう。今日に至るまで様々なシミュレーションをしてきたアーシアにとって、青天の霹へき靂れきと言える。

　リアスも遺い憾かんに感じたのか、ファーブニルに進言した。

「さすがにそれはないと思うの。他の願いではダメなの？　パンツ以上に高値のものなら何でも用意できるけれど」

　グレモリーが本気になればそれはそれは高級な宝を与あたえられるだろう。

　しかし、黄金の龍王は大きな首を横に振ふる。

『──金きん髪ぱつ美少女シスターのおパンティー、お金では得られない、プレミアム感』

　──深い。

　なんだか、心に響ひびいたぞ、ファーブニル！　男にしかわからない情熱を語られた気がしたぜ……っ！

　謎なぞの感動を覚える俺の横で龍神さまが何かを取り出してファーブニルに与えようとしていた。

「我のパンツ、あげる」

　どこから取り出した、そのパンツッ!?　脱ぬいだのか!?　それとも生み出したのか!?

『…………』

　ファーブニルは無言で鼻先をオーフィスが手に持つおパンティーに近づける。

　──鼻をピスピスしながら嗅かぎやがった。

　なんだこれ。龍神のパンツを龍王が嗅ぐって、どういう状況だ!?　神聖なのか!?　伝説的な場面なのか!?　バカなのか!?

　オーフィスのおパンティーのニオイを嗅いだファーブニルは無表情のまま力強い言葉を吐はく。

『──フルーティ』

　ひどすぎて鼻水が出ちまった──。

　それ、さっきオーフィスが喰くったバナナの匂においが手についてただけじゃね!?　という気がしないわけでもないが！

　そうか、龍神さまのパンツは香かぐわしい果実の匂いってことなんだな！

　いや、待てって、ファーブニル！　そもそも、オーフィスがパンツをあげること自体におまえは疑問を抱いだかないのか!?　何自然にパンツのニオイを嗅いでんだよ！

　だが、しかし、これは考えようによってはお買い得ともいえる！　何せ、パンツ一枚で龍王と契けい約やくを結べるなんて、初心者のアーシアからしてみれば破格なんてものじゃない！

「パンツ一枚でファーブニルと契約なんて安いもんだ。なあ、おまえらもそう思うだろう？」

　俺がこの場にいる女性陣じん（リアス、朱乃、ロスヴァイセ）にそう告げると──、

「「「ちょっとねぇ……」」」

　存外に否定的だった。

「私のかわいいアーシアがパンツをあげるなんて……！」

　複雑そうなリアス。

「清せい楚そなアーシアちゃんに下品なことをさせるというのは……」

　朱乃もアーシアにそのようなことをさせるのに否定的だ。リアスも朱乃もアーシアたち年下の部員を妹、弟のようにかわいがっているから過保護な面があるんだよな。

「ヒトに言えることではないですよ、絶対に」

　ロスヴァイセ、おまえがセールで買ったパンツとかあげたらどうだ？

「我でよかったら、パンツ譲ゆずる」

　オーフィスはそう言ってくれる。そうだな、フルーティだしな……。

　当とう惑わくする俺たちを見ていたアーシアが叫さけぶ。

「オ、オーフィスさんやお姉さまたちにこれ以上ご迷めい惑わくをおかけするわけにはいきません！　朱乃さん！　お家うちに一度転送してください！　パ、パ、パンツを持ってきますから！」

　完全に決意した表情だった！

　オーフィスとファーブニルのおこなった一連の流れに心を強く打たれたらしい。この娘もイッセーやリアスたちの影えい響きようで何か価値観が変質しているとしか思えてならん！

「わかりましたわ。アーシアちゃんがそう言うのでしたら……」

　朱乃も困惑の色をいまだ残しながらも了りよう承しようしたのだった。

　こうして、アーシアと龍王のパンツによる契約が始まろうとしていた──。







「──アーシア・アルジェントの名において命ず！　汝なんじ、我が盟友として、契約に応じよ！」

　巨きよ大だいな契約用魔ま方ほう陣じんの中央に位置するファーブニル相手にアーシアが契約の儀ぎ式しきをおこなっていた。

　対価を求めない使い魔としての契約とは違ちがい、ギブアンドテイクとしての魔物との契約だ。……魔方陣に置かれた契約アイテムたるアーシアのパンツがなんというか、表現しがたい光景を生み出してくれていた。

　金色に輝かがやく魔方陣はまばゆい閃せん光こうを発したあと、静まっていく。

　魔物召しよう喚かんの契約完かん了りようだ。ファーブニルはアーシアとギブアンドテイクの関係を結んだことになる。

　アーシアが仲間を回復中、召喚されたファーブニルが壁かべ役やくになり、あるいはオフェンスしながらの治ち療りようも可能となった。

　くくく、戦力増強なんてもんじゃねぇぞ。この世に五匹ひき──いや、タンニーンを入れれば六匹か──しかいない龍王の一角だ。並の壁役じゃない。龍王を突とつ破ぱできる猛も者さなんて限られているからな。
















　──と、そのファーブニルは目を光らせて、魔方陣に置かれたアーシアのパンツに視線を送った。

　すると、パンツは瞬しゆん時じに消え失うせてしまう。

　どこに消えたものかと俺たちが視線を巡めぐらせると──ある一点にたどり着いた。

　……頭部に生える角つのの先せん端たんにパンツがくるまっていた！

　そ、そこにひっかけておくのかぁ～っ！　龍王のこだわりに俺も開いた口がふさがらなかった。

「はぅぅっ！　私のパンツが……あんなところに！　戦せん闘とう中に見られてしまいます！」

　アーシアも涙なみだ目めになっていたが、そんなことを素す直なおに聞くファーブニルでもなく、

『アーシアたんのおパンティー、いただきました。俺様、このお宝、うれしい』

　野や郎ろうはどこか満足げな表情を浮かべていた。

「とりあえず、契約完了を喜ぼうか」

　話を切り替かえる俺。さーて、ここからが本番だ。実はこのときを想定して事前に用意していたものがあったのだ！

「ふふふ、祝いとして俺から贈おくるものがあるぜ、アーシア！」

　俺は大おお仰ぎように手を振って、転移用魔方陣を出現させる！　そこから現れたのは──メカメカしいドラゴンの姿！　ファーブニルを模して作った機械のドラゴンさ！

「こ、これは!?」

　驚おどろくリアスに俺は不敵に笑えむ。

「これはな、俺が極ごく秘ひに開発した『機械龍王』メカファーブニルだっ！　アーシア！　契約したばかりのおまえにさっそくテストを与える！　こいつを、ファーブニルを使って倒たおしてみせろっ！」

　さあ、我が教え子よ！　俺の試練を越こえてみせろ！

「またグリゴリの研究費を横領して作ったに違いありません。こういうテストに全力を使うところは教える側としてタチが悪いですよね」

　ロスヴァイセの奴やつが額に手を当てて呆あきれてやがった！　まあ、正解だ！

「じゃあ、一発めからいくぞ！」

　俺のかけ声と同時にメカ龍王が動き出す。

　メカファーブニルは目からビームを放つが──ファーブニルがアーシアの前に立ち、盾たてとなって受ける！　おおっ、さっそくいい反応じゃないか、龍王よ！　しかも無傷！

『アーシアたん、守る。俺様、またおパンティー、もらう。これ、黄金の方程式』

　ファーブニルのなかで何か確固たるものが生まれたようだ！

　メカファーブニルとの戦闘が開始されて、アーシアも覚かく悟ごを決める。

「は、はい！　では、ファーブニルさん！　あのロボットさんを倒してください！」

　龍王使いアーシアの華はな々ばなしいデビュー戦が繰くり広げられているなかで──、

「もしもし、父さま。アザゼルがまた変なものを作っていたようなの。ええ、ええ、ロボットのドラゴンなのよ」

　朱乃が組織──父であるバラキエルへ報告をおこなっていた。

　──ああ、また俺、シェムハザに怒おこられるな。

　でも、いいさ。誰だれも俺の楽しみは止められないんだからよ！

　こいつらも駒王学園の生徒たちも俺がいくらでも育ててやるさ！

　本物の龍王に吹ふき飛ばされるメカ龍王を見ながら俺は教え子の成長に歓かん喜きした。







　後日、気になったので個人的にファーブニルに訊きいてみた。

「ちなみに訊くが、アーシアの下着の感想は？」

『──プライスレス、お金では買えない価値がある、と俺様思う』

　──これまた深いことを言ってくれる。

　こいつにはこいつの哲てつ学がくがありそうだ。クソ！　何も考えてなさそうな顔をしてやがるくせに！　龍王の名は伊だ達てじゃないな！　パンツひとつにも宝の価値を見み出いだすドラゴン！

　ったく、伝説のドラゴンってのは本人も宿主もおかしな奴ばっかりだ！

　あ、俺も元はファーブニルの人じん工こう神器セイクリツド・ギアの宿主だったか。







　　　Life.2　赤せき龍りゆう帝ていのなんでもない日







　リアスがルーマニアに旅立って幾いく日にちか過ぎているわけだが……。その日、俺は偶ぐう然ぜん生徒会室の前を通りかかった。すると──、

「今日は私が新しい能力を見てあげるのよ☆」

　聞き覚えのある高いテンションの声が耳に入ってくる。

　通り過ぎようとしていた足を止めて、俺は少しだけ開かれた扉とびらから中をのぞき見してみた。

「お姉さま、突とつ然ぜん現れて眷けん属ぞくの人じん工こう神器セイクリツド・ギアが見たいなどと……」

「だってだって、ソーナちゃんの眷属が新しい能力を得たのよ？　お姉ちゃん、見たいんだもん！」

　……うん、困惑するソーナ会長とシトリー眷属、それと不満そうに詰つめ寄る魔ま王おうレヴィアタンさまという構図が室内で展開していた。

　てか、なんで魔王さまがここにいるの!?

　魔法使いの襲しゆう撃げきがあったばかりで、冥めい界かいもまだ情報の整理とかで追われているんじゃ……？

　怪け訝げんに思いうかがっていると、レヴィアタンさまが何かに気づいたかのように辺りへ視線を配りはじめて……のぞき見している俺を発見してしまう！

　さすが魔王さま！　気配の察知能力が抜ばつ群ぐんすぎるっ！

　扉が開かれて、魔王さまが俺に笑みをこぼす。

「ちょうどいいわ！　赤龍帝くんも一いつ緒しよに来てね☆」

　……どうやら、ちょっとした厄やつ介かい事ごとに巻き込まれそうだ。




　　　　─○●○─




　場所を変えて、俺とレヴィアタンさま、会長──それにシトリー眷属の面々は一堂に会していた。皆みな、ジャージ姿。むろん、俺も同様の姿だった。

　ここはシトリー領の地下にあるというだだっ広い空間だ。俺たちオカ研のメンバーがよく使っている修しゆ行ぎよう空間とそっくりだ。つーか、それの生徒会版みたいなものらしい。

　──で、どうして俺がそこにレヴィアタンさまや生徒会メンバーといるかというと……。

「──というわけで、今日は特別ゲストとして、おっぱいドラゴンくんに来ていただきました☆　では、ソーナちゃん眷属の新しい能力を私に見せてちょうだいね！」

　いまだテンション高めのレヴィアタンさま。相変わらず元気だなぁ……。

　レヴィアタンさまが突然会長のもとを訪おとずれたのは、シトリー眷属が最近手に入れた人じん工こう神器セイクリツド・ギアに関連していた。

　どうにも妹の眷属が入手した力が気になって仕方ないらしい。それにレヴィアタンさまは以前から人工的に作られた神器セイクリツド・ギアにも興味をお持ちだったそうだ。

　隣となりのソーナ会長が申し訳なさそうに俺に言う。

「イッセーくん、ごめんなさい。突然このようなことに巻き込んでしまって……」

「いえいえ。まあ、いきなりレヴィアタンさまが来校されていたんで驚きはしましたけど……」

　本当、驚きました。魔法使いの襲撃事件後すぐだったからね。魔王さまの電撃訪問はアリなのかなって下したっ端ぱとしても心配になりました。

　会長が続ける。

「三大勢力の特例区域でもあるここの現存戦力の再確かく認にん、という名目で今回訪れているようです。先日あのような事件が起きたばかりですから、魔王さま自ら再度確認するという意味合いもあったのでしょう。……それにしてもいささか緊きん張ちよう感かんに欠けるとは思いますが」

　会長的にも今回の訪問は解げせぬところがあるらしい。

　しかし、確かにあんな事件があったあとだ。冥界のお偉えらいさんがここの戦力をもう一度確認したくはなるよね。

　そういう意味でシトリー眷属の新能力を見たかったってことかな。

　ため息をつく妹の姿を見てレヴィアタンさまも口を尖とがらせる。

「だってだって、冥界にいても議会のおじいちゃんたちがあーだこーだと小難しいことばかり言い合っててまともに会議も進まないんだもーん」

　かわいくぷんすか怒っている魔王さま。

『議会のおじいちゃんたち』ってのは、政府の上役の方々かな？　魔王さまよりも年上で古参の政治家はいまだに発言力が強いと聞くな。

　──で、なぜに俺までここに招集されたかというと、そのシトリー眷属の新能力を試ためさせる相手として俺が急きゆう遽きよ選ばれてしまったわけだ。訓練ということで付き合うことに。

　偶然とはいえ、あそこを通りかかって室内をのぞき見したのが運の尽つきだったのだろう。

　息を吐はく俺に会長が言う。

「でも、安心してください。事前に朱あけ乃のやマネージャーのレイヴェルさんからも承しよう諾だくを得ています。レイヴェルさんはシトリーのことを知るいい切っ掛かけになると喜んでいましたよ」

　朱乃さんやレイヴェルの了りよう承しようを得ているのか。さすが会長。手回しが良すぎるわ。つーか、レイヴェルもレイヴェルで俺がシトリーの訓練に付き合うことに賛成なのね。

　ま、あの子のことだ。きっと──、

「イッセーさまは一度ゲームでシトリー眷属に手痛い目に遭あわされているのですから、この機会によーく知っておくのも将来のためになりますわ」

　ってな感じでＯＫを出したに違ちがいない。

　会長が話を続ける。

「いずれはグレモリー眷属と共同訓練もおこなおうと思っていたところです。今回は、まずイッセーくんと手合わせということになりました」

　シトリーとの共同訓練には賛成だな。違う相手とのトレーニングは刺し激げきになると思う。

　会長がシトリー眷属に言う。

「皆みんなもすでにイッセーくんのゲームでの活かつ躍やく、実戦でのスタイルは知っているでしょうけれど、今日は胸を借りましょう」

『はい』

　シトリー眷属の面々も応じていた。

　まあ、勢いで連れてこられた感はあったけど、事情がわかれば大したこともない。要はいつもオカ研メンバーと特訓していたことをシトリーチームともすればいいだけのことだ。

　つまり、訓練に付き合えばいいだけのことさ！

　──と、特訓前に簡単に整理しよう。

　シトリー眷属は俺たちグレモリー眷属のように日々訓練を重ねるタイプだ。先日の魔法使い襲撃事件でのオカ研の活躍を見た会長は、

「うちも練習量をあげてみましょう」

　と、思い至った面もあるようだ。

　悪魔でも練習を重ねに重ねれば、基本スペックを超こえた活躍も十二分に可能だと会長はそのような確信を得たという。

　この広大なフィールドは先ほども述べたようにシトリー専用の修行空間。俺たちオカ研が普ふ段だんから使っているグレモリー領の地下に設けられた修行空間と同一のものだ。会長もそれに倣ならってシトリー領の地下に自費で設けたというんだ。自費というのが実に会長らしい。

　さーて、軽く体をほぐしたところで練習に付き合ってみますかね。いつもと違うメンツと特訓ってのも心が躍おどるな。

　……って、俺ってば本当に練習の虫だな。練習相手が違うだけで喜ぶなんて、心底体を鍛きたえることに夢中になっている証しよう拠こだ。

　いやまあ強くなるのはいいことさ。悪魔の将来的にも、襲撃への備え的にもね。

　俺は気を取り直すように頭を振ふって、会長に問う。

「訓練の形式は？」

「手合わせでお願いできますか？　基き礎そトレーニングはいつもしているので、足りないとすれば実戦形式の試合です」

　手合わせか。実戦形式は好きだぜ。基礎トレーニングの集大成みたいなもんだ。何よりも相手を知り得うるのにこれほど都合のいいものもない。

「乳語翻訳パイリンガルは？」

　俺は再度問う。シトリーは女性が多い。胸の内を訊く俺の技わざはアリなのかなーって。

『なしでお願いします』

　女性陣じんが異口同音にそう発した。ですよね！

「きゃーっ！　この娘こが噂うわさの死神っ娘こね☆」

　レヴィアタンさまの嬌きよう声せいが聞こえてくる。そちらに視線を送ればシトリーの新メンバー──死神グリム・リツパーのベンニーアにレヴィアタンさまが抱だきついていた。

　って、今いま更さら気づいたが、死神っ娘のベンニーアと大おお柄がらな男性ルガールさんもこの場にいたんだな。どちらも特とく徴ちよう的な姿形をしているのに、存在感が希き薄はくというか……。

　ベンニーアはいつもの死神グリム・リツパーの姿、ルガールさんは他のシトリーチーム同様にジャージだ。

「…………」

　無言だね、ルガールさん。デカくて体格もいい。その上『戦車ルーク』！　攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力がすっごいありそうで俺的に格かく闘とう戦が盛り上がりそうだな。

《あっしとこっちのルガールの兄あんちゃんは、今回見学ですぜ》

　などとベンニーアが言う。あ、見学なんだ。死神グリム・リツパー特有の鎌かま捌さばきとか見てみたかったんだが……まあいいか。

　レヴィアタンさまはベンニーアをうしろから羽は交がい締じめにして、めっちゃかわいがり始めていた。

「うふふ、かわいいわかわいいわ☆　そっちのルガールくんもダンディね♪」

　レヴィアタンさまは妹の新眷けん属ぞくにご満まん悦えつのようだ。

　まあ、それはおいといて手合わせ開始といきますか。

　俺は素す早ばやく禁手化バランス・ブレイクして鎧よろいを装着した。

「まずはうちの『戦車ルーク』──翼つば紗さです」

　会長に促うながされて登場したのは長身の女の子。手には指ぬきのグローブをはめていた。

「よろしく、兵ひよう藤どう」

「ああ」

　彼女は──由ゆ良ら翼紗。シトリーの『戦車ルーク』の一角。

　聞くところによると、人間だったときは特別な血筋ではないものの、生まれつき超ちよう常じよう的な存在、現象が見える、または触ふれられる体質だったようで、異形相手によく生身で立ち向かっていたらしい。

「はじめっ！」

　会長の合図と共に由良は飛び込んでくる！

　長身とは思えないほどの軽快なフットワークと軽かろやかな体捌きで俺の死角を狙ねらって拳こぶしと蹴けりを打ち込んできた！

　うん！　体重が乗っているせいか、同じ『戦車ルーク』である小こ猫ねこちゃんの素すのパンチよりも一撃一撃が重い！

　動きは小猫ちゃんのほうが速いが、由良には長身を生かしたリーチの長さもある。上段回し蹴りとか途と中ちゆうで軌き道どうを変えて打ち込んでくるから、避よけたつもりがヒットということが度たび々たび発生してしまう。

　ただ、こちらは赤ブーステ龍ツド・帝ギア・のスケイ鎧ルメイルだ。魔ま力りよくのこもったパンチだろうとキックだろうと、生半可な攻撃ではダメージとはならない！　でも、衝しよう撃げきは内部にまで伝わってくるんだけどね！

　近きん距きよ離りでの肉薄した打撃戦をしながら俺は由良に言う。

「聞いてるぜ、由良。人間だったときは体術だけで悪あく霊りようや魔物を殴なぐっていたんだってな」

　彼女は不敵に笑えむ。

「まあね。でも、さすがに人間のままじゃ、強い魔物には立ち向かえなかったよ！」

　由良が右ストレートに魔力を大きく込こめた！　鋭するどい一発をかわす俺だが──太ももに衝撃が伝わった。

　魔力がこもった左ローキックを受けていた！　右ストレートはブラフ！　避けるのを察知して、こっちが狙いか！

　いいね！　肉にく弾だん戦は盛り上がる！　けど、だったらこれでどうだ！

　俺は右手から魔力弾を撃うち出した！　ドラゴンショットだ！

　猛もう烈れつな勢いで直進していくドラゴンショットだが、直撃するというところで由良に変化が起きる。

「盾たてよっ！」

　由良の左ひだり腕うでに大きな盾が出現して、俺のドラゴンショットを真っ正面から受け止めた！

　人じん工こう神器セイクリツド・ギア──精霊と栄光の盾トウインクル・イージス！

　盛せい大だいな爆ばく裂れつ音が鳴り響ひびくが──由良は無傷！　盾が俺の魔力弾を防ぎきった。

　この盾が厄やつ介かいだっ！　アザゼル先生からいただいたという人じん工こう神器セイクリツド・ギア！　『戦車ルーク』の特性である堅けん牢ろうな防御力も相まって凄すさまじい硬かたさを誇ほこる。

　精せい霊れいと契けい約やくすることでその能力を盾に付ふ与よできるという特性も持っているんだっけ。

　……盾を炎ほのおが包み込んでいるってことは、火の精霊なんかと契約してんのかな？

　炎の盾となった神器セイクリツド・ギアを由良はフリスビーのように放ってくる！　俺がそれを弾はじいたところで、きちんと由良の手元に返っていくんだもんな！

　近距離での肉弾戦と盾での防御、盾に属性を付与させて遠距離攻撃も可能。

　……正直、抜ぬけ目のない能力だ。人じん工こう神器セイクリツド・ギアの特性を生かしつつ、短所も補っている。こんなにやりづらい『戦車ルーク』ってのは珍めずらしいね。

　由良の能力を見て、レヴィアタンさまがテンションを上げる。

「あれがヨーヨーのようにも投げられる翼紗ちゃんの盾ね☆　チョー火か炎えんヨーヨーみたいに回しているところが見たいのよ！」

　……目がキラキラしているよ、魔王さま！　どんだけ妹の眷属が好きなんだよ！

　そこからの俺は体も温まったことで、ギアをあげて一気に由良に詰つめ寄っていった。

　十五分後──。

　息が上がった由良は地に座り込み、両手をあげていた。

「……さすが赤龍帝。強い。まいったな」

　降参する由良だが、結局、あの盾に決定打は与あたえられなかった。まあ、俺もトリアイナと真『女王クイーン』は使用しなかったわけだが……。それにしたって硬かったな。

「いやいや、とんでもない強度の防御力だったよ」

　座る由良に手を差し伸のべて引っ張る俺。

　こりゃ、完全にパワータイプ封ふうじの特性だよな。盾の硬さといい、精霊との契約で多様な攻撃ができるテクニカル要素といい、パワー系の多い俺たちグレモリーにとっては苦手な部類の能力者だ。

　……いざ試合となり、由良にぶつけるとしたら、技術肌はだの木き場ばか、いかなる属性魔法も使えるロスヴァイセさんが適任だろう。

　由良との手合わせを終え、会長が次の相手を投入してくる。

「次は巴とも柄え」

「はい」

　日本刀タイプの神器セイクリツド・ギアを携たずさえた女子が前に出てくる。

　──巡めぐり巴柄さん。シトリーの『騎士ナイト』の一人。

　話では、退魔を生なり業わいにしていた巡一族の出だという。霊力を帯びた霊れい剣けんを携え、独自の剣術をもって魑ち魅み魍もう魎りようを祓はらっていたそうだ。

　だが、その巡一族はある妖よう怪かいの恨うらみを買い、祟たたられてしまったらしく、彼女は生まれながらにして魂たましいに呪のろいをかけられていたようだ。

　かわいい娘を呪いによって死なすのはあまりに不ふ憫びんと感じた巡さんのご両親は、藁わらにもすがる思いで悪魔を呼び寄せ、解かい呪じゆの願いを申し出たというんだ。

　その呼び寄せた悪魔というのが、ソーナ会長だった──。

　しかし、呪いを解くには悪魔に転生させるしか方法はなく、会長はご両親の願いを聞き入れて眷属にさせたというんだ。

　召しよう喚かんした悪魔が会長で良かったんじゃないかな。巡さんを救うことに関して、眷属になる以上の報ほう酬しゆうは巡一族に求めなかったというし。

　一族から悪魔が出たことで、巡さんの一家は退魔の業界から追放されたようだが、その後、巡さんはご両親と平和にこの町で過ごしている。

　彼女も先ほどの由良同様の前衛タイプ。

　構える巡さん。うん、木場とは構えの型が違ちがうね。木場は日本の剣道っぽい型はしているが、その実、フリースタイルに近い。ゼノヴィアなんかは完全に構えがないに等しい。

　巡さんは型のある構えだ。キレイで無む駄だのない形──。

「はじめっ！」

　会長の号令のもと、巡さんが気合いの声と共に人じん工こう神器セイクリツド・ギアの刀を打ち込んできた！　刀身から白いオーラと黒いオーラが入り乱れる神器セイクリツド・ギア！

　閃光ブレイザーと暗・シヤイニ黒ング・オアの・ダークネ龍ス・サムラ絶刀イソードっ！

　長い名前だ！　なんつーネーミングセンスだよ！

　先生の中二精神、黒歴史から生み出されたものなのだが……破は壊かい力は十分だ。俺が一撃を避けると、いまさっき俺がいたところに刀の一振りが放たれて、フィールドの床ゆかを大きく削けずり取ったからね！

　……聖と魔が融ゆう合ごうした木場の聖魔剣とはまた違う特性らしいんだよね。どっちかってーと、光の属性と闇やみの属性を高出力で同時発生させてぶつけてくる感じ。あの人じん工こう神器セイクリツド・ギア、光と闇は融合してはいないんだ。

　……先生が言うには、木場の聖魔剣を参考にして長年の研究にいちおうの答えが示されて、あれが生み出せたそうなんだが……。

　この剣は木場の聖魔剣よりは、ゼノヴィアの破壊力に近しい特性といえるだろうね。

　巡さんの刀剣を見てレヴィアタンさまがいっそう興奮する。

「あれはアザゼルちゃんが運動会で振ふり回していた剣と同じものよね！　私、嫌きらいではないわ！　ああいうノリこそが政治には必要なのよ！」

　マジで!?　あんな中二精神が冥めい界かいの政治には必要なのですか!?　わ、わからん！

　レヴィアタンさまのノリに気が削そがれそうになるものの、巡さんは打ち込み、構え、流れ、すべてにおいて実力を物語ってくれる。けど、俺はそれ以上の剣士をいつも相手にしているせいか、彼女の攻撃を全部躱かわすことができた。

　隙すきを見つけたところで掌しよう底てい打ちを脇わき腹ばらに放って吹ふっ飛ばしていく。

　巡さんはフィールドの床を何度も転がっていき、ようやく止まったところで上半身だけ起こして両手をあげた。

　降参のようだ。俺は彼女のもとに飛んでいき、手を差し伸べる。

「うーん、この剣、強力だけれど、兵藤くんにまったく当たらなかったわ」

　巡さんが体を起こしながらそう言う。

「まあね。俺はいっつも手数の多い剣士や一撃必殺の剣士と手合わせしているからさ。案外、剣士との戦い方は得意なんだわ」

「木場くんにゼノヴィアさん、か。その二人の名前を出されたら、悔くやしがるのもバカらしくなっちゃうわね」

　巡さんも苦く笑しようしていた。

「いやいや、巡さんも相当なものだと思うよ。それに先生作の剣でしょ？　どんな隠かくし特性があるかわかったもんじゃないし……」

　マジでこの刀、当たるのが怖こわかった。当たった瞬しゆん間かんに「隠し特性発動！　猛もう毒どく！」とかあり得そうでさ……。

　巡さんは心底嫌いやそうな顔をする。

「や、やめてよ！　そういうこと考えないようにしていたのに！」

　あー、やっぱり、そういう不安も抱いだきましたか。じゃあ、なんでその神器セイクリツド・ギアを選んだの？

　と訊きいてみたいところだけど、以前「強力だから」で返されたんだっけかな。意外とおもしろい子だよね、巡さん。

　由良、巡さんと来て、次は──。

「では、今度は三人でいきましょうか。桃もも、憐れ耶や、留る流る子こ、三人でイッセーくんと手合わせしてみなさい」

「「「はい」」」

　現れたのは『僧侶ビシヨツプ』の花はな戒かいさん、草くさ下かさん、『兵士ポーン』の仁に村むらさんという三人のチームだった。

　……前衛が一、後衛が二ってところか。もともと、花戒さんと草下さんは能力上戦せん闘とう向きではない。あえて、仁村さんと組ませることで俺との手合わせを実現させたのだろう。

　花戒さんはお父さんがとある企き業ぎようのお偉えらいさんのようで、古くからシトリー家と縁えんがあったと聞く。経けい緯いは深く知り得ないが、花戒さんは現在悪あく魔まとなっている。願いや依い頼らいの類たぐいで眷けん属ぞくとなったわけでもないようだが……。

　草下さんは祖母が魔法使いだったそうで、その縁で悪魔を知り、会長と出会ったというんだ。草下さんの連れん絡らく、諜ちよう報ほうの能力は祖母から習った魔法に起因するという。

　最後に『兵士ポーン』の仁村さん。たまたま生徒会と出会い、たまたま悪魔だと知り、勢いで転生を願ったという。

「むっ、なんですか？　兵藤先せん輩ぱい、鎧よろいのなかで私を見て苦笑いしてませんか？」

　勘かんの鋭するどい一年生──仁村さんでございます。

　まあ、ノリで悪魔になることを決めてそれを了りよう承しようした会長もすごいね。

　……いや、会長のことだ、仁村さんのなかに才覚を見み出いだしたのだろう。あのヒトは無駄だと思えることは絶対にしないだろうし。

　てなわけで、三人と対戦対戦！

　俺と真っ正面から構えるのは『兵士ポーン』仁村さん。長いツーテールが印象的な女の子。けっこう、気が強くて、ズバズバ言うタイプなんだよね。

　彼女の両足が発光して、脚きやつ甲こうが装着される。あれが仁村さんの人じん工こう神器セイクリツド・ギア。

　玉兎と嫦娥プロセラルム・フアントム──。

　太ももまで覆おおう脚甲だ。足の速度と蹴けりの破壊力の向上に重点を置いているというんだ。

　仁村さんは『女王クイーン』に昇しよう格かくしたあと、その場でトントンと軽かろやかなステップジャンプをして──消えた！

　瞬時に眼前から消える！　つーことは──っ！

　俺は背後に現れた気配を察知して、振り向きざまに防ぼう御ぎよの構えをとった。そこに打ち込まれる鋭い中段蹴り！　鎧よろ越いごしにまで伝わる確かな攻こう撃げき力っ！

　脚甲からオーラが勢いよく噴ふん出しゆつされており、蹴りの威い力りよくを底上げさせている。いや、底上げなんてもんじゃない。普ふ段だんの蹴りの十倍以上は跳はね上がっているだろう！

　蹴りを防がれた仁村さんは間かん髪はつ入れずに後方に飛び退のき、再び音もなく消える。視線と気配に気を向ければ──『僧侶ビシヨツプ』両名の傍そばに戻もどっていた仁村さんの姿があった。

　速はえぇ。木場ほどじゃないが、ゼノヴィアよりは速い。つまり、目で追えるタイプじゃないってことだ。気配と勘だけで察知しないと先んじられる。

　見た感じ、『女王クイーン』の『騎士ナイト』特性と相あい性しようがいいってところだ。『戦車ルーク』と好相性の俺とは真逆か。

　レヴィアタンさまがこの光景を見てはしゃがれる。

「ルルちゃん、速ーい♪　『騎士ナイト』寄りの『兵士ポーン』はゲームで変則的な戦術に対応しやすいのよね。チェスでもプロモーション時、局面によっては『クイーン』よりも『ナイト』を使うこともあるもの」

　それは聞いたことがあるな。実際のチェスだと戦せん況きようによっては『ポーン』を『クイーン』よりも『ナイト』に昇格させることもあるって。『ナイト』の特異な動きが必要な場面があるってことだ。

　三度、仁村さんの姿が消える。仕し掛かけてくるか。俺は腰こしを据すえて構え、相手の攻撃を待った。防げない攻撃力じゃない。速攻での襲しゆう撃げきがうまいけど、肝かん心じん要かなめの『必殺』が決定的じゃないと睨にらんだ。

　どっしりと構えた俺の横合いから、仁村さんが現れて、蹴りを放ってくる。やはり、速い。俺の攻撃が当たらなくて、相手の攻撃がこちらにことごとく当たる戦い。

　軽やかなステップと共に勢いと鋭さを兼かね備えた蹴りが幾いく重えにも飛んでくる。

　なーに、この手合いは慣れているんだよね。俺の攻撃が当たらなくて四苦八苦するのなんて日常茶さ飯はん事じ。皆みんな、俺の一撃を躱してカウンター狙ねらいばっかだからさ、やりようはあるんだっ！

　俺は相手の乱撃に耐たえながらも腹の中に火種を作りだしていた。思いっきり息を吸って──一気に吐はいたっ！

　俺の周囲に広がるドラゴンの炎ほのお。その火か炎えんは仁村さんを包み込もうとするが──彼女は危険を察知して炎の広がりから退たい避ひしようとする。ああ、辺り一面炎にすれば、仁村さんは逃にげるって予想していたさ！

　そこを狙っていた俺は炎のなかを移動して、仁村さんに詰つめ寄った。

「やばっ！」

　顔を緊きん張ちように歪ゆがめる仁村さん！　取ったっ！

　俺が右の掌底を打ち込もうとした刹せつ那な──。

　仁村さんを青い結界が包み込んだ！　その結界は俺の掌底を受けてもビクともしない頑がん丈じようさ！

　俺は『僧侶ビシヨツプ』花戒さんに視線を送る。彼女は腕うで輪わを出現させていた。

「守備は任せなさい、留流子」

　微笑ほほえむ花戒さん。刹那の絶園アブローズ・ウオール、だっけか。

　そう、彼女の人じん工こう神器セイクリツド・ギアは一瞬で対象物を結界で覆う能力。その結界は堅けん牢ろうであり、生半可な攻撃ではビクともしない。

　一定の距きよ離り内であれば、瞬時に結界を発生できるってのが厄やつ介かいで強力だ。

　──と、俺の肩かたにぺちぺちと当たる何かがあった。宙を飛ぶ仮面群だった。

　視線を草下さんに向ければ、ペロリと舌を出す彼女。

「私、諜報向きだから、攻撃はあんまり得意じゃないし。でも、これぐらいはしようかなって」

　な、なるほど。健けな気げな！　『僧侶ビシヨツプ』草下さんの人じん工こう神器セイクリツド・ギアは宙に無数に飛び回る仮面群だ。

　確か、怪人達の仮面舞踏会スカウテイング・ペルソナってやつだ。

　遠距離操作が可能で諜報向きであり、仮面を通して遠くの様子がうかがえる。このように仮面を動かしてぶつけることも可能なのだが……防御力のある相手だと意識誘ゆう導どうぐらいしか効果を示さない。
















「桃ちゃんも憐耶ちゃんもそれぞれ個性のある能力だわ☆」

　レヴィアタンさまがうんうんうなずかれていた。

　魔ま王おうさまがおっしゃるようにシトリーの神器セイクリツド・ギアはそれぞれ個性がある。仕事の分担がきちんとできているってことだな。

　構えを正す俺。さて、どうしたものか。仁村さんと花戒さんのコンビネーションは強固だな。どちらかを潰つぶせば勝機は確かなものになるけど。どっちもお互たがいの欠点を補い合っていて、対戦している身としては迷うところだ。

　長所と短所、それを補う布ふ陣じん。……シトリー眷属はグレモリー眷属以上にバランスがいいチームだと思えてしまう。うちは、超ちようが頭に五つはつきそうな突とつ貫かん型だしな……。

　苦笑しつつも俺は頭を振ふって気を取り直す。

　……んじゃ、俺のスタミナと仁村さんのスタミナ、どっちが上かとことんやりますかね。

　疲つかれてへばったらアウトだぜ、仁村さんっ！

　俺はその場を飛び出していった。先生の人じん工こう神器セイクリツド・ギアと俺の神器セイクリツド・ギア、どちらが上か勝負っ！







「おまえ、マジでバケモンだよな。三人相手にスタミナ勝負って……」

　俺の隣となりで息を吐く匙さじ。

　あのあと、俺は持久戦に持ち込んで仁村さんたちを制した。仁村さんもまだ神器セイクリツド・ギアを完全に使いこなせていないためか、自身のペースを把は握あくしきれていなくて、俺との打ち合いの途と中ちゆうでスタミナが切れてしまったんだ。

　そのあとはもう一気に仁村さん、花戒さんと詰め寄らせてもらった。草下さんは二人が降参したのを見て負けを伝えてきた。

　そんなわけでアザゼル先生が人じん工こう神器セイクリツド・ギアを与あたえたシトリー眷属全員と手合わせをしてみました。

「今日は匙や真しん羅ら副会長とやらなくていいのかな？」

　俺が匙や真羅先せん輩ぱいに問う。

　真羅先輩がメガネをくいっとあげた。

「ええ、今回はどちらかというと、人じん工こう神器セイクリツド・ギア組を兵藤くんと対戦させてみるというのが主目的でした。……おそらく会長は、神滅具ロンギヌスで赤龍帝である兵藤くんと戦わせることで、いろいろと見てみたかったんだと思います」

　ああ、人じん工こう神器セイクリツド・ギアの調整を兼ねてということなのかな？　まだ装着したばかりだもんね。

　その証しよう拠こに、使用後の疲ひ労ろう感かんが半はん端ぱない様子だ。事実、由良や花戒さんたちはフィールドの床ゆかに座り込んで体力の回復を待っているぐらいだ。

　これは人じん工こう神器セイクリツド・ギア特有の消しよう耗もう感なんだそうだ。もともと、神器セイクリツド・ギアってのは取り外すのも取り付けるのも危険が伴ともない、おいそれとおこなえるものじゃない。

　アーシアは神器セイクリツド・ギアを取られて一度死んでしまったし、匙もヴリトラ神器セイクリツド・ギアを後付けするのにグリゴリ施し設せつでの再調整が必要だった。

　アザゼル先生が考案、構築した人工の神器セイクリツド・ギアもいくつか制限、副作用も抱かかえていて、そのなかで使用後の激しい疲労感がネックとなっていた。

「人じん工こう神器セイクリツド・ギアって、あんま使い続けると体に悪いのか？」

　俺が匙に問う。奴やつは苦い表情でうなずいていた。

「ああ、長時間使っていると、けっこう危ない領域に入るって言ってたな。寿じゆ命みようを削けずるほどじゃないが、自身の特性、能力に何か影えい響きようが出るかもって先生に言われてる」

　そういや、本物の神器セイクリツド・ギアも後付けで入手すると、元々の能力に悪影響を与えるって耳にしたな。その点は似ているのか。

　いまの試合を踏ふまえてか、会長は新顔のベンニーアとルガールさんと打ち合わせをしていた。俺との手合わせを見て、感じたことを聞いているのかもしれない。もうすでに会長の頭のなかでは新人眷けん属ぞくの運用方法が練られ始めているのだろう。怖こわい怖い。

　レヴィアタンさまはというと──。

「ベンちゃんはおっぱいドラゴンが好きなの!?　マジカル☆レヴィアたんは見ないのかしら？」

《あっしは生きつ粋すいの乳ちち龍りゆう帝ていファンなんです。レヴィアたんも悪くないんですけどね。元ネタになったミルキーのほうが好きなんでどうにもやり切れないところがありやすぜ》

「まあ！　ミルキーファンなのね！　うれしいわ！　何作目が好きなの!?　私は全部！」

《あっしは初代信者ですぜ。あ、でも、三作目の──》

　あーあ、レヴィアタンさまとベンニーアは話に花が咲さいてるわ。新顔もすんなり魔王さまと打ち解けていい雰ふん囲い気きだね。魔王さま相手に畏い縮しゆくしない新人って大した肝きもだわ。

「…………ミルキー。わからん」

　ルガールさんは言葉少なにそう漏もらすだけだった。

　──と、俺たちも俺たちで会話を続けていた。

「私、アルジェント先輩みたいに回復の人じん工こう神器セイクリツド・ギアにすればよかったかな」

　うーんと首をひねりながらそう言うのは『兵士ポーン』の仁村さん。

「どうしてそう思うのかしら？」

　真羅先輩が問う。

「前衛は巴柄さんと翼紗さんがいれば問題ないだろうし、近接戦せん闘とうってやっぱり『兵士ポーン』じゃキツキツかもです」

　いやいや、立派な徒と手しゆ空くう拳けんだったけどね。動きも高速だったし、蹴けりも的確だった。

　てなことを彼女に伝えてみると──。

「赤龍帝の兵藤先輩に言われると自信がつきますね」

　案外ケロッと持ち直してくれた。ゼノヴィア並みに単純でかわいい一年生だ。

「それに回復の人じん工こう神器セイクリツド・ギアって理論上は可能だけど、相当なリスクを負うって聞いたわ」

　──と、花戒さんが口にしていた。匙が訊きく。

「リスクって？」

「他のすべての才能を消費するぐらいに覚えるのが大変らしいの。つまり、自身のスペックの大半を費ついやさないと習得できないってこと。回復ってそれだけ尊いってことよね」

　花戒さんの言うように回復は貴重で尊い。それゆえ、強力で誰だれもが追い求める。

　アーシアは生まれ持って有していたが、後天的にそれを手に入れようとすると弊へい害がいが大きいってことだな。

　仁村さんが途と端たんに破顔する。

「でもでも、アルジェント先輩かわいいですよねー。いっつもまぶしい笑え顔がおで誰にでもやさしくて。憧あこがれちゃいます。回復役のイメージにピッタリ」

　ほうほう、仁村さんはアーシアのファンなのか。そうさ、アーシアはとてもとてもかわいい。しかも笑顔も素す敵てきなほどにまぶしい。俺の自じ慢まんです。

　ふと、気になったので訊いてみる。

「シトリー的に俺たちオカ研の評価ってどんなもの？　いや、戦闘的なものじゃなくて、生活面でね」

　生徒会から聞いたことなかったもんな、俺たちの学内での評価。

「あ、俺や木場、リアス部長、朱乃さん、アーシア、小猫ちゃん、ギャスパーはだいたいわかるからいいや。他のメンバーでよろしく」

　俺がスケベで、木場が格好良くて、リアスと朱乃さんが憧れの二大お姉さまなのは周知の事実。小猫ちゃんも学園のマスコットだろう。アーシアの評価も「かわいい」でよくわかった。

　ギャスパーも以前聞いたかな。巡さんがギャスパーのファンなんだよな。年下好きのようです。

　では、他のオカ研メンバーはどう思われているのか？

『戦車ルーク』由良が開口一番告げる。

「紫し藤どうは悪い奴じゃないんだが……変な奴でもある」

『確かに』

　由良の一言にシトリーの面々がうなずく！

　花戒さんが言う。

「この間、紫藤さんが自動販はん売ばい機きの前で必死にお祈いのりしていたわ。当たりつきの自販機だったから、当たるように天にお祈りしていたんだと思うの」

　イリナァァァァ……。残念なところを目もく撃げきされているよ！　自販機の当たりを天に願うなよっ！　仮にもミカエルさんのＡエースだろうが！

『僧侶ビシヨツプ』草下さんが続く。

「購こう買ばいでパンが買えなかった生徒に紫藤さんが無む償しようでパンを配っていたのを見かけたわね。なんでもゼノヴィアさんと一いつ緒しよにホームベーカリーで焼いたパンらしいの」

　仁村さんがさらに続いた。

「あ、それちょっと有名でしたよね。『イリナパン』とか言われて、お金のない学生に評判でしたけど、購買部のおばさんから抗こう議ぎされたんで紫藤先輩に注意して止やめてもらいました」

　あ、あああああ、あのホームベーカリーか。教会トリオが秋葉原で買ってきたやつ！　うちでたまに焼いていると思ったら、生徒に配っていたのね！　しかも注意されちゃってるし！

　きっと、善意であげていたんだろうけど……購買部のおばちゃんからすれば迷めい惑わく極きわまりない。迷える子羊がうんたら言いながらあげていたに違ちがいないよ！

　まったく、自じ称しようパン屋になってどうするよ!?

「ごめん」

　つい謝ってしまう俺だった。俺ん家ちに下宿している娘こだからさ、粗そ相そうがあると謝りたくなるんですよ！

　次はゼノヴィアについての話題となる。

　匙が言う。

「運動系の部活からの勧かん誘ゆうが凄すさまじいよな。生徒会にも『ゼノヴィアさんをうちの部に入ってもらうよう後押ししてくれないか』ってよく来るぜ」

　へー、運動系の部活からね。そうだよな、あいつ運動神経抜ばつ群ぐんだから、どこも欲ほしがるよな。

『騎士ナイト』巡さんが言う。

「ゼノヴィアさんと紫藤さんは剣けん道どう部から特にお誘さそい多いわよ。私もよく勧誘されるけど、あの二人は別格。どう見ても全国制せい覇はレベルの子だもの」

　そうだろうね。二人が剣道部に入部したら、ソッコーでトップまで上り詰つめると思う。剣道部が欲しがるのも当然だ。でも、悪あく魔まと天使だから、さすがに人間界の事情に絡からむのはちょっとね。ルール違い反はんもいいところだと思う。

　まあ、巡さんも含ふくめて女剣士組は転生前でも十分なほどに全国制覇レベルだろうけどさ。

　仁村さんが苦く笑しようしながら言う。

「一年生女子から物もの凄すごい人気ですよ、ゼノヴィア先輩。もう一年の女の子の百ゆ合り百ゆ合り反応がとんでもないことになってます。たぶん、男子ファンより女子ファンのほうが多いです」

　ゼノヴィアって、見た目だけならクールそうに見えるからなー。あの手の女子は、後輩の同性からも憧れの対象となって当然か。ま、抜ぬけているところが俺以上にあるんだけどさ。それもチャームポイントになっていての過熱ぶりなのかな。

「悪い子じゃないよな、ゼノヴィアさんは」

　と、匙が言う。草下さんもうなずいた。

「戦い方はともかく、普ふ段だんの生活では大人しめだと思うわ」

　そうだな、ゼノヴィアは学校生活だと割と静かだ。授業も休み時間も何事もなく過ごしているし。ここに来るまでは、教会での生活だったため、一いつ般ぱん常識に欠けることが稀まれにあるが、それにしてもすぐに謝るしな。

　三番目にロスヴァイセさんについてだ。

「残念」

『うん、残念』

　皆みんな、同様の感想で終わってしまった！

　最後にレイヴェルの話題となる。すると、生徒会のメンバーがこぞって俺に言う。

「レイヴェルさんをうちの生徒会にくれないか？」

「ぜひとも来年の生徒会メンバーに迎むかえ入れたいわ！」

「できる子すぎて欲しくなってしまうのよ！」

　おいおいおい、レイヴェルの評価、すごいな！　高評価なんてもんじゃない。欲しいとさえ言われてしまっているぞ！

　そういえば、ギャスパーに聞いたことがあったな。レイヴェルは授業の態度も普段の生活面でもとっても優等生だって。

　ツンツンしている面も目立つようだが、性しよう根ねが素直だと学内で広まっているので持ち味のひとつとして皆に捉とらえられているんだそうだ。

　そこに来ての生徒会メンバーからのオファーである。もちろん、眷けん属ぞくとしてではなく、駒く王おう学がく園えん生徒会のメンバーとして欲しいのだろう。

　俺のマネージャーをしているからこそわかる！　確かにレイヴェルの力量なら、そつなく生徒会の仕事をこなせそうだ。

　花戒さんが俺に詰め寄る。

「彼女にマネージメントしてもらっている兵藤くんだからこそ、頼たのみたいの！　来年度の生徒会に必要なのよ！」

「うんうん！」

　横で由良も大いにうなずいていた。

　そっか、匙たちはもう来年度の生徒会の運営を思し慮りよしているんだな。

「でも、生徒会ってシトリー眷属だけだろう？　いいのか？　他の者が入っても？」

　俺がそんな疑問を呈ていする。生徒会の面々はお互たがいに顔を見合わせたあとに首を縦に振ふった。

「来年からはシトリー以外のメンツでもいいかなって会長の判断でさ。これ以上、シトリーのメンバーを増やそうにもそうはいかないだろう？」

　匙がそう言う。そりゃそうだ。いつまでもシトリー眷属で動かせるわけがない。駒こまの枠わくは十五個。いずれ、シトリーのメンツが卒業していけばシトリー以外の者で構成しなければならなくなる。

　それを踏ふまえて来年度からはシトリー以外のメンバーも入れていきたいってわけね。

　そこでレイヴェルってことか。

　相当に悩なやむ俺。いますぐ答えの出せるものではないな。レイヴェルやオカ研のメンバー全員で話し合ったほうがいいだろうし。

　困こん惑わくする俺だったが、そんな俺たちのもとに会長が戻もどってくる。

「イッセーくんを困らせるようなことを言ってはいけませんよ？」

　会長の助け船だ！　ありがたい！

　会長はメガネをくいっとあげると話題を変える。

「さて、イッセーくんに手合わせしてもらったのだから、今日の反省会をしてもらいます。いいですね？」

『はい！』

　応じるシトリー眷属の面々。反省会もきちんとしているんだ。俺たち以上に自己分ぶん析せきができそうだな。

　──と、会長が俺に言う。

「イッセーくんにはこのあとも私に付き合ってくださると助かります」

「付き合い、ですか？」

　首をかしげる俺の視界に目を爛らん々らんと輝かがやかせる魔王レヴィアタンさまの姿が映った。

　……あ、そっちに付き合えってことですね。




　　　　─○●○─




　俺と会長、レヴィアタンさまがあの修しゆ行ぎようのフィールドを出て到とう着ちやくしたのは──大型チェーン店のおもちゃ屋だった。夜でも営業しているところでもある。

「キャーッ！　やっぱり、おもちゃ屋さんは人間界の、しかも日本のお店が一番よね☆」

　年とし甲が斐いもなくハイテンションで店内をうろつき始めるレヴィアタンさま！　ああ、いろんなところに走り寄っては物色し始めてるよ！

　そう、会長の言う付き合いとは、帰りがてら一緒におもちゃ屋に付き合ってほしいというものだった。どっちかってーとレヴィアタンさまのお買い物を手伝ってほしいってことだよね。

　店内を歩きながら会長が訊きいてきた。

「イッセーくん、うちの眷属と改めて対戦をしてみてどうでしたか？」

「いいチームだと思います。バランスがいいというか、お互いに短所を補えあえる構成ですよね」

「インパクト──特色という意味では薄うす味あじだったでしょう？」

　まあ、それは若じやつ干かん感じたが……。きっと俺がうちのチームやバアルチーム、英えい雄ゆう派のメンバーを知っているからそう思えてしまったんだろう。濃こいメンツばかりだったからな。

「私はいまはこれでいいと思っています。私があえて選んだメンバーは、応用力があって、いくらでも後付けができそうな者ばかりですから」

　応用力は確かにあるだろう。おそらく、うち以上にいろんなことを覚えられそうだ。

　会長が続ける。

「私もリアス同様、将来的にはレーティングゲームに正式参加するつもりです。ただ、私とこのメンバーはグレモリー眷属と違って、最初は黒星がつくでしょうね」

　……俺たちグレモリーは逆だ。デビューしたら即そく座ざに白星が続くであろうと予想されている。それだけ、傑けつ出しゆつした実力者が集まっているという評価なんだろう。

　会長は不敵に笑えんだ。

「けれど、それでいいのです。悪魔の生は永い。むろん、ゲームに参加する時間もそれだけ膨ぼう大だいになるでしょう。少しずつ、時間をかけながら、私はこのチームを研けん磨ましていくつもりです。この子たちは突とつ出しゆつした特性、パワーを有していませんが、多様な方向性に手を伸のばせるだけの人材でもあります。永い時間をかけて、あらゆる局面、相手にも対処ができるようにするつもりです」

　ふと会長が俺に問う。

「ねぇ、イッセーくん。研究されても、とことん攻こう略りやくがしづらいチームというのは、相手にしたときに困ると思いませんか？」

　──っ！

　……ぞくりときた。いつもと同じ微笑ほほえみだ。でも、会長のいま話した戦略を聞いて、背筋に冷たいものが走ったよ。

　……このヒトは、すでに何十──ううん、何百、何千年単位でゲームのタクティクスを組み立て始めているんだ。

　薄うすら寒いものを感じたよ。このチーム──ソーナ会長が率いるこの眷属が、将来の俺たちのライバルになるかと思うと、心底怖こわくなる。

　俺たちは特化型だ。有望な若手と評される俺たちは、もし本格的にゲームへ参加となったら、この火力で最初は勝ち進めるかもしれない。

　でも──他のチームに研究されたら、どうなる？

　眷属全員が応用力のあるほうとも思えない。ゲームは実戦と違ちがい、多様なルールが存在し、それが武器にもなるし、縛しばりにもなる。

　……俺たちみたいに図ず抜ぬけた特性を持った者たちは、その手のルールに縛られやすい。逆にシトリーにとってみれば、その多様なルールは武器になるんじゃないのか？

　どんなルールが来ても余よ裕ゆうで対応できる布ふ陣じん──。

　なるほど、長期的に運用できるであろう応用力のある眷属構成か。

　こりゃ勉強になったわ。将来の眷属作りに大いに役立ちそうだ。

　店内を回りながら俺は将来の眷属構成に思いを馳はせていた。

　展示されてあるおもちゃをいじりながらレヴィアタンさまが言う。

「このお店は発売日の前夜に品を並べるらしくて、交こう渉しようすれば買えないこともないって聞いたのよ☆　明日はミルキーの新アイテムの発売日だから来てみたかったの♪」

　心底楽しそうだ。会長がこの光景を見ていて言う。

「……ようやく取れたオフですからね。少しでもこうやって楽しんでもらえたら幸いです。これから、とても忙いそがしくなりそうですから。魔ま王おうでもこれぐらいはしてもいいと思うのです」

　──っ。会長の姉を思った心情だ。

　そうだな。テロリストどもが怪あやしい動きを始めたところだ。公務はさらに激しさを増す一方だろう。そういう意味では、魔王さまのおもちゃ屋訪問も一時の許された平へい穏おんだ。

　レヴィアタンさまが俺を見ておっしゃる。

「そうだ、赤龍帝くんのこと、今度からイッセーくんって呼ぶわ！　ソーナちゃんがそう呼んでいるのだから、私もそう呼ぶのよ☆」

「は、はい、それは光栄です！」

　おっぱいドラゴンくんと呼ばれなくてよかった！　何かとおっぱいドラゴンをライバル視するからね。

　──と、魔王さまの歩みがとある商品の前で止まる。

「これよ☆」

　レヴィアタンさまが指さすものは──魔法少女アニメのおもちゃだった。おもちゃのステッキだ。

　えーと、商品名は「ミルキーミラクルハイパーステッキ・トライアングルバージョン」と記されている。

「ミルキーの……新グッズですか？」

　俺が問うとレヴィアタンさまは笑顔でうなずかれる。

「そうなのよ☆」

　それを手に取り、大層ご満まん悦えつのレヴィアタンさま。

　これで買い物も無事終しゆう了りようかと思われたのだが──レヴィアタンさまの視線が違う品を捉とらえてしまった。

「あ！　あれは超ちよう機動騎き士しダンガムＪのプラモデルなのよ！　私、あれも好きだったの！」

　完全に童心に返られてしまったレヴィアタンさまは、俺と会長を引き連れて店内の商品を片っ端ぱしから物色し始める！　カートまで持ってきて品を次々と投入し始めた！

　それを見て会長の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。

「お姉さま！　ご自重ください！　こんなにおもちゃを買ってどうするつもりなのですか！」

「もう、ソーたんったら、そんなこと言いっこなしなのよ☆」

「いいえ！　おもちゃは一個までです！　ミルキーの新グッズ以外は棚たなに返してきてください！」

「うえーん！　ソーたんがお姉ちゃんをいじめるわ！　じゃあ、妥だ協きようして五個までならどうかしら？」

「一個です！」

　あれほど、クールに戦術と戦略を語る会長も実の姉には手を焼くしまつなんだよね。レヴィアタンさまの買い物はまだ続きそうだ。

　俺は息を吐はいたあと、ミリキャスに贈おくるためのおもちゃを探し始めた。







　　　Life.3　特訓でいこう！【ゆるキャラ編】







　それは俺たちオカルト研究部のメンバーが冥めい界かい──グレモリー城にお邪じや魔ましているときの出来事だった。

　俺たちグレモリー眷けん属ぞくが夜な夜な人間の願いを叶かなえて得た報ほう酬しゆうは、すべてグレモリー城に転送されている。時折、俺たちはグレモリー城に赴おもむき、その報酬の整理をおこなうんだ。主にジャンル別に仕分けして、城の地下にある宝ほう物もつ庫こに納めていく。

　眷属ではないイリナやレイヴェルも手伝ってくれているが……。天使のイリナが悪魔の手伝いをしていて天界の倫りん理り的にどうなのかと疑問にも駆かられる。まあ、人手は多いにこしたことはない。

　仕分け作業がひと段落ついた頃ころだ。

　俺たちにお客さんが訪ねてきたと城の執しつ事じさんが報告に来てくれる。

「誰だれでしょうか？」

　リアスに問う俺。

「彼がこの家に来るのも相当久しぶりね」

　リアスは知っているようだ。しかも口ぶりから察するには知り合い？

　訝いぶかしげに思いながら広い客間に俺たちオカ研メンバーが行くと──そこでは、珍ちん妙みような着ぐるみが待機していた！

　寸ずん胴どうな着ぐるみで、頭部はリンゴのようなフォルムをしており、そこにかわいらしい顔が加えられている。背中から悪魔的な翼つばさが生えていた。

　なんていうか、デビルでリンゴなキャラクター？

　いや、表現がおかしいと思うだろうが、一言で表すとしたらそうとしか答えられない。

　その着ぐるみの横には金きん髪ぱつポニーテールの美女。こちらは見覚えがあった。

　女性が俺たちにあいさつをしてくれる。

「お邪魔しております。お久しぶりです、リアスさま、眷属の皆みなさま」

「ええ、ごきげんよう。変わらずで何よりだわ、クイーシャさん」

　リアスが微笑みを浮うかべながらそう迎むかえ入れた。

　そうなんだ、彼女はバアル眷属の『女王クイーン』──クイーシャ・アバドンさん！

　少なくとも俺はレーティングゲームをして以来の対面だ！　まさか、お客さんがこのヒトだとは予想できなかったな……。

　しかし、こうなると疑問は加速する。なぜにサイラオーグさんの『女王クイーン』たるこのヒトが着ぐるみキャラクターを連れてこの城を訪問したのだろうか？

　俺を含ふくめ、リアス以外のメンバーは皆首をかしげつつあった。

　そのなかでついに着ぐるみが沈ちん黙もくを破る。

『久しぶりだな、リアス、そしてグレモリー眷属の者たちよ』

　聞き覚えのある声が着ぐるみの中から発せられた！

　こ、この声は、忘れるはずもない！　俺は口元を驚おどろきで引きつらせながら問う。

「……も、もしかして、その中にいるのは……サイラオーグさんですか？」

　俺の問いに着ぐるみは頭部を外して、アクターの顔を露ろ出しゆつさせる。

　そこにはサイラオーグさんの姿があった！　額の汗あせを拭ぬぐいながら言う。

「ああ、俺だ。久しいな、兵ひよう藤どう一いつ誠せい」

　ワイルドな顔立ちの男性！　サイラオーグ・バアルさんそのヒトだ！　俺が尊敬して止やまない男性の一人！

　そのヒトがまさか着ぐるみ姿でここを訪おとずれてくるなんて！

　呆あつ気けに取られる俺にサイラオーグさんは笑みを浮かべながら言う。

「うむ。我がバアル領も『ゆるキャラ』を推進したいというのでな。俺がスーツアクターとして手を挙げたのだ」

　……ゆ、ゆるキャラときましたか。

　人間界──日本でも流は行やってるもんな。いろんな地方団体がこぞってかわいいキャラクターを作り出して宣伝に活用している。

　サイラオーグさんは続けて言う。

「実は、今日グレモリー領でおこなわれるイベントにこの『バップルくん』が招待されているのだ」

　イベント！　バップルくん！

　そうか、今日そのような催もよおしがおこなわれるのね。しかもサイラオーグさんが入っているキャラクターの名前は「バップルくん」ときましたか。

「キャラクター名の由来は、我が領の特産品のひとつであるリンゴを取り上げてみたのです」

　──と、クイーシャさんが説明してくれた。

　バアルの特産であるリンゴをキャラクターに……。バアルでアップルだから、「バップルくん」なのか。わかりやすいね。

　サイラオーグさんは強くうなずいていた。

「人間界のキャラクタービジネスは学ぶべきものが多い。俺もバアルの次期当主として公共事業を見み据すえていきたいのだ」

　……公共事業を見据える一いつ環かんとして、次期当主が中に入っている……と？

　サイラオーグさんの意外な一面に戸と惑まどいを隠かくせない俺。

　ロスヴァイセさんがリアスに訊きく。

「ふと疑問に感じたのですが、グレモリー領にもいわゆる『ゆるキャラ』がいたりするのですか？」

　リアスが小さく笑った。

「ええ、グレモリー領にも『ゆるキャラ』はいるわ。──で、その『ゆるキャラ』を使ったイベントはもうすぐグレモリー領のとある町でおこなわれるの。バアル領のバップルくんとコラボレーションすることになっていて、サイラオーグが今日ここに来たというわけなのよ」

　そういう理由があったのか。

　へー、グレモリーにも『ゆるキャラ』はいるのね。

　けど、そう話したリアスは若じやつ干かん表情に影かげを落としている。その『ゆるキャラ』に何かあるのかな？

　サイラオーグさんは着ぐるみ姿で腕うでを組みながら言う。

「そのイベントに参加すれば、宣伝効果にも繫つながって、我が領の特産品も注目を浴びるだろう。ぜひとも参加したい。今日は胸を借りるぞ、リアス」

　表情はいつもの覇は気きに満ちたサイラオーグさんなのだが……着ぐるみで腕を組んでいるのでなんとも言えないものがある！

　リアスが続けて言う。

「そのようなわけで、これから皆みんなでイベント会場に向かうわよ」

　こうして俺たちは『バップルくん』ＩＮサイラオーグさんと共にイベント会場に転移することになった。







　会場に着いた俺たちは、楽屋に通された。

　そこで俺たちを出で迎むかえてくれたのは──新たな着ぐるみだった！

　ラクダをデフォルメした出いで立ちの着ぐるみだった。

　朱あけ乃のさんがそのラクダの着ぐるみを紹しよう介かいしてくれる。

「こちらはグレモリー領の『ゆるキャラ』──『ゴモりん』ですわ」

『ゴモゴモ』

　紹介を受けた『ゴモりん』が独特の音声で『ゴモゴモ』と発してくれる。軽快なステップをその場で見せてくれた。

　ほうほう、グレモリー領の『ゆるキャラ』はラクダの『ゴモりん』なのか。悪魔『グレモリー』はゴモリーなんて呼び方もされているようだし、そこから取ったのかな。

　そういや、グレモリーはラクダに乗って召しよう喚かんに応じるって古いにしえから言われていると聞いたことがある。実際、グレモリー領の式典などではラクダを使うことが多いようなんだ。

　グレモリー城でもラクダを多く飼っている。

　しかし、俺たちはそのラクダと出会う縁えんがとんとなかった。

　理由は──俺の背後に隠れている女性にある。

「……ラクダ……」

　ぷるぷるとかわいく震ふるえているのは、リアスだった。そう、リアスはグレモリーの次期当主でありながら大のラクダ嫌ぎらいなんだ。

　なんでも幼い頃にラクダをかまっていたら、手痛い逆ぎやく襲しゆうを受けたようで、それ以来ラクダが大の苦手となってしまった。

　俺もそれを知ったのは二学期に入ってからなんだけどね。

　こんなふうにラクダを模したものでさえ、このような反応なので俺たちは全然ラクダと触ふれあう機会さえなかった。

　先ほど城でおかしな表情をしていたのも、この『ゴモりん』に会うのが本当は嫌いやだったからだろう。

　しばらく楽屋で時間を潰つぶしたのち、係のヒトが呼びに来る。

「では、お願いします」

　係のヒトに先導してもらい、舞ぶ台たい袖そでに集つどう俺たち。

　袖からちらりと会場の様子をうかがうと、子連れの親子を中心に老ろう若にやく男なん女によけっこうな数が集まっていた。盛せい況きようだな。

「…………」

　とうのサイラオーグさんに視線を移すと──腕を組み、いい知れない覇気を全身から放っていた。

　……緊きん張ちようしているのかな？　こういうのに縁のなさそうなヒトだし。リンゴを模した着ぐるみから闘とう気きが漏もれているんで近寄りがたいものがある……。

　舞台に立つ司会進行役のお姉さんがマイクでこうお客さんを促うながす。

『それでは皆みんな！　じゃあ、「ゴモりん」と「バップルくん」を呼んでみようか？　皆も大きな声で呼んであげてね！』

　子供たちが満面の笑えみで大声を上げる。

『『『『『ゴモりーんっ！』』』』』

『『『『『バップルくーんっ！』』』』』

『ゆるキャラ』二体を呼ぶ大きな声せい援えん！　『ゴモりん』と『バップルくん』ことサイラオーグさんが勢いよく袖から飛び出していった。俺たちはそれを見守るしかない。

　舞台で司会のお姉さんが『ゆるキャラ』と接していくが、どう見ても『バップルくん』は若干戸惑っている様子で、挙動もおかしい。

『あれれ？　「バップルくん」、どうしたのかな？　調子が悪いのかな？』

　と、お姉さんにフォローされているしまつだ！　ちょっと見ていられなかった！　やっぱり、生き真ま面じ目めなサイラオーグさんに『ゆるキャラ』のスーツアクターなんて無理だって！

　逆に『ゴモりん』は慣れた様子で軽快な反応をお客さんに見せていた。中のヒトは相当場数を踏ふんでいるに違ちがいない。

　キャラクターの紹介とアピールタイムが終わったあと、子供たちとの触れあいとなる。

『ゴモゴモ』

「わーい、『ゴモりん』かわいいっ！」

『ゴモりん』のほうは子供たちと楽しそうに戯たわむれている。代わって『バップルくん』のほうはというと──。

『…………』

　無言で立ち振ふる舞まいもせず、ただただ腕を組んで妙みような迫はく力りよくを周囲に放っていたっ！

　ああ、また闘気が漏れ始めている！　サイラオーグさん！　あなたの闘気は視し認にんできるレベルなんですから、体からあふれるその白い発光現象は『ゆるキャラ』にあってはならないものですよ！

『バップルくん』の近寄りがたいオーラについに子供が──、

「う、うええええええええんっ！」

　泣き出してしまった！　こういう妙なプレッシャーって子供は察知しやすいからな！

　俺も「おっぱいドラゴン」でショーやらイベントやらをやっていてこの手の空気をなんとなく覚えてしまったんだ。一番やってはいけない雰ふん囲い気き作りだ。

「このリンゴ、なんだか怖こわいよぉぉぉおおっ！」

　連れん鎖さ反応で『バップルくん』の周囲に集まっていた子供たちが泣いてしまう。

　こうなってしまったらもう収拾しゆうがつかなくなる。──と、思ったが、

『ゴモゴモ』

『ゴモりん』が子供をあやし始め、戯れだしたのでなんとか落ち着きそうだった。

「……やはり、無理があったのでしょう」

　舞台袖で見守っていたバアル眷けん属ぞくの『女王クイーン』クイーシャさんも顔を手で覆おおい、主あるじの失態に厳しい表情となっていた。

　とうの『バップルくん』はというと──ショックを受けた様子で、その場で固まってしまっていた。







　イベントが終わり、楽屋に戻もどってきた俺たち。

　サイラオーグさんが椅い子すに腰こし掛かけ深く深くうなだれていた。

「……なんということだ。子供に嫌きらわれてしまうとは……俺は『ゆるキャラ』失格だッ！」

　相当ショックを受けたようで顔を両手で覆い、見たこともない落ち込んだ姿となっていた。サイラオーグさんのこんな表情はレアなんだろうけど……まあ、畑違いってやつだと思うんだよね。

「ま、まあ、気合いが入りすぎて闘気があふれ出てしまっただけですって」

「そうよ、気にする必要はないわ。場数を踏めば要領も得られるでしょうし。って、何も次期当主がやらなくてもいいのよ？」

　俺とリアスがそう励はげますが、サイラオーグさんは深く息を吐はく。

「それでも俺は……己おのれの鍛たん錬れんの甘さを恨うらめしく思うばかりだ」

　本当に根っからの真面目なヒトだから、『ゆるキャラ』も己を律して演じきろうと張り切っていたのだろう。

『ゴモゴモ』

『ゴモりん』もサイラオーグさんの肩かたに手を置き、やさしく励ましていた。

「……俺を慰なぐさめてくれるというのか、ゴモりん。……いや、あなたはまさか!?」

　サイラオーグさんが突とつ然ぜん『ゴモりん』の何かを察して、勢いよく立ち上がる。

『ゴモりん』が頭部を脱ぬぎだした。そこに現れたのは──。

「ごきげんよう、皆みなさん。私です」

　紅べに髪がみのダンディな男性！

「お、お、お、お、お、お、お、お、おおおおおおおおおおおおおおおおお父さまっ!?」

　仰ぎよう天てんするリアス！　当然だった！　『ゴモりん』の中から現れたのが、リアスのお父さんだったからだ！

　グレモリーの現当主さまが着ぐるみの中から現れれば誰だれだって驚おどろくって！　現にこの場にいる全員がビックリしてしまっている！

「ど、ど、どうしてこのようなことをっ!?」

　驚きが止まらないリアスがそう訊きく。現当主は朗ほがらかな笑みを浮うかべながら言う。

「落ち着きなさい、リアス。これも公務の一いつ環かんなのだ。──当主だって着ぐるみを着ることもある」

　──ないと思うんですけど！

　心中でそうツッコミたい俺！　いやいやいや、当主さまが着ぐるみでイベント参戦なんて聞いたことありませんって！

　サイラオーグさんが深く頭を下げる。

「まさか、中に叔お父じ上うえがいらっしゃるとは……このサイラオーグ、まるで察知することすらできませんでした。さすがです」

　そう、リアスとサイラオーグさんは母方のいとこ関係にある。そうなるとグレモリー現当主さま──リアスのお父さんは、サイラオーグさんにとって、叔父さんなんだよね。

　リアスのお父さんがサイラオーグさんの肩に手を置く。

「ははは、サイラオーグ。『ゆるキャラ』の基本は己を殺すことなのだよ。キャラに徹てつして他者に触れあうことこそが行動原理となる」

「叔父上には敵かないませぬな」

　そう漏らすサイラオーグさんだったが……途と端たんに拳こぶしを震わせて激しく述じゆつ懐かいする。

「しかし、このままでは今後『ゆるキャラ』のイベントには出られんッ！　他者が許しても俺がそれを許さないのだッ！　このままでいいのか!?　否いなッ！　己を研けん磨ましてこそ俺ッ！　己を虐しいたげて高めることこそサイラオーグ・バアルなのだッ！」

　心底悔くやしがるサイラオーグさんは俺のほうに視線を送る。

「兵藤一誠、頼たのみがある」

「え？　あ、はい！」

　サイラオーグさんが俺の肩をつかむ。

「──俺と山ごもりをしてくれないだろうか？　山でおまえと共に『ゆるキャラ』を高めていきたい……ッッ！」

　──山！　なぜ!?

　当とう惑わくする俺はサイラオーグさんに訊く。

「や、山ごもりで『ゆるキャラ』修しゆ行ぎようですか!?　い、いやー、俺、山ごもりは何度かしたことありますけど、『ゆるキャラ』の修行はしたことないなぁ……」

　悪あく魔まになってからなぜか俺は山に何度も連れていかれて修行をしている。どうしてこう悪魔は修行＝山のイメージで動くんだろうか！　いや、まあ、俺もライザーに修行させるときに山に連れていってしまったけどさ！

　反応に困る俺をおいて、リアスのお父さんが深くうなずいた。

「うむ。では、サイラオーグ、私が付き添そおうではないか」

　そんなことを言いだし始めたのだ！

「叔父上!?　し、しかし……」

　叔父からの突然の申し出に若じやつ干かん遠えん慮りよがちになるサイラオーグさんだったが、リアスのお父さんはダンディな笑みを見せる。

「遠慮をするものではないよ、サイラオーグ。ここは叔父の私に任せなさい。グレモリーのことなら何でも知っている。『ゆるキャラ』修行に最適な山に案内しよう。兵藤一誠くんもついでに来なさい」

　マジですか!?　当主さまにそんなことを言われてしまったら拒きよ否ひすることもできなくなる！　サイラオーグさんも「よし、修行だな！」と気合いを入れ始めてしまった！

　リアスのお父さんが早さつ速そく足あし下もとに転移型魔ま方ほう陣じんを展開し始めた！

　俺も襟えり首くびをサイラオーグさんに摑つかまれてしまい、逃にげることすらできなくなるっ！

　転移の光のなかでリアスが父親を呼ぶ。

「お、お父さま！」

「リアス。止めてはいけない。男にはやらねばならないものがあるのだよ」

　リアスは首を横に振ふりながら言った。

「きっと、お母さまが激げき怒どされますわ！」

　…………そ、それはまずい！　リアスのお母さんたるヴェネラナさんはとてもとても厳しい方だっ！

　こんな山ごもりなんて知ったらあとで大変なことになる！　てか、俺の心配はしてくれないんだね、リアス！　まあ、それだけ山ごもりに関して信しん頼らいされているからだろう！

　リアスのお父さんも体を大きく震ふるわせたが、振り切るように娘むすめへ手を振った！

「…………行こう、サイラオーグ、イッセーくん！」

　ジャンプの光が弾はじけていく──。

　こうして俺はなぜか『ゆるキャラ』トレーニングに付き合うため、山に行くことになってしまった。




　　　　─○●○─




　同日、同時刻。

　俺の目の前で雄ゆう大だいな大自然が広がる。緑いっぱいの木々、山々。

　周囲は背の高い山ばかりだった。

　見み渡わたすようにしながらリンゴの着ぐるみが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「……なるほど、いい山だ。木々も水もきらめいている」

　……すでにサイラオーグさんは着ぐるみ姿でやる気全開だっ！

　俺の手を取ると、山を指さして高らかに宣言してくれる。

「兵藤一誠！　さっそく修行に入ろうッ！　まずは頂上を目指すぞッ！」

「え、ええええええええっ!?　山登りからですか!?」

　目玉が飛び出そうなほどに驚く俺！　山のふもとの森についた途端にそう言われてしまったのでビックリするしかなかった！

　俺、なんの装備も持ってきていないのに！　学生服ですよ!?　それで山登りとな!?　サイラオーグさんも着ぐるみ一丁だしさ！

「登ってこそ見えるものがある。まずはそれからだッ！」

　……俺はいざとなったら鎧よろい姿すがたになればいいし、サイラオーグさんも闘とう気きをまとえば山でなんら厳しいことはないだろうけど。

　でも、どう見たっていまサイラオーグさんが指さした山は富士山かそれ以上の高さはあると思うんだが……。

　当惑する俺をおいて、どこから取り出したのか、『ゴモりん』ことリアスのお父さんがテントを組み立て始めていた。

「ふむ、私はここでキャンプの準備をしていよう」

　ああ、よく見れば飯はん盒ごうや鉄てつ鍋なべまで用意されている！　いったいどこから出現させたんだ!?

　あまりにキャンプの準備に手慣れているよ、リアスパパ！　しかもすっごい楽しそう！

「では、行くぞッ！」

　俺の手を引き、山へ駆かけ出すサイラオーグさんっ！

　かくして、俺はリンゴの『ゆるキャラ』と山登りとなった──。







　……七、八時間後、俺は一人で下山に成功していた。

　サイラオーグさんと共に標高四千メートル級の山を登っていった俺。道なき道をひたすら上がっていき、時には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをも突つき進んでいった。

　さすがに途と中ちゆうから辛つらくなったんで俺は禁手化バランス・ブレイクして挑ちよう戦せんさせてもらった。……山男じゃないし、装備だってまともじゃないんで、禁手バランス・ブレイカーにでもならないと俺は死んじまうよ……。

　行きに数時間、帰りは禁手バランス・ブレイカーで飛んできたんですぐだったけど……。

　サイラオーグさんは頂上に着いてそのまま──、

「俺はここで瞑めい想そうに入る」

　と、座ざ禅ぜんを組みだしてしまった。──着ぐるみの格好のままで。

　絶景の眺ながめ、名も無き山の頂でリンゴの癒いやし系キャラが静かに座禅を組む。シュールを超こえた神秘的な何かがそこにあったように思えてしまった。

　俺もしばし付き合うことになってしまったが……。

　下まで下りてきた俺を出で迎むかえてくれたのは、鉄鍋をかき回すラクダ『ゆるキャラ』だった。

「やあ、イッセーくん。どうかな、修行は？」

　ラクダことリアスのお父さんが俺に気づいたようで、手を上げて訊かれる。

「え、ええ、俺は先に下りてきました。サイラオーグさんは滝たきを下から上に登る修行に入ると言ってました。──着ぐるみのままで」

　そう、なぜ俺一人だけ下山かというと、瞑想を終えたサイラオーグさんは登山中に見つけた滝にえらく興味をそそられたようで、

「さっきの滝、登ってみるか」

　などと、意味のわからないことをつぶやいて直行してしまったのです！

　滝を登るなんて鯉こいじゃないんだから！　いや、それだって諺ことわざだ！　鯉が滝なんて登れるわけがねぇっ！　そもそも滝は登るものじゃない！　それでもサイラオーグさんなら登れると確信できることがすごいんだ！　今いま頃ごろリンゴの『ゆるキャラ』が滝を下から泳いで登っているに違ちがいないんだ！

　リアスのお父さんはうんうんとうなずいていた。

「そうか、それはいい傾けい向こうだ」

　いい傾向なんですか!?　『ゆるキャラ』の修行に頂上での座禅も滝登りも一いつ切さい関連性がないと思うんですが!?

　そもそも『ゆるキャラ』に修行が必要なのかどうかさえ俺は疑問なんですよ！　普ふ通つうに関係者かプロのスーツアクターさんに講義をしてもらえば済む話では!?

　そんなことをリアスのお父さんやサイラオーグさんに言えるはずもなく……俺は調理の手伝いをすることに。

　──と、転移の魔方陣が展開する。見たことのない紋もん様ようだった。

　ジャンプしてきたのは──上半身が美少女、下半身が魚という姿の女性だった！

　──人魚だ！　本物の人魚！

　あのエステリーナとかいう足の生えたマグロじゃない、本当の人魚さんだ！

「当主さま、湖でお魚を獲とってきました」

　手に持ったザルいっぱいに魚を抱かかえてきたのは、見覚えのある人魚さんだった！

「おおっ、リリティファさんか。すまない」

　ザルの魚を受け取るリアスのお父さん。

　そう、リリティファさん！　リリティファ・ウェパルさん！　断絶した元七なな十じゆう二ふた柱はしらのウェパル家の末まつ裔えいなんだ。悪魔だけど、生きつ粋すいの人魚！

　人間界の海で平へい穏おんに暮らしていたんだが、海かい賊ぞくもどきに襲しゆう撃げきされて困っていたところを俺たちグレモリー眷けん属ぞくが保護した。

　保護された彼女はグレモリー領の湖で生活をしていると聞いてはいたんだけど……。

　そういや、山の上からおっきな湖が見えたな。そこがリリティファさんの住んでいる湖だったのかな？

　リリティファさんが俺の存在に気づく。

「あ、あなたは……その節はお世話になりました」

　丁てい寧ねいなあいさつをしてくれる彼女。おおっ、覚えてくれていたのか！

「リリティファさんはこの近くにある湖で生活をしているのだよ」

　リアスのお父さんもそう説明してくれた。あ、やっぱり、そうなんですね。

「元気そうで何よりです」

　俺がそう言う。彼女の笑え顔がおから察するに平和に暮らしていそうだ。よかったよかった。

　し、しかし、下半身はお魚さんとはいえ、上半身は美少女なわけで……。程ほど々ほどに肉付きの良いスタイルに目がいってしまう！　人魚さんだっておっぱいはあるんです！　素す晴ばらしいことだっ！

　リリティファさんの胸に視線がいっていると、彼女が俺に問う。

「赤せき龍りゆう帝ていさま、日本はいいところなんですよね？」

「え？　ええ、いい国ですよ。争いもないですし、料理はうまいし。まあ、俺が大して他国に行ったことがないんで比ひ較かくとしては説得力に乏とぼしいんですが……」

　冥めい界かいには結構来てはいるんだけどね。考えてみれば、国内の旅行だって全国を見て回ったほどじゃない。

　いいところ、隣りん県けんか、東京か、修学旅行で京都って具合だ。高校生の財政では、それが限界だ。いや、でも今度リアスやアーシア、皆みんなと北海道や沖おき縄なわにも行ってみたいね。

　リアスのお父さんが魚の下ごしらえをしながら言う。ていうか、当主さま、本当に手て際ぎわがいいですね。相当料理に手慣れてる。

「リリティファさんは日本に留学したいそうでね。勉学に励はげんでいる」

　日本に留学か！　俺たちと関係を持った悪あく魔まは、皆日本に来たがるね。

　リリティファさんがうれしそうにうなずく。

「はい、リアス・グレモリーさまにこの領地へお誘さそいいただいたご縁えんから日本に興味を持ちまして……留学の許可認にん定てい試験を今度受けようと思っているんです」

　ほうほう、試験を受けたいと本気で思うほどか。

「リリティファさん、大変申し訳ないのだが、調味料も貸していただけないだろうか」

　リアスのお父さんがそう言うと、リリティファさんは「はい」と返して再び転移していく。

　……そうなると、俺とリアスのお父さんの二人っきりになってしまうわけで……。

　調理の小気味良い音だけがキャンプ場に響ひびき渡わたる。

「…………」

「…………」

　俺もリアスのお父さんも無言だった。いや、声がかけづらかった！

　だ、だって！　お、俺、リアスと付き合ってるしっ！　そのこと、さすがに当主さまもご存じなんでしょう!?　冥界でも俺たちの仲は有名になっているって話だ！

　考えてみれば、俺って、リアスと付き合い始めてからリアスのお父さんに会ったことがなかった！　あいさつひとつまともにしてないかも！

　やべぇ！　これって、あれか！　「娘むすめさんとお付き合いしています」とか「娘さんをください！」とかいう男にとって人生最大の重要な山場のひとつなんじゃないのか!?

　うわぁ、まさか、こんなときにそれが俺に回ってくるなんて……っ！　『ゆるキャラ』の修しゆ行ぎようで山ごもり中にあいさつとかひでえシチュエーションだよっ！

　どうしたらいい!?　どう話しかければいい!?　無言はまずいだろう！　サイレントなんてイメージ最悪だ！　普段おっぱいおっぱい言っている奴やつが、恋こい人びとのお父さんの前だけ無言ってそりゃまずいって！　うわーうわーうわーっ！　やべぇやべぇよ！

　脳内でぐるぐるとあれやこれやと考えすぎて混乱してきた俺！

　そんな俺にリアスのお父さんは沈ちん黙もくを破る。

「娘は──リアスは、わがままなところが多い。小さな頃から私が甘やかしてしまったのが原因だろう。サーゼクスにとっても百年単位で得た妹だ、溺でき愛あいしている。……叱しかる役をヴェネラナに押しつけてしまったようで、悪いことをしたと思っているのだよ」

「は、はい」

　としか答えられない！　ただ黙だまって聞いて返事だけはしようと思う！

　いつもの俺らしくないだろうけど、さすがにこれは……この二人っきりは辛い！

　切り分けられた魚を俺に渡すリアスのお父さん。

「ははははは、こんなときにそんな雰ふん囲い気きになるのも野や暮ぼだ。さて、その魚を鉄板の上に置いてもらえないだろうか」

「は、はい」

「叔お父じ上うえ、ただいま戻もどりました」

　二人だけの空間にリンゴの着ぐるみが帰き還かんする。サイラオーグさんがびしょびしょの格好でキャンプ場に帰ってきた。──って！

　俺はサイラオーグさんが抱えていたものを見て驚きよう愕がくする！

　どデカいサイズの鹿しかのような生物を持ってきたからだ！

「山を下りる途中でこれを仕留めました」

　下山中に仕留めたんですか!?　リンゴの着ぐるみ姿で!?

「おお、サイラオーグ。今日はそれとリリティファさんが獲ってきた魚を使って夕ゆう餉げとしようか」

　平然と迎むかえ入れるリアスのお父さんに大らかな当主の器うつわを見てしまった──。







　夕食時、調味料を持ってきたリリティファさんも入れて四人で食事を摂とることになった。

　キャンプ場だというのに高級料理店のようなメニューが並ぶ。魚も鹿肉もソテーされて華はなやかな一品になっていた。

　一口いただく俺。

　……なんだか、わからん、わからないけど、うまい！　肉も魚も素材の味を損そこなわないまま、上にかかっているソースが旨うま味みをさらに引き出しているように思えて……っ！　このソースが魚の生なま臭ぐささと肉の臭みを取り払はらっていると思うんだ！

　肉と魚ってこんなにおいしくなるものなのか!?　しかも大したものもない山奥でこの味！

「さすが叔父上の料理は美お味いしゅうございます」

　サイラオーグさんもうなっていた。

　リアスのお父さんがたき火に薪たきぎをくべながら言う。

「悪魔の生は永い。一時期人間界の美食に時間を割さいていた頃もあったのだよ」

　そういう生き方もありなのか！　勉強になるな。時には料理の道も志す！　永い命だからこそできることだよな。

　火の様子をうかがいながらリアスのお父さんがサイラオーグさんに問う。

「どうだろうか、サイラオーグ？　『ゆるキャラ』について何か捉とらえることができたのかね？」

　サイラオーグさんは皿を置いて苦く渋じゆうの表情を浮うかべる。

「……叔父上、若じやく輩はい者の俺はいまだ『ゆるキャラ』の是ぜ非ひがつかめませぬ……っ！　何たる不ふ甲が斐い無なさか……っ！」

　……瞑めい想そうと滝登り、鹿ハントじゃわからないと思うんです！

　リアスのお父さんは微笑ほほえむ。

「ははは、そう卑ひ下げすることはない。私とて『ゆるキャラ』に関しては妻のヴェネラナに委ゆだねているぐらいだ」

「叔お母ば上うえですか。叔母上のお噂うわさは我が領にも届くほどです。ビジネス手しゆ腕わんに抜ぬきん出ていると」

　サイラオーグさんはそのように言う。へー、リアスのお母さんってビジネス面でも有名なのか。

　リアスのお父さんが続ける。

「うむ、彼女はいわゆる目め利ききだ。埋うもれているものを取り上げる商才に恵めぐまれている。グレモリー領の片かた田舎いなか、そこの住民しか口にしていない珍めずらしい作物や原住民の作る工芸品などを都市部で流は行やらせて一大産業に仕立て上げてしまう。彼女によって救われた職人がどれほどいるか。ヴェネラナのもとには領土全域から取り上げてほしいと願う者からの嘆たん願がん書しよが日に日に増すほどだ」

　それはすごい。『ゆるキャラ』に関して当主から委ねられてもおかしくないか。

「彼女もむかしに比べたら大分落ち着いたものだ」

　などとリアスのお父さんは苦く笑しようする。サイラオーグさんも続く。

「叔母上の武勇は俺も幼少の頃より耳にしております」

「……ぶ、武勇って。お若い頃はそんなにすごい方だったんですか？」

　俺が訊きくとサイラオーグさんが首を縦に振ふる。

「バアルの歴史のなかでも最強の女性と称しようされるほどだからな」

　リアスのお父さんがカップに口をつけてから言う。

「『亜あ麻ま髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス』と呼ばれていたほどなのだよ。リアスの通り名はヴェネラナに由来している。──だが、当時のヴェネラナに比べればリアスはかわいいものだ」

　そ、そんなにですか……。『亜あ麻ま髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス』……。姿形はいまと変わらないのだろうけど、暴れん坊ぼうな姿は想像もつかないや。

　リアスのお父さんがハッと気づいて話を戻す。

「と、話が脱だつ線せんしてしまった。最初の話は、ヴェネラナの商才についてだった。そう、彼女は領地の隠かくれた名産品を見いだすのに優すぐれているのだ。時にリリティファさん、この辺りで何か珍しい特産品はないだろうか？」

　そうリアスのお父さんがリリティファさんに尋たずねる。彼女は首をひねっていた。

「えーと……この先の川を下った先に綺き麗れいで珍しい柄がらの織物を織る村があります」

　遠くを指さすリリティファさん。織物か。リアスのお父さんは興味を抱いだいたようにうんうんとうなずいていた。

「ほう、それは実に興味深い。明日辺り行ってみるのもいいかもしれない」

　途と端たんにリリティファさんが困り顔を浮かべ出す。

「……ですが、最近、この辺り一帯に山さん賊ぞくが出しゆつ没ぼつしまして……。その村をよく襲しゆう撃げきしているんです」

　山賊ときましたか。しかも村を襲撃とな。おだやかじゃないねぇ。

「山賊、か。どの領地にも必ずいるものですな」

　サイラオーグさんも嘆なげくように息を吐はく。

　リリティファさんは困こん惑わくした様子で続ける。

「私もその山賊の方々に少しばかり狙ねらわれていまして……。人魚が珍しいようで、何度も──」

「襲おそわれたんですか!?」

　つい声を大きくしてしまう俺。海賊山賊と賊に襲われすぎだろ、この娘こ！

　しかし、リリティファさんは首を横に振った。

「いえ、何度も口く説どかれてしまいました。けれど、私、山賊がお仕事の方はちょっと……」

　あ、口説かれただけ。でも、許せん！　貴重な人魚を口説く山賊だなんて！　ちょっとそこは俺的に許せないところだ！　守れ、貴重な美少女人魚！

　あごに手をやるリアスのお父さん。

「山さん岳がくパトロールの人手が足りないのか。ふむ、領主としては山賊のことを耳にした以上、捨て置けない。──どれ、ここはひとつ山賊退治といこう」

　ひざをひとつ叩たたいて立ち上がるリアスのお父さん。それに続かんとばかりサイラオーグさんも立ち上がる。

「おおっ、さすがは叔父上。当主自ら不ふ逞ていの輩やからを退治とは……上級悪あく魔まの鑑かがみ、感服するばかりです。僭せん越えつながらこのサイラオーグ、加勢しましょうぞ！」

「うむ、助かる。イッセーくんはどうするかね？」

　リアスのお父さんが俺にも振る！

「行きます！　当主さまとサイラオーグさんに行かせて俺だけ行かないなんてできるわけないじゃないですか！」

　断れるわけがない！　グレモリー現当主さまにサイラオーグさんまで行くとなったら、俺だけお留守番なんてできようはずがない！

「それでこそ赤龍帝だ。共に山賊退治と参ろうではないか」

　こうして俺たちはリリティファさんにお留守番を頼たのんで山賊が出るという山を登ることになった──。




　　　　─○●○─




　険しい岩いわ肌はだの山道を登る──リンゴの着ぐるみが一体と、ラクダの着ぐるみが二体。シュールにもほどがある絵え面づらだろう。

　……俺まで『ゴモりん』の格好となっているからね。

　山道を進むなかで俺がリアスのお父さんに問う。

「あ、あの、これを装備する理由は……？」

「イッセーくんの鎧よろい姿すがたは冥めい界かい全土で知られている。キミの姿を遠くから察知したら山賊が逃にげてしまうかもしれない。そのためにもその着ぐるみ姿が適切なのだ。彼らも油断するだろう。サイズも特注で、下に鎧を装着していてもバレない作りだ」

　用よう意い周しゆう到とうすぎる！　もしかして、前もって俺用の着ぐるみを用意していましたか!?

「それと常に我々の言葉は『ゴモゴモ』なのだよ？　これを忘れてはいけない。いつだって、『ゆるキャラ』精神を忘れてはいけないのだ。我らは『ゆるキャラ』の精しよう進じんのため、ここに来ているのだから。そうだね、サイラオーグ？」

「はい、おっしゃる通りです。──いまの俺たちはあくまで『ゆるキャラ』でしかないッ」

　なんでそんなに気合いが入ってますか!?　サイラオーグさん、明らかにいまテンション高まってますよね!?　山賊退治にめっちゃ乗り気ですよね!?

　山道を進むこと三十分ほど、物もの陰かげからぞろぞろと現れる者たちがいた。

「おいおいおい、止まれ止まれ」

　いかにも山賊って格好の毛皮を着た物ぶつ騒そうな男たちだ。

　忌いま々いましそうに俺たちの格好を睨にらみつける。吐き捨てるように口を開く。

「ったく、ここはテーマパークじゃねぇんだぞ？　なんでこんな山中にラクダ二匹ひきとリンゴのお化けが歩いてんだよ」

　ですよね。返す言葉もない！　奴やつらは高らかに宣言する！

「ここは山賊──ビルーバ一家の縄なわ張ばりだ。死にたくなかったら、おとなしく身ぐるみを置いていけや！」

「身ぐるみか。これは着ぐるみだが、それでもいいのか？」

　などと着ぐるみ姿で返すサイラオーグさん。

　こめかみに青筋を立てて激げき怒どする山賊。

「んなこたぁ見りゃわかんだよッ！　いいから、殺されたくなかったら脱ぬげって──」

　眼前で『バップルくん』が消えて、気づいたときにはその山賊は遥はるか後方に吹ふっ飛とんでいた！

「ぐぎゃあああああっ！」

　山賊は悲鳴をあげて岩に叩きつけられる。

　サイラオーグさんは着ぐるみのかわいらしい手元に闘とう気きを発生させていた。

　どうやら、瞬しゆん時じに殴なぐり飛ばしたようだ。サイラオーグさん──いや、『バップルくん』が叫さけぶ。

「欲ほしければ力ずくで来いッ！　俺の着ぐるみは無む闇やみに渡わたせるほど安くはないッ！」

　闘気に包まれた着ぐるみを止められる山賊なんていやしなかった──。




　襲いかかる山賊たちを蹴け散ちらしながらさらに進むこと数分。

　岩肌の山腹に大きな砦とりでが現れた。外には山賊がわんさか俺たちを待ち構えていた。

　山賊の一人が一ひと際きわ巨きよ軀くで粗そ暴ぼうそうな男に告げる。

「か、頭かしらっ！　あれです！　あれがリンゴとラクダです！」

　一歩前に出てきた山賊のボスと思われる男が、目を細めながら言った。

「……部下どものクソつまらねぇ冗じよう談だんかと思ったが、本当にリンゴとラクダじゃねぇか。どうなってんだ、こりゃ……。イベント会場と間ま違ちがえて登山してきたにしちゃ趣しゆ味みが悪すぎだ！」

　本当、どうなっているんでしょうね！　リンゴとラクダが山賊の砦を訪問なんてさ！

　サイラオーグさん──『バップルくん』が一歩前に出る。

「おい、貴様が頭目か？」

　それを不敵に笑えむ山賊のボス。
















「ああ、だとしたらなんだ？」

「近くの村々を襲っているそうだな？　そのような不逞の輩、万ばん死しに値あたいする。バアル領『ゆるキャラ』代表『バップルくん』として貴様らを成敗してくれようッ！」

『バップルくん』の宣言に山さん賊ぞくたちが大笑いをあげる。

　山賊のボスは巨大な斧おのを片手に息を吐く。

「おいおいおい、聞いたか、おまえら？　『ゆるキャラ』さまが俺たちを成敗するってよ？　ったく、こんな山の上までそんな格好で来やがってよ。どんな理由があるか知らねぇが、ある程度実力があるんだろうよ。──でもな？　ハンパな力量は命を縮めるぜェッ！　やれェ、野や郎ろうどもォッ！」

『オオオオオオォォォォッ！』

　山賊のボスの号令が飛び、部下の連中が叫きよう声せいあげて俺たちに突つっ込んできた！

　あーあー、結局、こうなってしまうのか！

　サイラオーグさんが飛び出していく！

「どうやら話し合いは無ぶ粋すいのようだ。行くぞ、兵藤一誠ッ！　否いなッ！　『ゴモりん』二号ッ！」

「は、はい！　じゃなくて、ゴモォッ！」

　俺もとりあえず着ぐるみの中で禁手化バランス・ブレイクして、サイラオーグさんに続く。この着ぐるみ、本当に俺が禁手バランス・ブレイカーになってもいいようにサイズ調整されたものだった。こういうところに財力つぎ込むよね、グレモリーのヒトって！

「ハァッ！　『バップルくんチョップ』！　『バップルくんキック』！」

『バップルくん』の勢いづいた徒と手しゆ空くう拳けんを止められる山賊などいるはずもなく、

「ぐあっ！」

「ぬあっ！」

　悲鳴をあげて次々と殴り飛ばされていった！　着ぐるみとは思えない神速の動き、着ぐるみとは思えない破は壊かい力で蹂じゆう躙りんする！

　正直、サイラオーグさん一人で十分だろうけど、俺が何もしないのもあれなので──、

「ゴモっ！　ゴモっ！」

　と鳴きながら山賊を何名か打だ倒とうしていった。ま、リリティファさんを狙うってのも許せないポイントだしな！

　俺たちの戦闘にリアスのお父さんも感心されていた。

「うむ、さすがはイッセーくんとサイラオーグゴモ。戦闘のなかにも『ゆるキャラ』スピリッツを盛り込む余よ裕ゆう、ここにカメラがあれば癒いやしの絵が撮とれただろうねゴモゴモ」

　ゴモゴモを忘れない当主さまに俺も感動しますよ！

「な、なんだ、こいつら、強つえぇぇぇっ！」

　山賊も俺たちの力量がわかったのか、たじろぎ始めた。

　そんななか、山賊の振ふるう刀とう剣けんや斧を軽かろやかにかわしているのは『ゴモりん』一号ことリアスのお父さん。

「ふむ、実戦など数十年、いや、百数十年ぶりだろうか。はははは、楽しいものだ。いや、ゴモゴモ」

『ゴモりん』の鳴き声を忘れてしまうほどに山賊とのバトルを楽しんでいらっしゃる様子だった！　あらま、意外にノリノリというか、身のこなしが見事だ！　無む駄だのない流りゆう麗れいな動き！　さすが上級悪魔でグレモリーの現当主さま！

　山賊をちぎっては投げ、ちぎっては投げ状態の俺たちだったが、そこに女性の声が届く──。

「これはどういうことでしょうね、あなた？」

　──ヴェネラナさん、リアスのお母さんの登場だった！

　怒いかりに充みち満ちたご様子で全身から黒いオーラがにじみ出ている！

　その後ろにはリアスの姿が！　嘆たん息そくして首を横に振っていた。

　リアスのお母さんの登場に『ゴモりん』一号の動きがピタリと止まってしまう。

「…………ボクハ、『ゴモりん』ゴモ。コンニチハ」

　片言で返す『ゴモりん』一号。リアスのお母さんが迫はく力りよくのある雰ふん囲い気きを放ちながら、目を厳しく細めた。

「それは……領主のお仕事をほっぽり出してまで演じなければならないものなのでしょうか？　甥おいっ子のサイラオーグまで連れ出すだなんて……。ねえ、あなた。いま吹き飛ぶのと、あとで吹き飛ぶのとではどちらがお好みなのかしら？」

　低く冷たい声こわ音ね。

　直接怒おこられてもいない俺でもぞくりとくるほどだった！　見ればサイラオーグさんも拳こぶしを止めて、気まずそうにしているではないか！

『ゴモりん』一号は──ふいに頭部を脱いで、その場に正座し始めた。

「申し訳なかった。これには深い事情があるのだよ、ヴェネラナ」

　謝った！　当主さまが奥さんに降くだったっ！　この間、わずか一分ほど！　グレモリーの男子は奥さんに弱すぎる！

　事情が変わった着ぐるみ集団を見て山賊のボスが叫ぶ。

「お、おい、てめえら！　勝手に襲おそいかかってきて、なぜ、手を止めんだよ!?　ま、まあ、いい！　これ以上はこっちもそいつらと戦いたくねぇ！　そこのクソ女ども！　さっさとそこのリンゴとラクダを連れて帰ってくれや！」

　リアスのお母さんにそう怒ど鳴なりつけるが──。

「──お黙だまりなさい」

　冷たい視線を投げかけて、手元から膨ぼう大だいな魔ま力りよくを解き放ち、山賊もろともこの山一帯を黒いオーラで覆おおい尽つくしてしまった！

『ぎゃああああああああああああっ！』

　悲鳴を上げて吹っ飛んでいく山賊たち！　山賊のボスも例外なく、空高く吹き飛んでいった！

　この日、その山に潜せん伏ぷくしていた山賊一味は謎なぞの着ぐるみ集団に襲しゆう撃げきされたあげく、女性悪魔の放った魔力の一撃で山の一部ごと吹き飛ばされたという──。







　かくして、リアスのお母さんに連行されていく俺、サイラオーグさん、リアスのお父さん。

　グレモリー城に戻もどったあと、三人まとめて正座をさせられて半日以上にわたってお説教を受けることになってしまった。

「私が『ゆるキャラ』をプロデュースしますので、山に行く必要も、グレモリーの当主が着ぐるみを着ることもありません」

　──と、リアスのお母さんがまとめて『バップルくん』も『ゴモりん』も面めん倒どう見ることになった。

　ついでに俺たちが山賊を倒たおしたことになり、「『ゆるキャラ』が山賊退治！」とニュースでも取り上げてもらうことに。

『バップルくん』と『ゴモりん』も一いち躍やく冥めい界かい全土に知れ渡るんじゃないかな。

　さて、俺はどちらかというととばっちり受けた気がしなくもないが……。

「イッセー」

　説教を終えた俺を呼ぶリアス。……なんだか、疲つかれたんでリアスに慰なぐさめてもらおうかな。

　彼女に近寄ったときだった。

「いや、ラクダはダメ！」

　涙なみだ目めのリアスに突き飛ばされてしまう俺がいた！　そう、ラクダの着ぐるみを着たままなのを忘れていた！

　まずはリアスと共にラクダ克こく服ふくから入っていかないとダメかな……。




　余談だが、リリティファさんが紹しよう介かいしてくれた織物は、その後リアスのお母さんに見み出いだされて領土全域に広まっていくことに。

　リリティファさんも織物の宣伝ガールとして抜ばつ擢てきされ、グレモリー領で人気者となったのだった。







　　　Life.4　生徒会の逸いつ材ざい







「あ、兵ひよう藤どう先せん輩ぱい」

　進級して三年生になった四月──昼休みに駒く王おう学がく園えんの中庭で新生徒会のニューフェイス三人組から、ふいに声をかけられた。

　まずは、俺と同じ三年生で書記の加か茂も忠ただ美みさん。

　加茂さんは長いおさげをしており、切れ長の目元、線の細い肢し体たいといった三年女子。実は、陰おん陽みよう師じの家系であり、駒王町にて独自の除じよ霊れいで一いつ般ぱん市民を日々救っている。

　加茂さんは、なぜかミルたんをライバル視していて、何度も何度もミルたんと熾し烈れつなバトルを繰くり広げている。……俺もミルたん対策の相談をたまに受けていた。

　それと書記で二年男子の百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう。百鬼は五大宗そう家け『百鬼』家の次期当主でもある。いつも快活な雰囲気をまとう男子だ。俺に声をかけたのは彼である。

　そして、最後の一人は──全身を覆うように厚着をした生徒だった。フードを深く被かぶり、瓶びん底ぞこのようなメガネをしていて、首にはマフラーを巻き、スカートの下にジャージを穿はいて、両手にも手て袋ぶくろという重装備だ。パッと見では肌はだの露ろ出しゆつは確かく認にんできない。

　俺は苦く笑しようしながら、全身完全装備の生徒に話しかける。

「えーと、そちらは二年の会計のミラーカ・ヴォルデンベルグさんだよね？」

　俺の問いに厚着の生徒は「はい」とかわいらしい声で答える。

　そう、理由があって、彼女はこのような重装備なのだ。何せ、メガネから覗のぞかせる瞳ひとみの色は──深しん紅くなのだから。

　百鬼が彼女のフォローをしながら言う。

「ミラーカは、昼間こんな感じですからね。兵藤先輩はいまだに慣れないかもしれませんけど、これがミラーカの標準装備です。──吸きゆう血けつ鬼きですからね」

　そうなのだ。百鬼が言うようにこの厚着の女子生徒は、吸血鬼！　しかも純血であり、カーミラ派（女性主導）の主柱のひとつ──ヴォルデンベルグ家のお姫ひめさまだというから驚おどろきだ。

　ただし、純血とはいえ、ギャスパーのようにデイライトウォーカーではないため、昼間の行動は制限されている。つまり、日の光が苦手なのだ。下級の吸血鬼のように日の光を浴びると即そく消しよう滅めつするということではないようだが……能力が著いちじるしく下がるそうだ。

　そのお姫さまがこの日本の……この駒王学園になぜいるかというと……祖国のために何やら得たいものがあるようだ。

　百鬼と共にアジュカ・ベルゼブブさまからの任務を任されていて、例の『ゲーム』に参加しており、謎とされている神滅具ロンギヌスの調査をしている。

　そんなミラーカさんを含ふくめての新生徒会ニューフェイス三人組の一人──加茂さんが、俺に訊きいてくる。

「兵藤くん。ゼノヴィア会長、知らない？」

　ゼノヴィアは先ほどまで一いつ緒しよに昼食を摂とっていた。実は、俺とアーシア、ゼノヴィア、イリナ、さらに木き場ばと桐生きりゆうは進級したときのクラス替がえで一緒のクラスになったのだ（ちなみに担任の先生はロスヴァイセさん！）。

　そのため、同じく一緒のクラスになった腐くされ縁えんの松まつ田だ、元もと浜はまも含めて、三年生になってから八人で昼を共にすることが多くなった。

　──で、そのゼノヴィアはというと、同じく生徒会の会計で、シトリー眷けん属ぞくの『兵士ポーン』である二年生の仁に村むら留る流る子こさんに連れられていってしまった。仁村さんは生徒会続投組だ。

　話では、グラウンドの使用権について部活同士の争いがあったとかなんとか。様子を見にゼノヴィアと仁村さんは即座に現場に向かったのだった。

　それを加茂さんたちに伝えたら、頭を抱かかえて息を吐はいていた。

　加茂さんが言う。

「……また仁村さんが余計なことを勝手にゼノヴィアさんに伝えたようね。あのときから、度たび々たびこれだもの。まったく、ウマが合いすぎるのもどうなのかしら……」

　ゼノヴィアと仁村さんは事あるごとに面倒事になりそうな生徒の願いを聞き入れて、豪ごう快かいに力ちから業わざで叶かなえようとする。二人とも口より手のほうが早く出るタイプなんで、息が合うんだよね。

　ところが、加茂さんは一転して不敵な笑えみを浮うかべて百鬼とミラーカさんに言う。

「勾陳、ミラーカ、追うわよ。そんな面おも白しろいこと、私に知らせずにいるなんて、会長はずるいわっ！」

　百鬼は苦笑しながら「了りよう解かい」と漏もらし、ミラーカさんも敬礼のポーズで「はい、喜んで」と答えた。

　……新生徒会は元気すぎるんだよな。

　新生徒会ニューフェイス三人組を見送りながら、俺は加茂さんが口にしていた「あのとき」のことに思い当たる節があって、それを思い返していた──。







　それは二年生の頃ころの三学期──年始に行われた生徒会総選挙があってすぐのことだった。

「ごきげんよう、イッセーくん」

　放課後、オカルト研究部の部室で寛くつろいでいるリアス、朱あけ乃のさん、ソーナ前会長と真しん羅ら前副会長という面々の姿があった。

　三学期だと、三年生はすでに自由登校になっており、来ても来なくてもいい立場にある。リアスや朱乃さんは学校に来る日もあれば、どこかへ出かける日もあり、その辺りは本人たちの気分しだいだった。

　リアスが紅茶を楽しみながら言う。

「ごめんなさいね、イッセー。少しだけ、部室を使わせてもらうわ」

　遠えん慮りよ気味に言うリアスだけれど……、すでに自分は引退しており、部外者だと思っているのだろう。それはあまりに悲しい！　ここはリアスが築いた場所だし、気軽に帰ってきてくれていいんだ。それを言葉にして家でも伝えたんだけど、それでもリアスはできるだけ俺たちに部活と部室を任せたい意思を変えなかった。世代交代をしていかないと、ハイスクールの部活ではない、と──。

　微笑ほほえむソーナ前会長。

「ふふっ、私もすっかり生徒会の部外者ですから。学校での居場所が無くなってしまったのです」

　これに同じくうなずく真羅前副会長。

「引退した者が生徒会室で寛ぐなんてできませんしね」

　そっか、お二人もすでに生徒会から引退した身だ。部活動でＯＢＯＧが顔を覗かせる以上に、生徒会室に行きづらいのだろう。何せ、部活動のようなクラブではなく、生徒会は組織だからな……。

　リアスはそれを受けて言う。

「だから、お誘さそいしたのよ。ここならスペースもあるし、誰だれが来ていても特に問題はないわ。あ、きちんとアーシアにも了りよう承しようは得たわよ」

　アーシアは部長の椅い子すに座りながら手を挙げる。

「はい、ここはリアスお姉さまの築いた場所ですから、いつでも気き兼がねなくお越こしくださいとお答えしたんです」

　こっちもこっちで遠慮気味に部長の椅子に座っていて、どっしりした気構えはまだまだの様子だった。なーに、アーシア部長を皆みんなで支えていけばいいだけのことだ！　これからこれから！

　リアスがアーシアに礼を述べる。

「ありがとう、アーシア。けれど、引退した身ですもの。遊びに来ることはあっても部活を邪じや魔ますることなんてしないわよ。──ここはあなたたちが紡つむいでいく場所なのだから」

「うふふ、そうよね。ついついいつもの癖くせでお茶を出してしまいましたけれど……勝手に使ってよかったのか、悩なやんでしまいましたわ」

　リアス同様遠慮気味の朱乃さん。すでにＯＧであることを自覚するようにしているようだが……やはり、寂さびしい限りだ。

「卒業までの少しの間だけ、お世話になるかもしれませんが、よろしくお願いします」

　ソーナ前会長はそのように頭を下げながらお願いを口にされる。

　なんだか、ソーナ前会長がオカ研の部室でのほほんとお茶を飲んでいるのが新しん鮮せんすぎて面白いことになってるな……。

　──と、年上のお姉さまたちに思いを馳はせているとき、部室に駆かけ込んでくる誰か。

　扉とびらを大きく開いて、こう叫さけんだ。

「た、助けてくれえええええええっ！　兵藤ぉぉぉぉぉおおっ！」

　匙さじだった！　入ってくるなり、奴やつは俺にすがるように抱だきついてくる！

「さ、匙、どうした？」

　問う俺に匙は涙なみだ目めになりながら、訴うつたえてくる。

「うぅぅぅっ！　会長が！　会長がぁぁぁぁああっ！」

　いちおう、確認のため、この場にいる前会長のほうに視線を向けて匙に訊く。

「こっちの会長じゃないよな？」

　匙が俺の視線に気づいて、そちらに顔を向けた。そこにあるのは冷静にお茶を楽しむソーナ前会長の姿。

　いつものようにクールな口調で前会長は匙に言う。

「サジ、騒さわがしいですよ」

　それを受けて、匙は驚いたあとで一転して姿勢を正す。しかし、表情は驚き顔のまま。

「…………か、会長！　じゃなくて、前会長！　こ、このようなところに来られていたとは！」

　前会長も「友人とお茶ぐらいは楽しみますよ？」と返すだけだった。

　俺があらためて匙に訊く。

「それで、こんなところに飛び込んできてどうした？　会長がどうとか」

　俺の言葉にハッと思いだしたようで、訴えを再開させる。

「あ！　そうだ、それだよ、それ！　助けてくれ、兵藤！　俺にはゼノヴィアさんがわからねぇぇぇっ！」

　俺とアーシア部長は顔を見合わせながら、匙の訴えを聞くことにした。

　まあ、こいつが会長っつったら、いまは駒王学園の現生徒会長たるゼノヴィアのことだろう。そう、あいつは先日の総選挙で、シトリー眷属の花はな戒かい桃ももさんと会長の椅子を巡めぐって選挙活動し、見事当選を果たした。そして、この匙に至っては、前職でもある生徒会役員から副会長に当選している。

　匙が必死に俺にすがりついてきたのも、その現会長についてだと思う。まあ、現会長はオカ研部員だしな……。

　匙の話を聞くと、なんでも本日おこなわれた生徒会の会議で、一言めからゼノヴィアがとんでもないことを口にしたようだった。

『では、さっそくで悪いのだが、今日の仕事は外回りだぞ』

　そう口にするゼノヴィア会長に匙副会長は訝いぶかしげな思いに駆られたそうだ。

『あれ？　そんな仕事あったっけ？』

　手元のスケジュール表を再確認しても、そのようなものは一いつ切さい書き込まれていない。

　だが、ゼノヴィア会長は言う。

『ああ、うちの生徒が他校の者とトラブルを起こしたそうでね。その解決を頼たのまれたんだ。件くだんの学校に突とつ撃げきだ』

　それを聞いた匙は酷ひどく狼ろう狽ばいしたという。

『他校とのトラブル!?　突撃!?　いやいや、ゼノヴィアさ……会長！　そういうのは先生方に話したほうがいいんじゃないかな』

　ゼノヴィア会長は意い気き揚よう々ようとこう返す。

『ああ、話したぞ。アザゼル先生に話したら、ぜひ行ってこいと背中を押された！』

『話す相手が間ま違ちがってるじゃねぇかっ！　……ま、まあいい。……で、その相手の学校ってのは？』

　再度そう訊く匙。ここで一度冷静になれるのがなんとも匙らしい。俺だったら、ゼノヴィアとアザゼル先生の組み合わせに最悪のビジョンを思い浮かべるからな。

　しかし、俺の最悪のビジョンは的中したようで、ゼノヴィア会長は元気にこう答えた。

『うん、出で素す戸と炉ろ井い高校だ』

　それを受けて目玉が飛び出るほどに驚おどろいたという匙。

『この近辺一の不良校じゃねぇかぁぁぁぁぁっ！』

　そう、匙が言うようにその高校は辺りでも評判が最悪な不良高校だった。その学校の制服を見たら、否いや応おうなしに目線を合わさず距きよ離りを取れという暗あん黙もくのルールが善良な生徒たちの間であるほどだ。

『ああ、そうだ！　出素戸炉井高校に突撃だっ！』

　とうの現生徒会長さまは、外回り＝不良校への突撃にはつらつとしている様子だったという……。

　匙はハンカチで目元を拭ぬぐいながら、それらを切々と語った。

「……てなことで、現生徒会長さまは新メンバーと共に殴なぐり込みに行っちまった……。俺と同じく反対意見を持つ役員もいる一方で、入ったばかりの新メンバー組はゼノヴィアさんの意見を支持しててな……」

　……マジか。そんなに武ぶ闘とう派はなの、現生徒会メンバー!?　前メンバーのうち、『僧侶ビシヨツプ』草くさ下かさん、『騎士ナイト』巡めぐりさん、『兵士ポーン』仁村さんはいるよね？　そこに匙も含ふくめると前メンバーからの続投は四名。残りの四人はゼノヴィアを含めて新顔ということになる。

　確か、新メンバーのうち、俺と同級生の二年から陰おん陽みよう師じの血筋である加茂忠美さんもいたはずだ。実はちょっとだけ知ってるヒトで、悪魔ではないけど、かなりやんちゃな陰陽師ガールではある。うん、ゼノヴィアと意気投合しそうだ。

　小こ猫ねこちゃんが説明を付け加えてくれる。

「……類は友を呼ぶというわけでもありませんが、当選した役員のうち半分は武闘派と呼んでもいいかもしれません。特に一年生はケンカっ早いのばかりです」

　おいおいおい！　新顔の一年生もやんちゃなのかよ!?

「……仁村さんも？」

　確かく認にんのためにそう訊きく俺。前生徒会の続投である一年生の仁村さんは軽いノリの持ち主だけど、ソーナ会長が率いたメンバーの一員だったから、厳格な気構えは持ち得ていると思っていたのだが……。ちなみに落選した花戒さんと最初から選挙に参戦しなかった『戦車ルーク』由ゆ良らは生徒会から引退して一いつ般ぱん生徒となっている。

　匙は頭を抱かかえた。

「ああ、仁村の奴もゼノヴィアさんのノリに乗っちまっててなぁ……」

　おおっと、これはどうにも……。口元を引きつらせてしまう俺だった。

　ソーナ前会長はお茶を飲みながらこう返す。

「留流子は元々そういう子ですよ？　ゼノヴィアさんとは好こう相あい性しようだと思ってました」

　なんてこった！　豪ごう快かいなゼノヴィアにノリのいい仁村さんが合流した形となっているのか！　そ、そりゃ、その二人に武闘派陰陽師ガールが加わるだけで暴走機関車となってもおかしくないか。

　匙は頭を抱えながら言う。

「……うぅ、新生徒会を運営し始めたばかりだが、それでもすでに前会長とのハッキリとした差が出ていてな……っ！　いや、書面での仕事や先生方への応対は、俺が思っていた以上に有能でありがたかったんだが、そこ以外の面で……」

　匙はソーナ前会長とゼノヴィア現会長の違いを語り始める。







☆運動部の体育館の取り合いについて




・ソーナ前会長の場合

ソーナ「話し合いで決めてください」

バスケ部「それができなかったから呼んだんです！　こっちは来週試合なんですよ!?」

バレー部「何よ！　こっちだって試合が近いんだから、使わせてもらわないと調整ができないわ！」

ソーナ「わかりました。では、私から顧こ問もんの先生にお願いしましょう。時間を詰つめて折り合いがつけばいいだけの話です。それに体育館はバスケ部やバレー部だけではなく、各運動部がバランスよく使わなければ意味がありません。それはわかりますね？」

バスケ部「……はい」

バレー部「……会長にお任せします」

匙「さすが会長だぜ！　話し合いで解決させる！」




・ゼノヴィア会長の場合

ゼノヴィア「よし、殴り合いで決めてくれ」

バスケ部「それができなかったから呼んだ──って、えええっ!?　な、殴り合い!?」

バレー部「話し合いで決めるとか先生に問い合わせてくれるとかは!?」

ゼノヴィア「拳こぶしでしかわからないこともあるだろう。特に体を動かす運動部系はそうなのだと思う。さあ、私が見届けてやる！　構えろっ！」

バスケ部「そんなバカな!?」

バレー部「誰だれか会長を止めてくれぇぇぇぇっ！」

匙「待ってくれ会長！　殴り合いで解決させんなって！」







☆文化系部活動について




・ソーナ前会長の場合

ソーナ「いけませんね、漫まん画が部がこのような漫画を出すなんて……」

漫画部「そ、それは……表現の自由と言いますか！　日々の妄もう想そうを描かき綴つづったといいますか……っ！」

ソーナ「それにしてはかなり卑ひ猥わいな内容の漫画です。……男性同士でそのようなことをしているだなんて……」

漫画部「あ、愛の形は様々です！」

ソーナ「それは否定しませんが、これを校内で流通させるのは見過ごせません。もし、これが学校の外に出てしまったら、我が校の評判にも影えい響きようが出てしまうかもしれません。表現の自由に関してとやかく言うつもりはありませんが、ヒトの目に触ふれさせる以上は表現者として一考するべきでしょう。その辺りは理解していただけますね？」

漫画部「……は、はい」

匙「さすが会長だぜ！　説き伏ふせてわからせる！」




・ゼノヴィア会長の場合

ゼノヴィア「この漫画の続きはないのか？」

漫画部「そ、それは……表現の自由と言いますか……って、ええっ!?　つ、続きですか!?」

ゼノヴィア「このキャラとこのキャラはイッセーと木場だろう？　仲間だから、私としてもこのあと二人がどうなるのか非常に気になる」

漫画部「あ、愛の形にこだわりはないと!?」

ゼノヴィア「まあ、こういうのもあるんじゃないか？　それにこの木場は実に木場らしい。特にイッセーへの視線と口調が木場そのものだ。よく観察しているな。しかし、なぜイッセーが木場に抱だかれる側なんだ？　逆ではないのか？」

漫画部「ゼノヴィア会長は、兵藤×木場きゅん派!?　そ、そこは違うんです！　木場きゅんは……攻せめですッッ！」

匙「待ってくれ会長！　俺にはさっぱり会話の内容が理解できねぇっ！　俺を説き伏せてくれよっ！」







☆教師への報告






















・ソーナ前会長の場合

ソーナ「先生、例の報告書ができあがりましたのでお受け取りください」

教師「おおっ、支し取とり会長！　いつも早いね！　……うん、完かん璧ぺきだ！　さすがだね！」

ソーナ「いえ、これぐらいは当然です」

匙「へへっ、指示を受けて一日で作成するなんて、さっすが会長！」




・ゼノヴィア会長の場合

ゼノヴィア「アザゼル先生、例の報告書ができあがったから受け取ってくれ」

アザゼル「おおっ、ゼノヴィア！　どれどれ……生徒会長専用強化制服とな！　なんだか、おもしろそうじゃねぇか！」

ゼノヴィア「日本の生徒会長が着る制服は特とく殊しゆなものが多いと桐生に聞いた。私も変身できないだろうか？」

匙「んなもん、生徒会長に必要あるかぁぁぁぁっ！」




　…………。

　匙からの告白を聞いて、言葉もない新オカ研メンバーの俺たち。話し合い（物理攻こう撃げき）を地で行くな、ゼノヴィアの奴やつめ……。

　とうの前生徒会長はそれを聞いても特に慌あわてることも、驚おどろくこともせず、「まあ、そういうこともあるでしょう。頭トップが替かわったわけですし」の一言で済ませていた。リアスたちも微笑ほほえましく話を聞いているだけだった。

　ああ、お姉さま方はすでに隠いん居きよしたおばあちゃんのような反応になっちまってる！

　匙への答えに困る俺たちだったが、そこに生徒会メンバーの巡さんと草下さんがオカ研の部室に入ってくる。

「元げんちゃん、例の子、見つけてきたよ」

　巡さんのうしろには気弱そうな男子生徒が一人。

「この男子がゼノヴィア会長に不良校とのトラブルを相談したみたい」

　巡さんに促うながされて、前に出される男子生徒。ゼノヴィアが不良校に突とつ撃げきすることになったのも、この男子に起因しているようだ。

　彼はおそるおそる口にする。

「…………あ、あの、今回はその……」

　匙は彼に詰め寄る。

「ったく、あのゼノヴィアさんに豪ごう快かいなお願いをするなんて、いったいどうすればそんなトラブルに巻き込まれるってんだ？」

　匙に詰め寄られた男子は、ポロポロと涙なみだを流し始める。

「…………うぅ」

　そして、匙にすがりついて懇こん願がんする。

「……ゼノヴィア会長を責めないでください！」

　男子生徒は不良校とのトラブル内容を語り始める。

「……小学生の弟がようやく買ってもらえたロードバイクをクラスメイトのいじめっ子グループに盗とられたんです。文句を言いにいったら、そのいじめっ子のボス格の兄貴が、不良校の番長だったらしくて……取り返したくても取り返せない状じよう況きようになっているんです」

　一度、勇気を出してその者のもとに行ったそうだが、一発パンチをもらったあとで相手にもされなかったそうだ。

「……こ、こんなこと、誰にも相談できるわけもないし……かと言って、このままじゃ弟がかわいそうで……」

　誰にも相談できず、困り果てて駒王学園の中庭のベンチで座っていた男子生徒。そこに偶ぐう然ぜん通りかかったゼノヴィアが訊きいてきたという。

『どうした？　暗い顔をして……』

　誰かに話したい気分だったのか、ぽろっと悩なやみ事を口にしたという。すると、話を聞いていたゼノヴィアがベンチから立ち上がり告げてきたそうだ。

『……わかった。私に任せろ』

　──と。

　その言葉の真意を一いつ瞬しゆん理解できなかった生徒は、

『え？』

　などと反応して返したが、とうのゼノヴィアは真っ正面から堂々と宣言したという。

『私がその自転車を取り戻もどしてやる』

『で、でも……』

『キミはここの生徒で、私はここの生徒会長だ。──困っていたら、助けて当然だ！』

　涙を流しながら切々と語った男子生徒。

「……いまの話を生徒会のヒトに訊いたら、この間言ったことが本当だったってわかって……。とても、うれしいけど、このままじゃゼノヴィア会長が危険です！　出素戸炉井高校の連中は大人でも手を出さないほどに危ない奴ばかりです！　ぼ、僕、どうしたらいいのか、わからなくて……っ！　僕も行ったほうがいいのか、警察に連れん絡らくしたほうがいいのか……っ！」

　当とう惑わくしている男子生徒だったが……。

　そうか、そんな事情があったのか。それを聞いてしまったら、正義感が強いゼノヴィアは黙だまって捨て置くわけがない。しかも、いまは生徒会長という立場だ。動かないはずがない！

　匙はそれを聞いて、鼻の下を指でこすった。

「……ったく、そういうことなら、そう言ってくれればいいのにな」

　匙が部室の扉とびらのほうに歩いて行く。仲間である巡さんと草下さんに言う。

「巡、草下、我らが新会長がお困りだ。──いっちょ行くか？」

　これを受けて、巡さんと草下さんが顔を見合わせて苦く笑しようした。

「ま、生徒会役員は会長を助けてなんぼだし？」

「いつものことよね。──今回の会長は強ごう引いんだけど」

　三人の意見は一いつ致ちしたようだった。

「俺たち、行ってきます！」

　そう言うなり、匙たちはオカ研の部室を飛び出していく！

　匙の奴も大たい概がい正義感溢あふれる野や郎ろうだから、いまの男子生徒の話を聞いてしまえば、体が動いて当然だ。

　さて、これを聞いて俺たち新オカ研メンバーはどうするか。とりあえず、俺は様子だけでも見に行きたいな。仲間のゼノヴィアも気になるし、友達の匙のことも気になるし。

　俺はリアスに告げる。

「リアス、俺も行ってきます。……これから付き合う新生徒会の活かつ躍やくとやらを見てこないとさ」

　そこに手を挙げるのは、イリナとアーシア。

「私も行くわ！　だって、ゼノヴィア会長の親友たる紫し藤どうイリナだもん！」

「はい！　私もオカルト研究部の部長として、ゼノヴィア会長をお助けします！」

　隅すみっこで静観していたオカ研新副部長たる木場も苦笑しながら立ち上がった。

「あー、じゃあ、新オカ研メンバー全員で加勢に行こうか？」

　これには皆みんなも同意して手を挙げる！

『おおっ！』

　よっしゃ、皆で新会長の活躍を見に行こうじゃねぇか！

　部室を出て行こうとする俺の耳元に年長組の会話が入り込んでくる。

「……ふふっ、どっちの子たちも若いわね」

「いいじゃないですか、このぐらいの勢いがあってこそ、任せられるというものです」

　リアスもソーナ前会長も微笑ましそうだった。

　ああ、最初から、俺たちだけでも安心して任せられると信じ切っていたのだと、そのときようやく理解できた。




　　　　─○●○─




　俺たちがたどり着いたのは──駒王町のとある河か川せん敷しきだ。ゼノヴィアはこの河川敷に呼び出されたそうだ。匙、巡さん、草下さんと途と中ちゆうで合流して、河川敷の物もの陰かげから様子をうかがう。

　そこにはゼノヴィアを中心にした新生徒会のメンバーと、それに対たい峙じするようにずらりと並ぶチンピラ学生の数々。その数、ゆうに五十は超こえるだろう。

　ゼノヴィアが一歩前に出て問う。

「おまえたちが出素戸炉井高校の生徒か？」

　チンピラの中心にいるのは──ロードバイクに跨またがる顔中ピアスの不良男子だった。いかつい表情で、嫌いや味みな笑えみを浮うかべている。

「へっへっへっ、駒王学園の生徒会長さんがわざわざ何の用だよ？」

　それに呼応するように周りの不良も騒さわぎ始める。

「ンだっ、この、てめっ！」

「ノすぞっ、このアマっ！」

　同じ日本人が発する言葉とは思えない言語が飛び交かっていた。

　一いつ切さい怖おじ気けづかずにゼノヴィアがロードバイクに指を突つきつける。

「おまえが乗っているその自転車を返してもらおうか」

　チンピラのボスはバイクのペダルに足を乗せながら不敵に言う。

「このロードバイクかよ？　それはできねぇ相談だっ！　俺はこいつでモテモテになるってスンポーよ！　知ってっか？　いま、ナオンの間じゃあ、ロードバイクに乗ってる奴が流は行やりって話だぜぇ？」

「「「ナオンッ！　ナオンッ！」」」

　ボスの言葉に周りの連中も騒ぎ立てる。……ナオンって、いつの時代の不良なんだか……。

「そうなのか、留流子？」

　ゼノヴィアが隣となりに位置している一年生の仁村さんに訊く。

「いやー、あんまり聞いたことないっス。ボス、不良の戯ざれ言ごと聞いちゃダメですよ」

　まるで舎しや弟ていのようにゼノヴィアに告げる仁村さん！　「ボス」とか言ってるし！

「そうか、よくわからんが、それは返してもらうぞ」

　堂々とそう告げるゼノヴィアに対して、不良のボス格はなめ回すようにゼノヴィアの肢し体たいを見ていた。

「おいおいおい、マジかよマジかよ!?　まあ、なかなかマブい顔してるし、このバイクの代わりにおめえに乗らせてくれるなら、話は別かもなぁ？」

『ぎゃははははっ！』

　笑う不良軍団。ゼノヴィアは嘆なげくように息を吐はくだけだった。

「どの国でもこの手の者が吐く台詞せりふは同じようなものだな……」

「ボス！　やっちゃいましょうよ！　ここは一発蹴けり込んだほうが早いっス！」

　ノリノリの仁村さんがいた！　キミ、ソーナ会長のもとで働いていたときより生き生きとしているよね!?

　さて、どうなるものかと見守っている俺たちだったが、匙たち残りの生徒会メンバーが物陰から消えていることに気づいた。視線でその姿を追えば、彼らはすでにゼノヴィアたちのもとに歩み寄っていた。

「ゼノヴィア会長、助すけ太だ刀ちに来たぜ？」

　匙が勇ましく風を切りながら登場する！

「おっ、匙たちか。遅おそいじゃないか」

　ゼノヴィアもうれしそうだった。匙は頰ほおをかきながら言う。

「まっ、副会長なりに考えることもいろいろあるのさ」

　ゼノヴィアのもとに新生徒会の全メンバーが集つどった。全員、やる気まんまんの表情となっている！　そこには、ソーナ前会長が率いていたクールな生徒会はなく、ゼノヴィア現会長が率いるホットな生徒会があった！

　ゼノヴィアが全員を率いて叫さけぶ！

「よし！　新生徒会のメンバーは揃そろったな！　見せてやるぞ、私たちの対話というものを！」

　ゼノヴィアは木刀を手にして、相手のほうを指し示した！

「留流子、切り込めぇぇっ！」

　それが合図となって、仁村さんがその場でパンチをシュッシュッと繰くり出したあとで、

「合点承知！　このノリ、私、チョー好き！」

　突っ込んでいきやがった！　早々にチンピラの二、三人を蹴り飛ばしてしまう！　人じん工こう神器セイクリツド・ギアがなくても、彼女の蹴りは鋭するどいからな！　ただのチンピラじゃたまらんだろう！

「黄龍ッ！　ぶっ飛ばして構わないぞ！」

　ゼノヴィアの指示を受けて、一年男子で書記の──百鬼黄龍が、前に飛び出していき、軽々と不良を複数人同時に薙なぎ倒たおしていく！

「これが一年続くのかと思うと、楽しいような怖こわいようなって感じだ」

　彼はゼノヴィアのノリに付き合いつつも楽しんでいる様子だった。

　次に二年の加茂さんが、陰おん陽みよう師じの札を不良に対して無数に放っていく！　札を貼はられた不良は力なくその場で倒れていった。

「悪童退散ってね！」

　こちらもノリノリだった。その横では、全身厚手の服装である女生徒──ミラーカ・ヴォルデンベルグさんが、軽快にパンチとキックで不良をぶっ飛ばしている！

「はいっ、とりゃ。日中は動きづらいなぁ。デイライトウォーカーがうらやましい」

　などと、かわいらしい声と裏腹の攻こう撃げき力を見せていた！

「ったく、あとでどう説明つけるんだかっ！」

　文句を言いながらも匙も走り寄ってきたチンピラを投げ飛ばしていた！

「そんなもの！　あとでアザゼル先生に言えばどうとでもなる！　何せ、私たちは悪いことをしているわけじゃないからな！」

　ゼノヴィアが自信満々にそう宣言する！　いやいや、それもどうかと思いますよ、ゼノヴィア現会長殿どの!?　ま、まあ、アザゼル先生もこれが一番手っ取り早いと思ったんだろうし、不良校がうちの生徒に手を出すとどうなるかというものも見せつけてやろうという魂こん胆たんもあったんだと思う。あーあ、これもきっと先生によってもみ消されてしまうんだろうさ！

　不良相手に大攻勢の生徒会メンバーだったが……様子を見に来ていた俺たち新オカ研メンバーは手持ち無ぶ沙さ汰たとなってしまっていた。

　いちおう、確かく認にんのために皆に訊きく俺。

「さて、俺たちはどうする？　いなくてもあいつらだけでいいだろう？」

　しかし、イリナはノリノリだ！　つーか、物陰から飛び出していきやがった！

「私は駒王学園生徒会長ゼノヴィアの親友！　紫藤イリナよ！　助太刀に参った！」

　どこぞの時代劇のごとく、木刀片手に暴れ回り始めるツインテール女子！

　ゼノヴィアもイリナの登場に歓かん喜きする。

「おおっ！　我が心の友よ！　ありがたい！」

　こりゃ、参ったなと思っていたら、うちのアーシアちゃんも飛び出していってしまった！

「わ、私も来ましたよ！　ケガをしたら、治ち療りようします！」

　さすがに不良を相手にはしなかったが、サポートとして自分も来たとゼノヴィアに伝えたかったのだろう！　ゼノヴィアもアーシアの登場にうれしそうだった。

　後頭部をかく俺。……あー、こうなったら、やけくそというか、乗るしかないか。

「……アーシア部長が出て行ったら、もうそれは俺たちの問題でもあるな」

　皆にそう訊く俺。副部長たる木場も苦笑いしながらもうんうんとうなずいていた。

「行くしかないかな？」

「……行きましょう行きましょう」

「ぶ、部長を助けてこそ、オカルト研究部男子ですぅっ！」

　小猫ちゃんもギャー助すけもうなずいていた。

　よっしゃ、なら仕方ねぇっ！

　俺たちも応じて、物陰から飛び出していった！

「ああ、行こうぜ！　我こそは、駒王学園生徒会長ゼノヴィアの仲間──」

　こうして、生徒会の歴史に新たなページが刻まれることになる。

　ゼノヴィア会長、不良校の生徒相手に戦争を仕し掛かけた──と。







　後日、ロードバイクが弟の手元に戻もどった男子生徒はあらためてゼノヴィアをはじめとした現生徒会メンバーにお礼を告げたという。むろん、今回のことは公おおやけにせずアザゼル先生が握にぎりつぶしてしまったが……。

　けど、例の出素戸炉井高校では、

「駒王学園の生徒に手を出すな。あそこの生徒会とオカルト研究部の奴やつらはバケモノみたいに強い」

　という触ふれ込みが広まったそうで、駒王学園の生徒を道ばたで見かけても相手が逆に避さけるようになったようだ。それどころか、周辺一帯の高校にまで、「駒王学園の新生徒会はケンカ上等の連中」なんて噂うわさも立ってしまったようだが……。

　それを聞いてもソーナ前会長は微笑ほほえむだけだった。

「新世代の生徒会はそれぐらい元気でもいいでしょう。私のときと違ちがうというのも、それはそれで新しん鮮せんで駒王学園に新たな息吹いぶきを与あたえてくれるはずです」

　なんだか、前会長も会長を降りた途と端たんに大らかになったというか……。

　しかし、リアスはクスリと小さく笑んで俺にだけ教えてくれた。

「本来、ソーナはこれぐらい大らかなのよ。生徒会長のときは毅き然ぜんとしていたけれどね」

　……そういや、俺の家に遊びに来ているときもこんな大らかなノリかもな。

「助けてくれぇぇぇぇっ！」

　──と、再び匙がオカ研の部室に駆かけ込んできた！　俺を見かけるなり、またまたすがりついてくる！

「ひょ、ひょ、兵藤ぉぉぉおおおおっ！　うちの会長が、またやってくれたぞぉぉっ！　仁村の奴もノリノリでさぁぁぁっ！　今度は巡や草下までノッちまったよぉぉっ！」

　涙なみだ目めの匙。……俺は「はいはい」と笑えみを引きつらせながら、相談に乗ってやることにした。……ま、とりあえず、こいつにゼノヴィアの制せい御ぎよ方法から教えないとね。

　新オカルト研究部と新生徒会の付き合いは長そうだ──。







　　　Life.5　鋼はがねの煩ぼん悩のう







　──お正月、三が日を終えた一月四日のことだ。

　俺と俺の両親、そしてアーシアの四人はＳ県の田舎いなか道を車で移動していた。なぜ、一月四日にそこを走っているかというと──。

　都市部から随ずい分ぶんと離はなれた田舎町の一角──古い一いつ軒けん家やに俺ん家ちの自動車が乗り付ける。自動車から出た俺たちに温かい笑顔を向けてくれるおばあさんが一人──。

「あけましておめでとう。よく来たわね、一いつ誠せいちゃん」

「ばあちゃん！　あけましておめでとう！　久しぶりだね！」

　そう、その人こそ俺のばあちゃんだった。

　今回は、兵ひよう藤どう家の慎つつましやかな一家団だん欒らんの風景になる──予定だった。







　悪あく魔ま、天使、堕だ天てん使し、他の勢力からもたくさんのお客さんが次々に訪問してくるというかつてないほどに賑にぎやかな三が日を終えた俺たちは、三学期が始まるまでの残りの冬休みを自分たちの予定にあてることにした。

「私は一度実家に帰るわ」

　真っ先にそう報告をしたのはリアスだった。三学期が始まる前に一度ご両親にあいさつをしておこうということだった。これには、夏休み同様に眷けん属ぞくも随ずい伴はんすべきか尋たずねたのだが……。

「いいえ、祐ゆう斗とがついてくれるから、ぞろぞろ来ることもないわ」

　とのこと。こういうときは、『騎士ナイト』の木き場ばが有事の際のボディガード役として付くことが多かった。

「でも、何が起こるかわからないし……」

　──と、俺は心配して言ったのだが、リアスはというと、

「イッセーのお父さまとお母さまがおばあさまのもとに行くというじゃない？　毎年、それにイッセーもついていっているのでしょう？　それなら、一いつ緒しよに行ったほうがいいわ」

　そう笑顔で返してくれた。

　そうなのである。毎年、三が日を終えた四日から、俺の家は父さん方の実家──ばあちゃんの住む田舎に帰省している。リアスはそれを事前に知り、気を遣つかってくれたのだ。

　リアス以外の他のメンバーも──、

「私も四日からお暇ひまをいただいて、父と共に母のお墓参りに行こうと決めていましたので……」

　という朱あけ乃のさんに始まり、

「……四日から、姉さまと山に修しゆ行ぎよう兼けん旅行に行きますので」

「……私は嫌いやだって言ったんだけどねぇ……無理矢理にゃん。ま、目的地に天然の温泉あるっていうしー、ゆっくり浸つかってくるけど♪」

「ぼ、僕も小こ猫ねこちゃんについていこうと思いますので、お暇をいただきますぅ」

「私も黒くろ歌かさんに同伴します」

　という小猫ちゃん、黒歌姉し妹まい＋ギャスパー＆ルフェイもいた。

「私もイギリスまでパパとママの顔を見に行くわ！　学校が始まるまでには戻るわよ！」

　イリナも実家に戻るそうだ。

「私はシスター・グリゼルダの手伝いをしろと頼たのまれているから、四日からシスターのいる支部に行くことになった。……生徒会選挙が近いのだが、教会の手伝いも気になるからね……」

　ため息交じりのゼノヴィアだったが、教会の手伝いをするのにやぶさかではないようだった。

「私はぷち旅行に行こうと思います」

　ロスヴァイセさんは女子一人旅とのことだ。新年なのでたまには奮発してお金を出すという。

「私も一度実家に帰りますわ」

　レイヴェルもリアス同様実家に帰省することになった。

　こうして残ったのはアーシアとオーフィスだ。

　特に予定もなかったアーシアは、リアスにくっついていくか、ゼノヴィアの手伝いをするか、小猫ちゃんたちとの修行の旅についていくか、大層迷っていたが──。

　リアスがアーシアの頰ほおをなでながら、やさしく言った。

「アーシア、いい機会だから、イッセーのご両親についていきなさい。私もごあいさつに行きたいところだけれど、次の機会でいいわ。まずは、この家で誰だれよりも先にお世話になったあなたからよ」

「はい、わかりました！」

　それを受けてアーシアは俺たち一家の帰省に同伴することになったのだった。

「……我、予定なし」

　存在的に外に出たらまずいオーフィスだけは兵藤家宅で留守番となった。──と言っても、ゼノヴィアは兵藤家からシスターのいる支部まで通うから、一人というわけでもないので安心できる。ラッセーも置いてきたし、数日ほど俺たちがいなくても寂さびしくはないだろう。

　こんな感じでオカ研のメンバーは冬休みの残りをそれぞれで過ごすこととなったのだ。

　──で、俺とアーシアは父さんの実家に来ている。

「お邪じや魔ましまーす」

　玄げん関かんから入るなり、懐なつかしい空気、ニオイ、雰ふん囲い気きが伝わってくる。中は木造の古めかしさがあるものの、隅すみ々ずみまで掃そう除じ、整理整せい頓とんが行き届いており、この感覚を覚えるたびにばあちゃんの家に来たんだなって思えてならない。

　居間に入ると皆みなで仏ぶつ壇だんに行き、じいちゃんにあいさつをする。

　遺い影えいのじいちゃんは朗ほがらかに笑っていた。……じいちゃん、亡なくなって結構経たつけど、ここに来るたびにいっつも笑顔で迎むかえ入れてくれたっけな。

　じいちゃん、俺、彼女できたよ。たくさんの仲間もできたよ。……悪魔になっちまったけど、どうにか無事一年を過ごせました。今年も一年見守っていてください。

　さて、じいちゃんへの報告が終わると、誰よりも先に父さんがくつろぎだした。

「ふー、やっぱり、ここは落ち着くよなぁ」

　まだ来て数分しか経ってないのにこのくつろぎようだもんな。まあ、生家だから当然なんだろうけど。

「お義か母あさん、私手伝いますよ」

　母さんは台所へばあちゃんの手伝いに行ってしまった。

　ここが初めてのアーシアはというと──。

「…………」

　緊きん張ちようの面おも持もちで部屋の隅すみっこで正座をしていた。どうしたらいいのかわからないのだろう。初めて上がる家だもんな。俺ん家の田舎ってことで変な緊張感を覚えてしまったのだと思う。

　俺はアーシアの緊張をほぐす意味でも立ち上がる。

「アーシア、母さんとばあちゃんの手伝いをしにいこうか」

「は、はい！」

　まずはこういうところから入っていかないとね。

　その後、軽いお茶会となり、会話が弾はずんだ。俺の父さんが、ばあちゃんにアーシアを紹しよう介かいしていく。

「母ちゃん。こちら、うちで預かることになったアーシアちゃんだよ」

「あら、連れん絡らくは受けていたけれど……まあまあ、こんなにもかわいい外国のお嬢じようさんだなんてね。日本語はできるのかしら？」

「は、はい！　アーシア・アルジェントと申します！　ひょ、兵藤家の皆さんにはとてもお世話になっておりまして！」

　アーシアったら、かしこまってしまって、ペコリペコリとばあちゃんにひたすら頭を下げていた。とうのばあちゃんはいつものようにニコニコとしていた。

「自分の家だと思ってくつろいでくれていいからね？」

「は、はい！」

　ちらりと俺のほうに視線を向けるばあちゃん。ニッコリとしたまま、こう言った。

「どうやら、ひ孫は見られるようだね。一誠ちゃん、早いうちにお願いね？」

　──ッッ！　ば、ば、ばばばばばば、ばあちゃんったら、いきなりなんてこと言い出すんだっ！

「ば、ばあちゃん！　カンベンしてくれよっ！」

　顔が真っ赤になってしまう俺と──アーシアだったっ！　父さんと母さんも「楽しみねぇ」とか意気投合しているしさ！

　ああああああ、この祖母にして、この親ありって感じだよ……っ！　どうにもこの手のものは遺伝のようだ……。俺がスケベになったのもこの家から代々伝わっているものなのかもしれないっ！

　こうして、田舎での休日がスタートする。







　その日の午後──。

「ごめんな、アーシア。うちのばあちゃんまであんな感じで……」

「いえ、気にしてませんから」

　そんな会話をしながら、俺とアーシアはばあちゃんの家から歩いて十数分ほどの人通りの多いところに出る。人通りが多いといっても、都市部に比べたら静かなもので、店の数も人の数も大したことはない。店と店の間が数百メートル以上は離れているしな。

　俺とアーシアはばあちゃんの家で一通り用事を済ませたあと、アーシアにこの近所を案内したくて外に出ることにした。

　出るときにばあちゃんから──。

「これ、お年玉よ。一誠ちゃんもアーシアちゃんも受け取ってね」

　──と、俺とアーシアはお年玉をもらってしまった。

　……ばあちゃん、ヒトがよすぎるから、来た子供の数だけお年玉あげちゃいそうなんだよね。だから、今回ぞろぞろとオカ研の皆みんなで来なくて良かったかも。人数分のお年玉なんて用意したら、ばあちゃんの生活が大変なことになる！

　しかしながら、この田舎は変わらないもんだな。どこか懐かしく古めかしい田舎町の風景は、俺がガキの頃ころから一いつ切さい変わらない。

「イッセーさんは、この町によく来ていたんですか？」

　アーシアが物もの珍めずらしそうに辺りに視線を配らせながらそう訊きいてくる。

「ああ、小さな頃は親が二人とも用事で遠くに行くたび、ばあちゃん家ちに預けられたからな。この辺りはじいちゃんやばあちゃんに連れられてよく遊びに来たよ」

　あと、お盆ぼんなんかもね。去年のお盆は冥めい界かいに行っていたからここには来られなかったけど。大きくなってからも毎年正月とお盆で二回は来ているかな。ま、俺にとっちゃ第二の故郷みたいなもんだよね。

　そういや、家を出てくるときにばあちゃんが「最近、物ぶつ騒そうだから気をつけてね」と言っていた。なんでも、最近、この辺りに通り魔が出るようで、夜な夜な襲おそわれるヒトが増えてきているとのこと。外傷は……首筋に嚙かまれたあとだけというが……。まさか、こんな田舎いなかで異形の者が跋ばつ扈こしてる？

　うーん、だとしたらどうしたものか……。ばあちゃんの田舎にそんなのがいるなら、退治しておいたほうがいいような気がしてならない。

　でも、相手が他勢力の者なら、勝手に手を出したら後々面めん倒どうか？　いやいや、ばあちゃんやこの町に危害を加えるなら、俺が黙だまっちゃいませんよって。けど、リアスやアザゼル先生に迷めい惑わくがかかりそうで……まずは連絡か？　しかし、皆、それぞれの冬休みを送っているわけで……。こりゃ、まいったな。

　などと思いながら、アーシアを連れて先を進む。床とこ屋や、クリーニング屋、八百屋などを通りすぎながら、目的地周辺まで近づいてきた。

　俺は視線を周囲に配らせながら、その店を探した。

「確か、この辺りにおもちゃ屋兼けん駄だ菓が子し屋があったはずなんだが……」

　よくガキの頃にじいちゃんと一いつ緒しよに行った駄菓子屋。駄菓子を買うついでに、その店に置いてあるプラモデルもねだったっけな。……いや、プラモを買うついでに駄菓子だったかもな。

　ようやく古ぼけた雰囲気のお店にたどり着く。

「あったあった、ここだよ、アーシア」

　引き戸を開けると、「カランカラン」という鈴すずの音。まったくもって懐かしいな。中に入ると、所ところ狭せましと駄菓子が置かれ、古いおもちゃやらが吊つるされていたり、無造作に箱の中に入れられたりしていた。

「いやー、懐かしいなぁ」

　入るなり、レジに座るおっちゃんと目があって頭を下げたりしてみた。まあ、あっちは俺のこと覚えていないかもしれないけど、いちおう。

　駄菓子のコーナーをアーシアと見たあと、プラモデルが置かれている一角にも足を向けた。俺がガキの頃からずっと売れ残っているたくさんのプラモの箱が見えてくる。

「こういう田舎町の個人経営店なんかに古くて貴重なプラモデルとかが眠ねむって──」

　そこまで言いかけて、俺は先客の気配を感じ取る。

「み、見なさい、アリヴィアン！　こ、これは、すでに絶版された『ヤッター・ロボ』のプラモデル！　しかも一番販はん売ばい数が少なかったというヤッター・ロボ３ではありませんか！」

　──ッ！　そこにいたのは、この田舎町にいるはずがないであろう淡あわいグリーンがかった長い金きん髪ぱつにメガネという見覚えのある美少女さんだ。…………俺は、最初、そのヒトを見かけたとき、幻げん覚かくかと思って一度両目を擦こすったが……。

「ハッ！　こ、こっちにも絶版した『決けつ闘とうロボ　ブルンザム』の百分の一サイズ、敵メカの『メタリウムス』があるわ！　……数年前の再販祭りでも金型が見つからず販売されなかったものが、しかも初版品でこんなところにあるなんて……っ！」

　興奮した様子で全身を打ち震ふるえさせながらプラモデルの箱を手に取っている美少女さんことシーグヴァイラ・アガレスさんっ！

　なななななななな、なんでシーグヴァイラさんが、この田舎町の、この駄菓子屋にいるんですか!?　俺もアーシアもビックリを通り越こして言葉を失っていた！　だって、ここでまさかの再会があるだなんて思いもよらないだろう！

　シーグヴァイラさんは震える手元でメガネの位置を直しながらもこう漏もらしていた。

「……田舎町のおもちゃ屋さんはすでにその手の者たちに狩かり尽つくされていると思っていたけれど、探せばあるものね」

「寄ってみて正解でしたね、シーグヴァイラさま」

　彼女の横には、執しつ事じの格好をした紳しん士し的な男性──アガレスの『女王クイーン』たるアリヴィアンさんまでいやがった！

「ええ、どうせ何もないだろうと期待もせずに入ってみたけれど……侮あなどれないわ」

　恍こう惚こつとした表情でプラモデルの箱を抱だきしめるシーグヴァイラさん。その彼女に詰つめ寄るのは、フードを深く被かぶった小こ柄がらなヒト。

「……ちょ、ちょっと、シーグヴァイラさま。このようなところに寄っていられては困ります！　私の……私たちの目的はここではないはずですわよね……？」

　声は女性のようだが……フードを深く被っているせいか、顔まではわからない。はて、聞き覚えがあるような……？

　シーグヴァイラさんは、フードを被るヒトに冷静に言った。

「こういうとき、焦あせっていても捜さがし物は出てなんてこないわ。明るい時間の聞き取り調査はすでに終えているのです。あとは日が暮れるまで待ちましょう」

　そう説き伏ふせているシーグヴァイラさんだったが……手にガッシリとプラモデルの箱を持ったまま言われても説得力がないというか……。相変わらず、ロボットがお好きなようで何よりです。

　って、正月に会ったばかりなんだけどね。そのときも新作のロボアニメについて意見を求められたが……。俺、このヒトに同志だと思われているっぽいんだよね……。

　──と、半眼でその光景を見守っていた俺に気づいたのか、アリヴィアンさんが話しかけてくる。

「これはこれは、このようなところで。奇き遇ぐうですね」

「あ、どうも」

　遅おくれてあいさつをする俺。シーグヴァイラさんも俺たちを確かく認にんして微笑ほほえんだ。

「あら、兵藤一誠さんではなくて？　この間お会いしたばかりだというのに、このようなところでもお会いするなんて奇遇なんてものではないわね」

　そこまで言って、シーグヴァイラさんは得心するものがあったようだ。

「あ、なるほど。……あなたもダンガムを愛する者の一人。ニオイでこの店を感じ取ってしまったのでしょう？」

　ニヤリと口を笑えますシーグヴァイラさん。……やだ、またひとつ変な誤解を与あたえてしまったよ！　レアなロボプラモを求めて各田舎町の模型屋を探し歩く同好の士と勘かん違ちがいされている!?

　いらぬ誤解を与えてしまい、頭を抱かかえる俺に視線を向けるのはフードを被る人物だった。

「……あなた方は」

　あちらもこちらに覚えがある……？　はて、誰だれだろうか？──と怪け訝げんにしていたら、フードの人物は、顔が見えるようにフードを少し上げた。

「──ッ！」

　俺は……その者のまさかの登場に言葉もなかった。そこにいたのは、赤い眼めとウェーブのかかった金髪、人形のようにキレイなほど整った顔立ちをした女の子──吸きゆう血けつ鬼きのエルメンヒルデだったからだ！　……さすがにこれは予想外というか想像もできなかった。シーグヴァイラさんがこの田舎町にいるだけでも十分な驚おどろきなのに、その従者のひとりがあのエルメンヒルデだなんて……っ！　彼女とは吸血鬼の国で別れて以来だな……。しかもきちんと別れたわけでもないし……。
















　驚きよう愕がくしながらも俺は軽く状じよう況きようをシーグヴァイラさんたちに話した。俺の父親の実家がこの辺りにあるという件だ。それを受けてようやく事情を吞のみ込んでくれたシーグヴァイラさん。

「そう、この町はあなたのお父さまのご実家があったのね」

「そういう、シーグヴァイラさんは……どうしてここに？」

　俺がそう問うと、シーグヴァイラさんがアリヴィアンさんと視線を交かわしてうなずいた。

「……話してもいいでしょう。一度、外に出ましょうか。──と、その前にレジへ」

　そう言いながら、シーグヴァイラさんはレアなプラモデルの会計を済ませに行った。

　……あのプラモ、やっぱり買うんだね。

　ふと店主のおっちゃんがレジスターに値段を打ち込みながら言った。

「お嬢じようさんたち、よそから来たんだろう？　引っ越してきたんかい？」

「いえ、観光です」

　──と、シーグヴァイラさんは答えた。

　うんうんとうなずく店主のおっちゃん。

「そうかい、観光か。けど、珍めずらしいもんだ。最近、よそから引っ越してきたヒトもたまにこの店に来てね。お嬢さんみたいに古いプラモから新しいプラモまでしこたま買っていくんだよ」

　おっちゃんはそう言って、商品を袋ふくろに入れる。

　おっちゃんの一言にシーグヴァイラさんたちは何かを感じ取ったようだった。







　駄菓子屋の前に設置されたベンチ──。そこで駄菓子を食べながら、俺はシーグヴァイラさんから事情を聞いた。

　そこで聞かされたのは──『はぐれ悪あく魔ま』についてだった！

　なんでも、この田舎町周辺に元ヴァンパイアの『はぐれ悪魔』が逃にげ込んでいるらしく、その情報がアガレスのもとについ先日舞まい込んできたというのだ！　相当に凶きよう悪あくな性た質ちの者らしく、とある上級悪魔の眷けん属ぞくになって数年経たった今になって突とつ然ぜん逃とう亡ぼうを図はかったという。元来、危険な思想を持ち合わせていたため、主あるじである貴族の男性も警けい戒かいしていたというが……ついに本ほん性しようを表して反逆し始めた。

　俺は突然のことにその場で立ち上がる！

「……じゃ、じゃあ、この田舎いなか町の周辺に危険なヴァンパイア──その『はぐれ悪魔』がいるってことですか!?」

　……ばあちゃんが言っていたことは、これか！　首筋に嚙かまれたあとってのも吸血鬼特有の血を吸う行こう為いだろう！　なんてこった！　よりにもよって、ばあちゃん家ちのあるこの田舎にそんな奴やつが逃げ込んでいるなんてっ！

　シーグヴァイラさんは駄だ菓が子しのきなこ棒を口にしたあとに言った。

「私たちは偶ぐう然ぜんにもスケジュールが空いたものだから、人間界の新年に合わせて観光に来ていたわ。そこに家から一報が入って、私自らこの地に踏ふみ込むことになった──と、そういうことです。カーミラ側からのエージェント──エルメンヒルデさんとは現地であるここで合流しました」

　ベンチの端はじっこに座るエルメンヒルデがフードを被ったまま言う。

「かの吸血鬼はカーミラ派が長年追い続けている異い端たん者しやのひとり──。ここにきて、ようやく尻しつ尾ぽを捕つかまえたのです」

　カーミラが追っている吸血鬼か。

　シーグヴァイラさんが続く。

「おそらく、先日のクリフォトによるツェペシュ派、カーミラ派へのテロ行為が切っ掛かけでしょう。あれによって、有力で強力な名うての吸血鬼たちが多く倒たおれました。彼らに追われていた反逆者たちがこれを機に自分の勢力を伸のばしてもなんら不思議ではありません」

　追われている間は悪魔のもとに身を寄せ、カーミラの本ほん拠きよ地ちが半はん壊かいしたと聞けば再び動き出すだなんて……っ！

　アリヴィアンさんが息を吐はく。

「……ヴァンパイアは、己おのれを絶対の君主として、眷属を増やすことができますからね。満月の夜に目をつけた者の首筋を嚙めばいいだけのこと。ある意味では、悪魔の転生儀式よりもよっぽど楽で手っ取り早い」

　そう言ったアリヴィアンさんだったが、エルメンヒルデが表情を陰かげらせていたため、頭を下げた。

「──と、失敬。言い過ぎました」

「……いえ、あながち間ま違ちがってもいません。下げ賤せんのヴァンパイアにとってみれば、その儀ぎ式しきも単に誇こ示じするための手段に過ぎないでしょう。不ふ愉ゆ快かいな限りですけれどね……。けれど、まさか、悪魔になっていただなんて……いままで情報がこちらに届かなかったわけです」

　忌いま々いましそうなエルメンヒルデ。相変わらず、気は強そうだ。

「リアス──俺の主に連れん絡らくを入れたほうがいいですかね？」

　俺はシーグヴァイラさんにそう訊きく。

「リアスさんたちを呼ぶのは、野や暮ぼでしょう。せっかくの新年最初のお休みです。ゆっくりさせるべきよ。私たちでなんとかします」

　この案件、シーグヴァイラさんとアリヴィアンさんとエルメンヒルデだけで片付けるつもりなのだろう。けど──そういうわけにもいかない！

「俺も力を貸します！　祖母の家の近くにそんな不ふ穏おんな奴らがいたんじゃ安心して駒く王おう町に帰ることもできません！」

　そう強く進言する俺！　そうさ！　ここは俺の第二の故郷で、死んだじいちゃんと過ごした大切な町だ！　そこに悪い吸血鬼がいるってんなら、見過ごせるわけがない！

「わ、私も協力いたします！」

　アーシアも俺に続いてくれた！

　二人の申し出を見てシーグヴァイラさんがふっと小さく笑った。

「ふふふ、そうね。それは心強いわ。私とアリヴィアンとエルメンヒルデさんだけで事を済ませようとしていましたが、この地に明るそうな方がいるのは助かります。──新年早々ですが、『Ｄ×Ｄデイーデイー』としてのシークレットミッションといきましょうか」

　握あく手しゆを求めてくるシーグヴァイラさん！　俺は「はい！」と勢いよく応じて握手を交わした！　けど、途と端たんにシーグヴァイラさんはあごに手をやり、こう独りごちる。

「……しかし、このお店でプラモを買ったというのが、気になるわ。どういうことかしら……。なんだか、キュピーンという音と光が走るエフェクトのように何かを感じそうだわ……」

　なんてことをつぶやいていたが……あえて訊くことはやめた。そのままダンガムトークになりかねないからな……。

　ふと気になってエルメンヒルデに視線を送るが──。

「…………」

　意外にも無言のままだった。俺たちの助勢を「これはカーミラの問題ですので」って突つっぱねてきそうかなって思ったんだが……以前の小生意気さはなかった。まあ、アガレスに助けを求めた時点で事情は違うか。

　シーグヴァイラさんがベンチから腰こしを上げて、キリッとした精せい悍かんな面おも持もちで訊いてくる。

「任務は吸血鬼の活動時間である夜間におこなうとして──ところで、兵藤一誠さん」

「はい！」

「──この町には他ほかにおもちゃ屋はあるのかしら？」

　……大公次期当主さまは、わずかなお休みを十二分に堪たん能のうしたいようだ。




　　　　─○●○─




　ばあちゃんの家に戻もどった俺とアーシアは、家族に気づかれることなく、夜に出かける準備をした。

　それとなく、父さんにこの周辺について訊いてみる。

「なあ、父さん。この辺に……その、お化けが出そうなところってあったっけ？」

　おそらく、吸血鬼が潜せん伏ぷくするなら、使われていない家屋だとか建物だと思った。昼間は動きづらいだろう。ギャスパーのように太陽の下でも活動できるデイライトウォーカーなら別だが、話を聞く限り、日中はあまり動き回れないタイプのようだ。あのエルメンヒルデも日中はフードを深く被かぶっていたし、服装も肌はだの出ない厚手のものだった。

　となると、潜伏場所は絶対にあるはず。それは人ひと気けのない薄うす暗ぐらい場所だろう。

　父さんは頰ほおをポリポリかきながらこう言う。

「ほら、おまえが八つか九つの頃ころ、じいちゃんと俺と一いつ緒しよに町外れの森に行っただろう？　クワガタが多く集まるっていうあの森だよ。あそこに誰だれも住んでいない洋館があったろ？　俺が肝きも試だめしに入ってみようかって言ったら、おまえ、『嫌いやだ、帰ろう！』って泣き出したじゃないか」

　あー、そういや、そんなことあったし、あの森に洋館もあったな。……森の奥にひっそりとあるんだよな、あれ。

　父さんが言うには、明治だか大正時代にとある華か族ぞくが建てた別べつ荘そうだそうだ。その華族のヒトたちが売り払はらったのか、血筋が途と絶だえたのかはわからないけど、父さんが子供の頃にはすでに使われてなくて放置されっぱなしになっていたという……。

　その情報を得た俺は、さっそくシーグヴァイラさんに連絡を入れた。少しして、『そこにいる可能性が高いかもしれません』という返事が来たので、今夜、その華族の別荘とやらに五人で調査をしに行くことになった。

　深夜、家族の者たちが寝ね静しずまったのを確かく認にんして、俺とアーシアは気づかれぬようそっと家を出る。

　シーグヴァイラさんたちとの合流場所である町外れの県道沿いまで、俺の使い魔たる龍りゆう帝てい丸まるに乗って移動した。こいつも案外成長しているもので、上に数人乗せても宙を軽かろやかに飛び回れるほどには大きくなっていた。

　霧きりが立ちこめてきた夜の田舎道──。シーグヴァイラさんたちと合流を果たす。

「……では、その森に行きましょう」

　俺に先導を任せてくれるシーグヴァイラさん。俺を先頭に森のなかに入っていく。森というよりは、勾こう配ばいのある小さな山であり、その奥に洋館がある。

　山を登っていくなかで、ふとエルメンヒルデが話しかけてくる。夜のためか、フードは取り払っていた。

「お訊きしたいことがあるのですが」

「……なんだよ？」

「……ギャスパー・ヴラディはその後どうしていらっしゃるのかしら？」

「元気にしているさ。ヴァレリーを目覚めさせたいって一いつ生しよう懸けん命めいに己を鍛きたえているよ」

　こいつは、ギャスパーをハーフだとバカにしていた。まあ、純血のヴァンパイアってのは、自分たち以外のその他を下に見ているようだから、ギャスパーだけってわけでもないんだろうけど……。

　それでも俺の後こう輩はいは大事なヒトを目覚めさせるために、現在進行形で己を磨みがき続けている。その健けな気げで、強い決心は決して軽視してはならない。

「あいつを馬ば鹿かにするのは、やめてくれよな」

　振ふり返りざま、俺は真しん剣けんに彼女にそう告げた。エルメンヒルデは──意外にも言い返したり、不快そうな態度も取らず、視線を道の先に戻しただけだった。

「……ただ、訊いてみただけです」

　そう言うなり、俺の先を歩き出してしまう。

「……なんだか、余よ裕ゆうないな。最初に会ったときはもっと……」

　と、エルメンヒルデの反応に困こん惑わくする俺だった。

　あんなに高圧的な女の子だったのに、いまはそれどころじゃないって感じだ。

　ふと、シーグヴァイラさんがエルメンヒルデに聞こえない声で言う。

「彼女は現在カーミラ派のエージェントとして、この混乱に乗じて動き出した反逆者を討とう伐ばつして回っているようです。ひとりだけでこの地にまで来ているのは、国が復興中のため、人員が足りていないからよ」

　だから、以前見かけた従者がいなかったのか。故郷であんなことがあったんじゃ、人手が足りなくなるよな。いまは国のために懸命に奮ふん闘とうしているってことか。

「しかし、カーミラ派はどうしてアガレス家に頼たよってきたんですか？　むかしから親交があったとか？」

　ふと疑問に思ったことを口にする俺。シーグヴァイラさんとエルメンヒルデとの関係が気になったからだ。あまりに珍めずらしい組み合わせというか、予想もできない出会い方だったしさ。

「アガレスはむかしから『逃とう亡ぼう者しやを戻らせる』という言い伝えを持つ悪あく魔ま。いまだにその言い伝えに頼る者たちがいて、魔法使いや他の勢力がアガレス家の者を召しよう喚かんすることがあったりします」

　シーグヴァイラさんはそう言う。

　あー、古くからの上級悪魔に伝わる特色、特性みたいなものか。『逃亡者を戻らせる』って、また珍しい特性だな。

「結局、それって本当なんですか？」

　もう一度問う俺。シーグヴァイラさんはひとつうなずいた。

「初代アガレスにはそのような力があったと伝え聞きます。何せ、時間すらもある程度は魔力で操あやつったと聞き及およぶほどのお方でしたから。現在は、大公のポストを利用しての情じよう報ほう網もうからの提供によっているわね」

　初代──つまり、悪魔関連の書物に名を刻まれている者のことだ。その者の特性の噂うわさが、子孫の代にまで及んでいるってことか。

「シーグヴァイラさんも時間を操れるんですか？」

「いちおう、『時間』が本来のアガレス家の特色、特性よ。代々、その力は家の者に伝わっているわ。私も限定的にだけれど、時間に関する魔力を有しています」

　……それ、もしかしたら、ソーナ元会長とシーグヴァイラさんのレーティングゲームの記録映像で見たかもしれないが……大規模なものではなかったから、朧おぼろ気げだな。それよりも、アリヴィアンさんと匙さじのドラゴン対決のほうが大迫はく力りよくで印象的なものだったから。兵藤家に帰ったら、その辺り、もう一度記録映像を見て確認してみようかな。

　──と、話はズレたが、つまり情報という点でアガレス家とカーミラ派は繫つながりを持ったのだろう。

　そこからさらに十数分歩くが……。俺は違い和わ感かんを覚えてならなかった。霧はいっそう深くなるのに、目的地の洋館がまるで見えてこないからだ。

　子供の頃、昼間にここに来たとき、二十分もかからなかったぞ。暗がりのなかとはいえ、俺は悪魔だ。夜目は存外に利きく。霧がかかっていても洋館のひとつぐらいは捉とらえてもおかしくはない。

　それにこの霧は……独特の湿しめり気けと嫌な寒気があった。たぶん、結界の類たぐいだ。霧を結界にするのは、異形ならありふれた手段だろう。

　足を止めたシーグヴァイラさんが前方を見やる。

「……なるほど。様子見ってことでしょうか。濃のう霧むでいちおうの足止めをしておいて、隠かくれ家がに罠わなでも仕し掛かけようという算段かしらね」

　ふむふむとうなずきながら独りごちるシーグヴァイラさん。

「……霧を張っている間に逃にげるってことはないんですか？」

　俺がアリヴィアンさんに訊きいた。

「いえ、この一帯はすでにシーグヴァイラさまの結界で覆おおわれておりますよ。あちらもそれを知っていて、この結界を張ったのでしょう。つまり、我々の結界のなかに敵も結界を張っているのです」

　なんと！　すでにこの一帯はシーグヴァイラさんの結界が展開済みと！　用意がいいことで……。たぶん、相手が逃げ出さないようにするためと、ここで大暴れしても外に気づかれないようにするためだろう。

「しかし、よく逃げられる前に結界を張れましたね？」

　アーシアがシーグヴァイラさんに訊く。すると──シーグヴァイラさんの足あし下もとに小さな影かげがひとつ現れた。よく見れば──それはダンガムのプラモデル！　しかも意思を持ったように勝手に動いている！

　シーグヴァイラさんはプラモを摑つかむと自じ慢まんげに言ってきた。

「この子たちが私の結界をサポートしてくれているのです。最低限の魔力だけで動かしているのですが、小さいおかげで敵に気づかれぬまま奥まで侵しん入にゆうしやすいのですよ。今回は洋館を中心に半径数百メートルの範はん囲いにこの子たちを配置して、結界の発動装置としています」

　マジか！　魔力で動くダンガムのプラモデルを結界の発動装置にするなんて……っ！

　アリヴィアンさんが補足説明をしてくれる。

「ちなみに、結界内──つまり、私たちがいるこの辺りは外界とすでに時間の経過に差が生じております。ここでの一時間はあちらでは数分程度とお考えください。シーグヴァイラさまが先ほどおっしゃっていた限定的な『時間』の魔力の使い方とはこれのことです」

　……独自の領域を作り出して、そこの時間をある程度操れるってことかな？　へー、直接的な攻こう撃げき力はないだろうけど、こりゃ使い方しだいじゃ便利に事を運べるだろうな。

　じゃあ、この森のあちこちにプラモデルが配備されていて、この結界を維い持じしているってことなのね。いいな、これ！　俺も魔力でプラモを動かしたいぜ！

　ついつい目を輝かがやかせてプラモを見ている俺。シーグヴァイラさんはメガネをキラリと光らせていた。

「あとで教えましょうか？」

「マジですか!?」

「もちろん、同好の士を無下にできないわ」

　すげえうれしそうだ！　やべぇ！　俺、どんどんこのヒトの術中にハマっていってる!?　いつの日か、シーグヴァイラさんのロボマニア同好会に入っちまいそうだ！

　シーグヴァイラさんは手に持ったプラモを愛めでながら、アリヴィアンさんに言う。

「さて、深夜の霧の森を探たん索さくするのは素す敵てきだけれど、さすがに目的地が見えないのはお話にならないわ。──アリヴィアン、道を穿うがちなさい」

「はっ、仰おおせのままに──」

　頭を下げたあと、アリヴィアンさんの背後に莫ばく大だいなオーラが巻き起こる！　そのオーラは形を変えて、ドラゴンの様相となった！　オーラのドラゴンは大きく口を開けて、そこから一気に強大な魔力の弾たまを吐はき出していった！

　アリヴィアンさんが形作ったオーラのドラゴンが放った魔力は、勢いよく前方に飛び出していって、この場の濃霧を瞬しゆん時じに払はらっていく！

　払われた霧の向こうにいままで視し認にんできなかった洋館が確認できた！　吸きゆう血けつ鬼きはこうやって隠れ家を霧で隠していたんだな……。

　俺たちはその洋館を目指して歩みを再開させる。程ほどなくして、その洋館の前にたどり着いた。鉄てつ柵さくはすでにあちらこちら外れており、柵の機能を失っていた。鉄の門も半分取り外されていて、庭に侵入し放題だ。ここは俺がガキの頃ころに来たときと何ら変わらないな。

　庭も草が伸のび放題で、正門までの舗ほ装そうされた道もいたるところ割れていた。

　洋館の前に立ったシーグヴァイラさんは自身の長い金きん髪ぱつを手で払ったあとに力強く言った。

「主あるじのもとを離はなれ、自分の欲求のために生きる不ふ逞ていの者、その罪、万ばん死しに値あたいします。大公アガレスの名において、あなたを裁きましょう！　姿を現しなさい！」

　おー、やっぱり、『はぐれ』討伐を言い渡わたす大本であるアガレスの口上は、ひと味違ちがうね！　気合いが入るわ！

　──と、ふいに嫌いやな悪お寒かんを感じた。近くから感じる殺気っ！

　俺は不ふ穏おんな気配を察知して、目をそちらに向けた！　建物の陰かげから何かがキラリと光った！　敵の殺意は──エルメンヒルデに向けられている!?

「危ない！」

　俺はエルメンヒルデのもとに駆かけ寄り、彼女を素早く抱だきかかえると、ドラゴンの翼つばさを背中から生やして空中に飛び出した！

　刹せつ那な、辺り一帯に響ひびき渡る爆ばく音おんと共に光の柱が、エルメンヒルデのいたところから発せられる！

　……あれは、光力の類か？　天界が使う技術にああいうのがあった気がする！　光の柱も十字を形作っているし、俺の勘かんは当たっていると思う。

　俺はエルメンヒルデを地上に降ろして、敵意を放ってくる方向に顔を向けた。

「──よく、いまのを察知できたわね」

　言うなり音もなく闇やみから現れたのは、マントを羽織った黒くろ髪かみの女性だ。瞳ひとみは血のように赤い。おそらく、この女性が『はぐれ』であり、ヴァンパイアでもあるという例の相手だろう。……なんだか、怪あやしさと艶なまめかしさを同時に感じてしまう魅み惑わくのお姉さんだけど、それも吸血鬼の力のひとつだ！

　それに何より、オーラの質から……中級悪魔以上のものを感じさせる。まだその辺に罠がありそうだし、油断はしちゃならないな。

　俺は瞬時にオーラを高めて赤ブーステ龍ツド・帝ギア・のスケイ鎧ルメイルを着込んだ。

「アーシア、サポート頼たのむぞ」

「はい！」

　アーシアを後衛に配置させて、俺は前線に立つ。

　ヴァンパイアの女性は不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「教会の追手から奪だつ取しゆしたエクソシストの道具を改良したのだけれど……」

　ふふふと嘲ちよう笑しようする女性。エルメンヒルデも憎にく々にくしげにその女性を睨にらんでいた。

　そうか、あの光はエクソシストの道具を改良したもの！　そりゃ、悪魔や吸血鬼は直撃したらまずいよな。

　女性はマントを翻ひるがえしながら、大きく両りよう腕うでを広げる。

「この洋館の周囲には、その手のものを装備した我が眷けん属ぞくたちをたくさん配備してあるから、隙すきを見せたらドカーンよ？」

　霧きりで俺たちを迷わせている間に、罠でも仕掛けたってか？　それともここに居を構えたときから、設置していたか。まあ、それはどうでもいい。しかし、眷属か……。すでに犠ぎ牲せい者しやは出ているんだな！　俺の第二の故郷でこんなことが起きるなんて、許せんっ！

　怒いかりに燃え上がる俺だったが、その女性の周囲に──多くの小さな人影（？）らしきものが現れるのを視認する。

　見れば──それはダンガムのプラモデルだったぁあああっ!?　ウソん!?　なんでこんなところでダンガムのプラモデルがたくさん現れるんだよ!?　洋館のいたるところでプラモデルが武器を構えて隊列を組んでやがる！

　それを見てシーグヴァイラさんが何かを確信して叫さけぶ。

「あなた、まさかっ！　そういうことだったのね!?」

　どういうことだったんですか!?　俺にはさっぱりです！　『はぐれ悪あく魔ま』であり、ヴァンパイア種族の反逆者であり……ダンガムのプラモデル!?　何がどうなってんの!?　とりあえず、シーグヴァイラさんと同じようにダンガムのプラモデルを異能で操あやつっているということはわかったぞ！

「ふふふ、さっきの光はその子たちの武器から放たれたもの。私自ら考案した改造プランを実じつ践せんしたのよっ！」

　──と、女性ヴァンパイアが自慢げに漏もらす。

　よく目を凝こらして見てみると、ダンガムのプラモデルが持つライフルから、光がこぼれていた！　……ま、まさか、そのライフルから光を放ったのか!?　エクソシストの武器を……プラモデルの改造に転用した!?　なんだそれ!?

　ヴァンパイアの女性が懐ふところから一体のダンガムを取り出した。それを見てシーグヴァイラさんが悔くやしげにしていた。

「……そ、それは、偵てい察さつ用に森に放った私のオリジナル・ドールアーマーこと『グレイトダンガム・イーヴィルプラン試作四号機』っ！　捕つかまえたのですね！」

　ヴァンパイアの女性は手に持つグレイトダンガム……なんたらを忌いま々いましそうに見ていた。ちなみにドールアーマーとはダンガムに出てくるロボットの作中の名めい称しようだ！

「……これ、あなたが作ったモノよね？　魔力で動かしていたようだけれど……よくもこんな醜みにくいモノを偵察用に寄よ越こしたものだわ」

　……ダンガムのプラモデルを偵察に寄越したことに対して怒おこっている……とは思えない！　だって、このヴァンパイアが出してきたのもまたダンガムだったわけだしっ！

　ヴァンパイアの女性は憤ふん怒ぬの形相でハッキリと申しつける。

「新宇宙暦れきのダンガムシリーズのプラモデルに……どうして、どうして！　アナザーダンガムシリーズの装備をつけているの!?　このドールアーマーは新宇宙暦のダンガム！　けれど、この手に持つ派手なライフルと、装そう飾しよくたっぷりのシールドと、無む闇やみやたらに多い翼や武装のバックパックはアナザーダンガムのものよね!?　許せないわっ！」

　女性は自身の横に並ぶプラモデルに指を向けた。

「シンプルで実用的なライフル！　素そ朴ぼくな形ながら機能的なシールド！　余計な背負いものなんてつけない、バーニアとサーベルラックだけのバックパック！　これぞ、ダンガムっ！　新宇宙暦のダンガム以外はドールアーマーに非あらずッ！」

　それを受けてシーグヴァイラさんは即そく時じに反論する。

「あなた……新宇宙暦ダンガムのシンパね？　しかもその眼め、アナザーに憎ぞう悪おすら抱いだいているように感じる。アナザーダンガムを親の仇かたきのように思う過激派はいるけれど……。そう、あなたはそっち側なのね」

「アナザー派ならまだいいわ。けれど、アナザーと新宇宙暦の複合ドールアーマーなんて……そんなおぞましいことは私の眼が赤いうちは許せないわねっ！」

　激げき怒どするヴァンパイアにシーグヴァイラさんは悲ひ哀あいに満ちた表情を見せる。

「……悲しいヒト。……ダンガムは新宇宙暦もアナザーもあるからこそ、いまのダンガムがあるのです。どちらも否定してはダンガムが成り立たなくてよ？」

「全シリーズ肯こう定てい派のそのこだわりの欠片かけらもないセンスが、制作会社と若いユーザーを堕だ落らくさせたのだとなぜわからないのです!?」

「それはエゴです」

　……………………。

　……呆ぼう然ぜんとこの舌ぜつ戦せんを見ているしかない俺、アーシア、アリヴィアンさん、エルメンヒルデの四人。

　……ど、どうしようもねぇ～っ。

　……俺は頭を抱かかえてその場にくずおれるしかなかった。……なんてことだよっ！　こ、こんな田舎いなかの森の中で異形の最たる悪魔と吸血鬼が、よりにもよってダンガムの話で口論してやがるっ！

　ふと、アリヴィアンさんが手元に小型の魔ま方ほう陣じんを発生させて、ふむふむとうなずいていた。何かを解かい析せきしたようだ。

「どうやら、あの館やかたに町の住人が何人かいるようですが……皆みな、黙もく々もくと死んだ目でプラモデルを製作していますね」

　それを受けて、ヴァンパイアの女性が高笑いする。

「ふふふっ、ここの町の住民は私の眷属を作るために集めた精せい鋭えいよっ！　出来上がった眷属に私が命を吹ふき込み、操るっ！　これこそ、私が祖国を、悪魔の主のもとを去ってまで実現したかった本来の目的よっ！」

　マジかよっ!?　眷属って、そのダンガムのプラモデルのことだよな!?　それを作るためにわざわざ祖国を裏切り、悪魔になって、あげくあの町の皆みんなまで操ってこの洋館に集めたと!?

　酷ひどすぎる！　プラモデル作りのためだけに町民をこんな森の奥に連れてくるなんて！

　アリヴィアンさんがこの一件を理解したようで口にする。

「あの模型屋で店主が目にした新たな住民とは、このヴァンパイアの方のようですね。しかも買ったのはダンガムのプラモデル。町の住民たちを嚙かんだのは、眷属にするのではなく、『眷属プラモ』作りをさせるため……もはや、言葉もありません」

　まったくもってアリヴィアンさんに同意です！　俺の田舎、ダンガムマニア（重度の新宇宙暦ファン）のヴァンパイアによって脅きよう威いに晒さらされていたなんてさ！

　ヴァンパイアの女性は嬉き々きとして吼ほえる。

「人間は私の眷属を作るためのスタッフ──駒こまに過ぎないわ。ふふふ、私は各地でこの館のような眷属生産工場を作り、そこでこの子たちを量産するの。量産の暁あかつきには、カーミラ派など恐るるに足りないわ！」

　なんてことだよ！　自分のプラモ……いや、眷属を作るためだけに人間をたくさん悪用するなんて！　しかもエクソシストの道具をプラモに転用できる技術は意外にもバカにならんし、危険な発想だ！　そりゃ、国から追われるわ！

　そんななか、頭の上に「？」という疑ぎ問もん符ふを浮かべているような表情のエルメンヒルデ。純血の吸きゆう血けつ鬼きのお嬢じようさまにダンガムトークなんて理解できるはずもない。きっと、反逆者の言い分も、あのプラモデルも奇きっ怪かいなものにしか見えないのだろう。

「……ダンガム……アガレスの次期当主がここまで感情を昂たかぶらせるものであり、一いつ介かいのヴァンパイアをここまで魅み了りようするもの……。いったい、どういうものなのでしょう。あの模型屋さんにもう一度行けばわかるのかしら？」

「やめろっ！　取り込まれるぞッ！」

　いちおう、エルメンヒルデを制止する俺！　この流れでそれを手にするのは冥めい府ふ魔道に突とつ入にゆうするのと同義だ！

「わ、私も家に帰ったら、ダンガムを見ます！」

「アーシアも引き込まれたらダメだって！」

　うちのアーシアちゃんまで新宇宙暦の世界に行かせるわけにはいかないよ！

　ヒートアップしたヴァンパイアの女性とシーグヴァイラさんが、ついに構えを取った！

「この館は塗と装そうのためのコンプレッサーを動かしても苦情の来ない、いい場所だったのにっ！　邪じや魔まをするのなら、あなたたちを始末するまでのことっ！」

「大公アガレス家の名において、不ふ逞ていな者をこれ以上野放しにすることはできないわっ！　それに自分で作りもしないダンガムのプラモデルに何が宿るというのっ！」

　吸血鬼の特性と、悪魔の魔力によって動かされるダンガムのプラモデルが、深夜の空中で壮そう絶ぜつな撃うち合い──ダンプラバトルを始めるなか、俺は心底呆あきれながらヴァンパイア討とう伐ばつに乗り出したのだった。




　　　　─○●○─




　俺たちはひと仕事終えて、ふもとの県道にまで戻もどってきていた。……プラモデルと戦せん闘とうしたのは初めてだったので、どうにも精神的な疲ひ労ろうが残ったよ……。

　例の女性ヴァンパイアは、俺たちの猛もう攻こうによってあっさり撃げき破は。その後、操られていた人々の洗脳を解いて、町に戻した。

　とうのヴァンパイアはエルメンヒルデに任せた。彼女は捕とらえた相手を悪魔の転移魔方陣経由で故国に移送した。ヴァンパイア兼けん転生悪魔のため、カーミラ側と冥界側の両方で裁きを受けることになるとのことだ。

「……かの者の処しよ遇ぐうは冥界と我が国の機関に任せました」

　お役目を終えたエルメンヒルデはようやく肩かたの力を抜ぬいた。

「……彼女もいつかすべてのダンガムを受け入れてくれるはず……」

　シーグヴァイラさんは空を眺ながめながら、無念の涙なみだを流していた。

　……うん、俺、このヒトと付き合うとすごい疲つかれるわ……。

　ふと、エルメンヒルデが俺に問うてくる。

「……赤せき龍りゆう帝てい、どうしてあのとき私を助けたのですか？」

　先ほど、女性ヴァンパイアの眷属プラモが放ったビームライフルから彼女を救ったことについてだろう。

「ま、反射的にな。それに故郷を──大事な場所を守りたいって気持ちに人間も悪魔もヴァンパイアもないんじゃないか？　皆、そこだけは一いつ緒しよだろう？」

「…………」

　俺の一言にエルメンヒルデは答えない。俺の行こう為いを貶けなしたりしてはこなかった。以前よりちょっとだけ可愛かわいげが出たように思えるな。

　エルメンヒルデはフードを再び深く被かぶると、

「このたびは本当にありがとうございました。お礼は後ほど必ず致いたします」

　──と、礼を口にしたあとに「では」と言葉少なにこの場をあとにしようとした。

「ちょっと、お待ちなさい」

　シーグヴァイラさんがエルメンヒルデを呼び止める。

「あなた、ダンガムのこと、知りたくはない？」

　そんなことを言い出すシーグヴァイラさん！　手元から小型魔方陣を取り出して、何かを出現させる。──ダンガムのBlu-ray BOXだった！　シーグヴァイラさんはそれをエルメンヒルデに手て渡わたす。

「まずはこれを見なさい。どちらにしても今回の一件、上に報告しないといけないわよね？　だったら、あの者が反旗を翻ひるがえしてでも得たかったものを知る必要があります。これは資料です。あくまでも資料なの」

　渡されたエルメンヒルデも「……な、なるほど、そうですわね」と納なつ得とく気味だった！　この一件に乗じてダンガムファンを増やす気だ！

　これを見ていたアリヴィアンさんが言う。

「ま、エルメンヒルデさまと『Ｄデイ×ーデＤイー』は今後も付き合いが増えるかもしれませんからね。こういう交流があってもいいでしょう」

　単にダンガムファンがひとり増えるだけなんじゃ……。

　ま、まあ、その辺りは大公次期当主さまにお任せしよう！

　こうして、田舎町で始まった俺たちの『はぐれ悪あく魔ま』討伐は終わりを迎むかえる──。







　……俺とアーシアは両親が起きる前に部屋に戻ろうと、ばあちゃんの家に気配を殺して帰ったのだが……。

「おや、一誠ちゃんにアーシアちゃん。やっと帰ってきたんだね」

　奥から唐とう突とつにばあちゃんが現れてしまった！

「あ、あの、こ、これは……っ！」

「そ、その……っ！」

　俺もアーシアも見つかるとは思っておらず、いきなりのことに言い訳もできずにいた！　まさか、ばあちゃんに行動を把は握あくされているだなんてっ！

　ばあちゃんが手招きして、居間に俺たちを連れていく。──そこには温かい食事が待っていた。野菜と肉がましましのうどんだ。正月に余ていたであろう餅もちも入っている。

「寒かっただろう？　さ、お食べ」

　俺とアーシアはありがたくそのうどんをいただいた。案外空腹だったのか、俺もアーシアもうどんをするすると食べ進められた。

　ばあちゃんが俺の顔を見るなり、一言言った。

「……一誠ちゃんは、ばあちゃんが知らない間に男の顔をするようになったんだね」

　ニッコリと微笑ほほえむばあちゃん。

　……ばあちゃんは俺の本当の正体を知らない。けど、なんとなく、俺の成長を感じ取れているのかもしれない。それがなんだか無む性しようにうれしかった。ここを守れて本当に良かった。

　──などと思っていたら、途と端たんにばあちゃんは口元に手を当てていやらしそうに言った。

「……高校生だもんね。朝まで夢中になっちゃうわよね。もう、一誠ちゃんとアーシアちゃんったら、やることをやっているのね」

　ぶふぅーっ！　俺はついうどんを吐はき出してしまった！

　うわぁぁああっ！　すげえ勘かん違ちがいされてるぅっ!?　朝までコースでアーシアとチョメチョメなんてしてませんからね!?

　ったく、このスケベなところは本当に遺伝なんだな！　兵藤家に生まれて良かった……と思いたい！

　そう感じてしまう高校二年生の冬休みだった！







　　　Extra Life.1　クロス×クライシス







　兵ひよう藤どう家の地下にあるトレーニングルームにて、銀光を放つ得物がぶつかり合っていた。

　お互たがいに模造の長ちよう剣けんを振ふるい、舞まうような体たい捌さばきを続ける。

　上から斬きりつけ、あるいは下から振り上げて、同時に突つきも繰くり出した。

　すんでで直撃を避よけて、頰ほおの横を鋭するどい一撃が通り過ぎていく──。

　お互いの突きが避けられたものの、二人同時に笑えみをこぼす。

「やるわね！」

「そっちこそ！」

　私──紫し藤どうイリナは友人であり、元同どう僚りようでもあるゼノヴィアと剣の稽けい古こをしていた。

　別に日課というものでもなく、突発的なものだ。

　どういうわけか、その日は眠ねむれず、深夜にのろのろとここ──トレーニングルームを訪おとずれてしまった。そこで先にここへ入っていたゼノヴィアに出くわし、突発の試合という形になったのだ。

　剣を振るい続けるゼノヴィアが言う。

「あのときもこんなふうに模造の剣で試合をしたな！」

「え！　どのときのことよ!?」

　頭のなかを探さぐってみても、正直な話、彼女とはこのような試合は多々おこなっている。該がい当とうする記き憶おくがありすぎて、彼女の言う出来事がわからなかった。

　つばぜり合いの格好になったとき、ゼノヴィアはこう言った。

「はじめて剣を交えたときだ」

　──っ！

　私のなかでそのときの光景が思い出されていく──。
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　いまよりも三年ほど遡さかのぼる。

　私が十四の頃ころだ。その頃の私は、聖剣の祝福を得て、晴れて聖剣使いとして主のため、教会のため、一本の剣として従事していた。

　祝福を受けて得られたのは七つに分かれたエクスカリバーの一本──擬エクス態カリバのー・ミ聖剣ミツクだ。

　それは大変名めい誉よであり、極きわめて光栄の選せん抜ばつでもあったため、私はもちろん、両親、周囲の者たちもとても喜んでくれた。

　エクスカリバーは当時教会に七本中六本が現存しており、ヴァチカン本部、プロテスタント側、正教会側にそれぞれ二本ずつ保管されていた。

　当然、プロテスタント側のエクスカリバー使いは二名しか選ばれない。そう考えると私の選出は身に過ぎるほどの出来事だった。

「お父上と同じく見事聖剣使いになれましたね」

　そんな声もよくいただいていた。

　そう、父も教会側の人間であり、一時期聖剣使いとして任務をこなしていた。海外に渡った私はそんな父の影えい響きようからか、戦士になるための厳しい訓練を重ねていったのだ。

　そのため、戦士として選ばれたとき、私は至上の喜びに包まれた。祝福の儀ぎ式しきとして、聖剣の「因子」を身に受けた私は、エクスカリバーを使う戦士として教会の敵を相手に向かっていくことになる。

　戦士として任務に慣れてきた頃だ。ヴァチカン本部から召しよう喚かんの命が飛んできた。

　本部にある神しん殿でんのひとつに足を運んだ私はそこで運命的な出会いをする。

　教会で待機していた私のもとに初老の男性幹部が現れて、私にこう言ったのだ。

「戦士イリナ。あなたを今日ここに召喚したのは他ほかでもない。実は折り入って頼たのみたいことがあるのですよ」

　訝いぶかしげに感じる私に幹部の男性は続ける。

「ある戦士と組んでもらいたいのです」

　任務によって宗派の違う戦士と組むことは珍めずらしいことではない。通常はその宗派同士の戦士でコンビやチームを組むのだが、任務の内容によっては宗派を超こえて案件に当たることも多々あるのだ。

　当時、私にとっては初めてカトリックの戦士と組むことになる命だった。

　宗派の違いによる戦士同士の衝しよう突とつも噂うわさで耳にしていたため、そのようなことが起こらぬよう細心の注意を払はらいながら、ヴァチカンの戦士の紹しよう介かいを受けることになった。

　幹部の男性に連れられてきたのは──髪かみの長い少女だった。

　歳としは私と変わらないだろう。しかし、目つきが鋭く、身にまとう気配もとげとげしいものを発していた。

　ひと目で扱あつかいづらい部類に属する者だと思ってしまうほど、他者を寄せ付けない雰ふん囲い気きを持っていたのだ。

　幹部の方がその少女を紹介しながら、私にこう言う。

「戦士イリナ、この者があなたと同じく若くしてエクスカリバーの使い手となった──戦士ゼノヴィアです」

　──っ。

　その名前を聞いて、私はすぐに正体を理解した。

　ヴァチカンの戦士に、私と同様若くしてエクスカリバーの使い手になった少女がいると風の噂に聞いていたからだ。

　曰いわく、『破は壊かい魔ま』、または『斬きり姫ひめ』、はては『神の許した暴挙』とまで称しようされた少女戦士。

　戦士ゼノヴィア──。

　私が紹介をされたのは、破壊の権ごん化げと言われた女の子だったのだ。

　相手が誰だれか理解した瞬しゆん間かん、私は緊きん張ちように包まれた。あまりよくない話ばかりが耳に届いていたからだ。コンビを組むと切り刻まれるとか、口論しただけで吹ふっ飛ばされたとか、一いつ緒しよに悪魔祓ばらいされそうになったとか。

　そんなことばかりを伝え聞いていたので、瞬時に私は目の前の少女に戦せん慄りつしてしまった。

　鋭い目つきの少女は私のことをじっと見み据すえたあと、開口する。手に持っていた何かをこちらに突き出しながら──。

「バナナを食べるか？　バナナはいいぞ。すぐにエネルギーになるんだ」

　…………。

　バナナを受け取りながら私は呆あつ気けに取られる。

　私とゼノヴィアを見ていた幹部の方がうなずく。

「よし、それでは出会ってすぐに悪いのですが、剣を交えての試合をしてもらいたい。戦士が知り合うにはそのほうが早いと思うのです」

　そのあとすぐに私とゼノヴィアは稽古場に移動して模造の剣で試合をすることになる。

「ハッ！」

　真っ直すぐに斬り込みを仕し掛かけてくる彼女。大だい胆たんながらもこちらの動きを把握しながらの太た刀ち筋すじのため、ただ避けるだけでは瞬時に繰り出してくる追つい撃げきでやられてしまう。

　現在でもそのスタイルはあまり変わらないのだが、当時から彼女は勢いのある豪ごう快かいな剣けん戟げきを振るってくれた。

　一撃でも食くらえばダメージは大きいだろう。相手がいくら同い年程度の女の子だろうと、放ってくる攻こう撃げきはすべて遠えん慮りよなしのものばかりだから。

　迷いのない一撃一撃、こちらの動きに即そく時じに反応する様が、実戦で練り上げられたものだと認にん識しきできる。訓練で鍛きたえ上げられて実戦を経てもいまだマニュアル判断の割合が大きい私とは根本的に違うのだ。
















　それらをなんとかはね除のけ、避け続けて私は脇わき腹ばらに生じた隙すきをつく。

「はぁぁっ！」

　私の横よこ薙なぎの攻撃が彼女に放たれる。

　だが、インパクトの瞬間、ゼノヴィアは片手で私の模造剣を巧たくみにキャッチしてしまう。

　得物をつかまれた私の胸に彼女の突きが襲おそいかかってきた。

「──ッ！」

　食らう刹せつ那な、私は身を翻ひるがえして鋭い突きを避けることに成功した。すぐさま私は空振りした彼女の模造剣をつかんでしまう。

「…………っ！」

「…………っ！」

　お互いにお互いの剣をつかむ格好のままで至近距きよ離りでにらみ合う。あちらの蹴けりがくるのか、それともこちらが蹴りを放つか、いや頭突きでも食らわせるか、互いに次の手を探るなかで試合を見学していた幹部の方の声が稽古場に響ひびく。

「そこまで！」

　その声と同時に私たちは緊張を解き放ち、共に剣を下ろした。息を弾はずませる私に彼女は初めて笑みを見せて握あく手しゆを求めてくる。

「私とまともに斬り合える同い年の女子に会ったのは初めてだ。うれしいよ」

　その晴れやかな笑顔はいまでも忘れられない。よほど、同格の少女を渇かつ望ぼうしていたのだろう。

　それがゼノヴィアとの最初の出会いだった──。
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「いいか、イリナ。話の通じない悪あく霊りようは即そく断だん罪ざいの一振りだ」

　そう言いながら己おのれの得物である破エクスカ壊リバー・のデストラ聖剣クシヨンを肩かたに担かつぐゼノヴィア。

　紹介を受けてから数日後、私は彼女とコンビを組んで初の任務をこなしていた。とある田舎いなか町の廃はい屋おくに集つどっていた大量の悪霊を退治することを命じられた私たちは、それを祓はらったのだ。

　通常の祓い師程度では祓いきれないほどの強力な悪霊たちだったが、さすがに伝説の聖せい剣けんを持った戦士が二人も当たればその限りではない。

　ゼノヴィアとコンビを組んですぐに理解したのは、クールな雰囲気と魔物や悪霊への知識が豊富な割に戦い方は剛ごう胆たん、豪快なことだろうか。

　破エクスカ壊リバー・のデストラ聖剣クシヨンの威い力りよくを出し惜おしみしない攻撃を繰くり広げてくれた。

　出会う前は怖こわい話しか聞いていなかったため、勝手に荒あら々あらしい体たい軀くをした女の子だと想像していたのだ。それが私と同じぐらいの姿の少女だとは……。

　しかもかわいい。同年代の男の子なら意識しても仕方がないぐらいに端たん正せいな顔立ちをしていた。人を寄せ付けない雰囲気は同性にも人気が出そうだ。

「…………」

　ゼノヴィアは聖剣を布にくるんだあと、自身の長ちよう髪はつを無言でいじっていた。

「どうかしたの？」

　私が訝しげに思って訊きいてみると、

「髪の毛が邪じや魔まだ」

　などと、ぶっきらぼうに答えてくれた。戦せん闘とう中に長い髪が邪魔になる、ということなのだろう。

　確かに前衛で戦う女性戦士は髪を短くしている者が多い。髪を長くしていると、それを戦闘で敵に摑つかまれたり、呪じゆ術じゆつをかけられる対象にされたりとデメリットもあるからだろう。

「なら、縛しばればいいじゃない。私もそうしてるよ？」

　私も彼女同様、髪が長い。日本にいた頃ころは、外で男の子と遊ぶのが大好きだったために短くしていたが、体が女性らしく成長するようになってからは髪を伸のばすようになった。

　いまはツーテールにして髪を調整している。

　ゼノヴィアは私の髪型に視線を配らせたあとに息を吐はく。

「……キミのようにうまく縛れたらいいのだが、私はそういうのが苦手だ。きっと、バランスの悪いツーテールになるだろう」

　なら、一本に縛ればいいんじゃないの？

　──と、言おうとしたが、まだ出会って間もない。どこが彼女の不ふ機き嫌げんになるスイッチかわからなかったため、二度目の進言には気を遣つかった。

　私としてはこのボディラインが浮うき彫ぼりになる戦闘服のほうに当時は意識がいきがちだった。いくら戦闘中に動きやすい装備だからって、ぴっちりとしたものには抵てい抗こうを覚えてしまっていた。

　だって、ジュニアハイスクールの時分だもの。自身の体の成長に伴ともない、ラインが出てしまう格好は気き恥はずかしくなってしまう。同い年の彼女はそのようなことに動じないどころか、気にも留めない様子だったが……。

　彼女は大きく背伸びをして、天に祈いのりを捧ささげると言う。

「任務は無事に終しゆう了りようだな。イリナ、何か食べにいかないか？」

「え、ええ」

　そう応じながら私は彼女と初任務をこなした。

　本部に帰ってからすぐに任務の内容について報告をしたのだが、幹部の関心は悪霊退治ではなく、ゼノヴィアとのコンビについてだった。

「……それで、戦士イリナ。ゼノヴィアとの任務は……いかがだったのでしょうか？」

　かなり興きよう味み津しん々しんで訊かれたのが数年経たった今でも記き憶おくに強く残っている。

「い、いえ、別にどうもないですが……。豪快な戦い方だったなーって」

　そう告げた途と端たん、幹部の者が呆ほうけた表情を一度浮かべたあとに咳せき払ばらいする。

「戦士イリナ。今後も彼女とよりよいお付き合いをしていただけると助かります」

　その一言が、今後──いえ、私の生しよう涯がいすらも左右することになろうとはそのときは別段思いも至らなかった。







　私が属しているプロテスタント側の本部に帰き還かんしたとき、上の者──シーザー・ヴィリアーズさん（現在は四大セラフであるウリエルさまのＪジヤツクをされている男性の戦士）に諸もろ々もろ報告したら、こう返された。

「ヴァチカンが喜んでいるそうだ。なんでも『あの斬きり姫とうまく任務をこなす戦士がいた』って具合にね」

　本部の戦士、幹部にとってゼノヴィアは大変扱あつかいづらく、持て余しそうな人材なのだそうだ。コンビやチームを組ませると、高い確率で他のエージェントと衝しよう突とつして、印象を悪くしていたという。彼女には彼女なりの戦闘の流りゆう儀ぎがあるようでそれが大多数の戦士にとって障害になっていたというのだ。

　おそらく、いえ、絶対にあの豪快で大胆な攻撃方法が嫌きらわれる要因なのだろう。私はミミックを使って、彼女の援えん護ご、もしくは前衛のアタックをかいくぐって攻撃をしていた。

　持ち主の意思によって刀身を変化させるミミックならではのスタイルがそのときの任務で功を奏したのだ。

　しかし、ゼノヴィアは若くして聖剣の使い手として選せん抜ばつされた逸いつ材ざいだ。教会としてもこの少女を使わないのは勿もつ体たいない。そこで同い年で聖剣使いとなった私に、彼女の相手として白羽の矢が立ったようだった。

　上司であったシーザー・ヴィリアーズさんが言う。

「単独で任務に当たらせるなら、問題はないだろう。しかし、戦士というのはそういうわけにもいかない。いずれ、チームやコンビを組まされざるを得ない状じよう況きようというのは生まれる。そのときに扱いづらい問題児とコンビやチームを組ませるなら、どうするか。セーブ役が必要になるだろう？　イリナが選ばれた理由はそこだろうな」

　そう、私は彼女のセーブ役として選ばれたのだ。教会本部は将来を見据えた上でゼノヴィアを私と組ませてコンビ、チームでの任務に慣れさせておきたかったのだろう。

　それは光栄なのか、それとも迷めい惑わくなことだったのか……。

　たぶん、両方だ。

　信徒しては主のために戦えることはこの上ない喜びだ。けれど、彼女の相方としての任命は──なんとも言えないものになりそうだと感じてしまった。
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　それから何ヶ月か過ぎた頃──。

　ゼノヴィアと組んで任務を終えたときのことだ。

　隣りん国ごくに逃にげ込んだ『はぐれ悪魔』を討とう伐ばつしたあと、私たちは市街のホテルで一息をついていた。

　ゼノヴィアはまた自身の長髪を忌いま々いましそうにいじっている。

「だいたい、どうして髪かみを伸ばしているの？　邪魔そうなのに」

　私がそう言うと、

「うん、私と同郷の者が『少しは女らしくしなければダメ』と言うものだから、髪を伸ばしてみたんだ」

　息を吐きながらそのようなことを返してくれた。

　この同郷の方が、後に知り合うシスター・グリゼルダのことだ。あの方はこの頃ころから再三ゼノヴィアに厳しくしていたそうなのだが……とうの彼女はシスターの小言から逃げ回っていたようだ。

「……女の子らしくというのなら、髪を短くしても可能だと思うのだけれど……」

　彼女の器量なら髪が長くても短くても映はえるだろう。

　ゼノヴィアは懐ふところから使い古しの櫛くしを取り出す。年頃の女の子が持つ櫛としては華はなのない色合いだった。それを見つめながら彼女は言う。

「うーん、私はオシャレというものからはほど遠い生活をしているからな。主のために戦えればそれで満足なんだけどね」

「それは私も同じだけれど、女の子なんだし、最低限のオシャレは必要よ？」

「任務に必要になるのか？」

　私たちは女だ。将来、「女」という点を利用して潜せん入にゆうする調査もあるだろう。女性にしかやれないことが当然ながらあるのだから。

「女性だし、時には必要になってくるわ。それ以上にプライベートのときはどうするつもりだったの？」

　私の問いに彼女はまたまた首をひねる。

「……オシャレか。難しいものだな」

　どうやら、彼女の価値観として「オシャレ」は縁えん遠どおいもののようだ。

　けれど、本当にかわいいのだから少しは着き飾かざらないと勿体ないと思える。

　数年経った今でもその気持ちは変わらない。事実、高校生となった彼女の容姿は十分なほどに美しいものなのだから。

　任務明けのため、シャワーを浴びて汗あせを流し、そのままベッドに入り込もうとしたときだった。ふいに任務用の携けい帯たい電話が鳴る。

　上司からの電話だった。

「はい、イリナです」

　応じてみると、切せつ迫ぱくした声こわ音ねが耳に飛び込んでくる。

『任務を終えたばかりで申し訳ないのですが、ぜひともあなたたちに頼たのみたいのです』

　それは急きゆう遽きよ飛び込んできた新たな任務だった。任務先で新しい案件を命じられるケースは決して珍めずらしいことではない。

『先日、我らの管かん轄かつ内であるＩ国Ｔ市の町で、吸きゆう血けつ鬼きによって民たみがアンデッド化して暴れ回るという事件が起きたのですが……』

　吸血鬼──。私たち教会の者と敵対している陣じん営えいのひとつだ。

　悪魔同様、闇やみ夜よを支配する異形の者たちだが、契けい約やくを持ちかけて対価を得る悪魔と違ちがい、吸血鬼は一方的に人間から搾さく取しゆする場合が多い。いや、ほとんど人間を襲おそって糧かてにしているといっていいだろう。

　過去には欧おう州しゆうの某ぼう国こくの中ちゆう枢すうにまでその支配力を広げていた吸血鬼もいたほどだ。

　普ふ段だんは人里離はなれた彼らの領土で独自の文化を持って過ごしているのだが、時折人間の領域に進出してくる輩やからもいるのだ。今回もそのケースだろう。

　しかもアンデッド。抵抗力の弱い人間がヴァンパイアに血を吸われると、大たい概がい生きる屍しかばね──アンデッドと化してしまうのだ。

　アンデッドは生きた人間を襲い、喰くらう。そして襲われた人間もまたアンデッドと化して徘はい徊かいを始めてしまう。それが人ひと気けが多いところであれば加速度的に広がりをみせてしまうのだ。

　……民が暴れ回るだなんて……。どれほどの者が生きる屍と化しているか……。

　アンデッドと化した者を退けるには、エクソシストか、それとも大本の吸血鬼を退治するしか他ほかはない。

『この案件のために派は遣けんされたエージェントが三人も殉じゆん職しよくするという事態が起こっているのです』

　──っ。

　私はさらに言葉を失った。教会のエージェントが三人もやられたとなると、相手の吸血鬼は上級クラス。純血種と思っていいだろう。

　吸血鬼は異形のなかでも上位に位置する存在だ。それが純血種となると……相当手て強ごわい相手となるだろう。

『その町の一番近くにいるエージェントでＡクラス以上の戦士はあなたたちしかいないのです。この任務、受けてもらえないでしょうか。すでにターゲットは教会からの刺し激げきによって攻こう撃げき態勢に入っています。……現場はアンデッド化した町民で溢あふれているでしょう』

　…………。

　私は瞑めい目もくし、一呼吸してから「はい」と応じた。

　私の様子を見て悟さとったのか、ゼノヴィアはすでに荷をまとめだしていた。

「イリナ、任務の内容は？」

「ゼノヴィア、あのね──」

　彼女に新たに飛び込んできた重大な案件を話す。

「やろうじゃないか。被ひ害がいが広がる前に一刻も早くそのヴァンパイアを打ち倒たおしたほうがいい」

　彼女は即そく任務に応じた。私も同様にうなずく。

「ゼノヴィアも私もその命に異存はありません。それで相手の吸血鬼はどのような者なのですか？」

　上司にそう尋たずねると、先方は声音をさらに厳しいものにしながら続けた。

『──マインスター家に連なる吸血鬼、だそうです。調査では、マインスター家から追放された者がその町に流れ着いたとされています』

　マインスター──。

　その名前は聞いたことがある。吸血鬼の二大派は閥ばつの片方『ツェペシュ派』に属する者のひとつだったはず。

　やはり、上級で純血の吸血鬼が討伐対象となるのだ。

　エクスカリバーの使い手になって初めての大仕事になる。……これは当時の私たちにとって、コンビを組み始めてから初めてのＳクラスの任務となる。

　──十四歳の少女戦士にとって、これは重い仕事か？

　いえ、エクスカリバーの使い手として任命された以上、こなさなければならない任務なのだ。歳が若いとはいえ、私もゼノヴィアも拒きよ否ひするつもりは毛頭なかった。

　準備を整えたのち、私たちはホテルをあとにした。







　私たちが訪おとずれたのは、某国にある田舎いなか町。賑にぎやかな都市部を離れた場所にあり、小麦畑があちらこちらに広がる静かなところだった。

　すでに教会の手は回っていて、町民の避ひ難なんは済んでいるようだが、それでも多くの者が犠ぎ牲せいになったのではないかと耳にしていた。

　その町に足を踏ふみ入れてすぐのことだ。

　嫌いやな視線を全身に感じていた。しかも濃のう霧むが町を包み込み、一寸先の視界も定さだかではない状況だ。暗がりの町内は極きわめて不自然なものと化していた。

　……気配で辺りをうかがう修しゆ行ぎようは受けている。暗くら闇やみのなかでもある程度動けるよう訓練は積んでいるのだ、普段なら濃霧のなかでも問題なく動けるだろう。

　しかし、今回のケースは別だ。……濃霧に独特の湿しめり気けが交じっており、それが感覚を鈍にぶらせてくれる。おそらく、この霧きりは吸血鬼が生み出したものだろう。ヴァンパイアは霧を操あやつるのが得意なのだから。これが彼らにとってある種の結界、索さく敵てき能力となっている。

　つまり、ここに足を踏み入れた瞬しゆん間かんに私たちの存在が相手にバレたということだ。こちらが隠かくれる必要もなくなっている。

　この霧は彼らヴァンパイアの弱点である日光を遮さえぎるものでもあるのだろう。いまは夕刻なのだが、この濃霧のせいで日の光がろくに届かない。

　さらに言うなら……死し臭しゆうが凄すさまじい。鼻をつくほどに生なま臭ぐさく、腐くさったような臭においが辺りに立ちこめている。

　私はローブで鼻を押さえながらもゼノヴィアと進む。

　……隣となりのゼノヴィアはこの臭いのなか、特に変わった様子もないようだ。鼻を押さえる素そ振ぶりすらしない。

　たぶん、死臭に慣れているのだろう。それだけで過去に何かしらの修しゆ羅ら場ばをくぐっているとうかがえる。

　そのゼノヴィアが濃霧の前方を見み据すえて目を細めた。

「……来たぞ」

　そう言うなり、彼女は聖せい剣けんの布を取り払はらって刀身を露あらわにしていく。

　ぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁ……。

　低く不気味な声がひとつあがり、その後、次々と濃霧の先からうめき声があがっていく。

　霧から姿を現したのは──変わり果てた町民たちだった。全身から血を流し、体を欠損し、裂さけた腹部から臓ぞう物もつを垂らしながらも生者に向かってくる屍たち。

　彼らは人間としてはすでに終えている。ただ、生者の肉を喰らうことだけが頭に残り、強きよう烈れつな渇かわきと飢うえを満たすために徘徊を続けるのだ。

　ゼノヴィアが向かってきていたアンデッドを躊躇ためらいなくエクスカリバーで両断する。

　両断された町民はすぐさま灰かい燼じんに帰きし消えていった。聖剣の聖なる力は、闇の者に効果が絶大だ。特にエクスカリバーの一撃は彼らにとって必殺だろう。

　襲い来る屍を前に私は生なま唾つばを飲み込んだ。

「……斬きらないとダメ、だよね」

　……エクスカリバーを握にぎりながらも私の心には躊躇いが生まれている。

　理由はただひとつ。私はこの歳としである程度の任務をこなしながらも人間──もしくはアンデッドを斬ったことがなかったのだ。

　人に害をなした『はぐれ悪あく魔ま』や魔物、悪あく霊りようなら何度も切り捨てた。

　けれど、人間や人だったものは……一度も斬ってはいない。

「人を斬ったことはないのか？」

　私の様子を見て、ゼノヴィアはそう訊きいてきた。その一言で、彼女はこの歳にして人を斬ったことがあるのだと理解できた。

「…………」

　人を殺したことなんて、ない。……戦士としてなら、いずれその場面に出くわして当然だ。戦士として任命されたのなら、覚かく悟ごして当然だ。

　当然だけど……。そのときの私は人を斬ることに強い躊躇いと恐きよう怖ふを感じていた。

　聖剣を握る手は震ふるえ、切っ先はブレていた。

　それを横目にしていたゼノヴィアは聖剣を変わり果てた住民に放ったあと、駆かけだした。

「そうか。なら、キミはサポートしていろ。──斬るのは私の仕事だ！」

　彼女は一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくアンデッド化した人々を切り捨てる。

　聖剣で斬られた者たちは瞬時に塵じん灰かいと化して消しよう滅めつしていく。

　……私は住民を蹴け飛とばしたり、突つき飛ばすぐらいしかできなかったのだ。

　──情けない。

　自分の覚悟がこんなにも小さなものだったのかとショックを受けた。主にすべてを捧ささげたつもりなのに、私は戦士になりきれていなかったのだ。

　それに比べて隣で勇ゆう敢かんに戦う同い年の女の子は……まさに神の剣だ。あれこそ、本来の教会の戦士なのだろう。

　そして、私は同時に恐怖を覚えた。彼女に、だ。

　躊躇なく人間だったものを切り捨てられる同い年の彼女が──そのときの私には異形に感じられてしまった。







　アンデッドと化した住民を退けながら、駆け抜ぬける私たちは事前に報告を受けていた町の役場にたどり着こうとしていた。

　教会の索敵班からの情報では、役場からいっそう大きな負の力を捉とらえたとのこと。

　十中八九、件くだんの吸きゆう血けつ鬼きは役場の建物内にいるのだろう。

「どけッ！」

　役場を取り囲むように群がるアンデッドをゼノヴィアが吹ふき飛ばしていき、道を開いていく。

　役場のガラス戸を大きく壊こわして、ダイナミックに飛び込んだ私たちはすぐに館内のテーブルや椅い子すなどで戸を封ふう鎖ささせる。

　ここに邪じや魔まなアンデッドを入れさせないためだ。

　封鎖が済んだのち、私たちは役場のなかを進むことにした。

　……スイッチを押しても灯あかりはまるでつかない。電気はとうに落とされているのだろう。

　二階にあがったときのことだ。

　突とつ如じよ、館内に声が響ひびき渡わたる。

『ふん、教会の狗いぬどもか。……小こ賢ざかしくも聖剣を持ってきたようだな。しかし、こんな子供らを送り込んでくるとはな……』

　……声と同時に負の力が感じ取れてしまった。全身の毛穴が開き、嫌な汗あせが噴ふき出てくる。気配だけで相手が上手だと理解できてしまったからだ。

「子供だと思って甘くみていると痛い目に遭あっちゃうかもよ？」

　私は精せい一いつ杯ぱいの強がりを天てん井じように向かって吼ほえる。

「おとなしく私たちの断罪を受けろ、ヴァンパイア」

　隣のゼノヴィアは平気な様子だ。私のような強がりではなく、自然とそのような強気なものをはき出していた。

　途と端たんに嘲ちよう笑しようが聞こえてくる。

『くくく……国を追われ、人間どもの世界でこんな子供たちに聖剣を向けられるとはな……』

　前方に霧が集まっていく。霧はしだいに人の形をなしていき、ついには男性の姿を作り出していった。

　中世の貴族が身につけるような衣い装しようを着た男性が現れる。マントもつけていた。

　端たん正せいな顔立ちだった。いえ、あまりにもキレイすぎる容姿だ。まるで作られた人形のような目鼻立ち。

　生気は感じ取れない。顔も青白く、死人のようだ。嫌な負のエネルギーを全身にまとっている。

　深しん紅くの双そう眸ぼうが私たちを捉えた。

『教会の雌めす狗どもだ。処女なのだろう？　今夜の晩ばん餐さんは生き娘むすめの血肉で飾かざるとしよう』

　口の端はしを醜しゆう悪あくに笑えましたあと、吸血鬼は自身の一部を巨きよ大だいな蜘く蛛もに変化させて、こちらに放ってきた！

　私とゼノヴィアは聖剣をかまえてそれを迎むかえ撃うつ格好になるのだが、剣を振るおうとした瞬間に、蜘蛛は黒い糸を吐はいてくる！

　私たちはそれを後方に飛び退のいて避さけた。しかし、私は廊ろう下かに散らばった機材に足を取られてしまい、体勢を崩くずしてひざをついてしまった。

　糸が役場の廊下に降り注ぐ。直ちよく撃げきは避けたものの、廊下の床ゆかが糸によってシュワシュワと音を立てて溶とかされていった。対象物を溶よう解かいさせる糸──。

　……これを食くらうのはまずい。当たればその部分が溶けてなくなるだろう。

『ふははははっ！　小娘ども！　せいぜい私を楽しませろ！』

　そのようなことを吐いて、吸血鬼は廊下の奥に消えていく。

「だいじょうぶか？」

　ゼノヴィアがひざをつく私に手を差し伸のべるが──。

「──っ！」

　私は差し伸べられた手を避けてしまったのだ。先ほど感じた彼女への恐怖がそうさせたのだろう。

　ゼノヴィアが私の反応を見て、何かに気づき差し伸ばした手を引っ込めた。

　無言で立ち上がる私。一瞬、彼女と気まずい空気となるが、そのような余よ裕ゆうは私たちにはない。すぐに私とゼノヴィアは逃にげた吸血鬼を追うようにその場を駆け出した。

「待て！」

　私とゼノヴィアは黒い蜘蛛を両断したのち、相手を追って奥に進んでいった。

　通路の奥から、巨大な蜘蛛だけでなく、ムカデやコウモリまでもが襲おそいかかってきた。

　吸血鬼は虫やコウモリを使し役えきし、または体の一部をそれらに変化させる。

　彼らの扱あつかう動植物はすでに異形と化しており、通常の生物とは根本的に性質が異なるのだ。ゆえに聖剣の一撃で塵ちりと化すのだが……。

　廊下のあらゆる物もの陰かげから、怪かい物ぶつたちが出現してくるため、キリがなかった！

　ゼノヴィアが破エクスカ壊リバー・のデストラ聖剣クシヨンでいっぺんに化け物たちを吹き飛ばし、私が擬エクス態カリバのー・ミ聖剣ミツクで刀身を長く細くさせてから、ムチのようにしならせて打ち放つ。ムチと化した聖剣は吸血鬼の僕しもべたちを複数匹ひき同時に消滅させていった。

　二階の通路を走り抜け、たどり着いた先は──両開きの扉の前だった。

　お互たがいに視線で確かく認にんしあったあとに扉を開くと、そこに広がったのはホールだった。

　おそらく、集会やイベントを催もよおす場所なのだろう。広い室内には、演えん壇だんがあり、長なが椅い子すが多く並べられていた。

　壇上に青白い炎ほのおがいくつも出現する。そこにいたのは吸血鬼の男だ。嫌いや味みな笑みを浮うかべていた。

『やるな、教会の雌狗ども。若くとも聖剣の使い手ということか』

　男はマントを翻ひるがえすと──そこからさらに僕であろう蜘蛛やコウモリを無数に出現させていく。

　……持久戦にするつもりだろうか。相手はこちらのスタミナが切れるまで距きよ離りを取りながら僕を放ってきそうだ。

　何せ、こっちにはあちらにとって必殺になるであろう聖剣が握られている。これを怖こわくない吸血鬼などいないだろう。

　この聖剣に触ふれずして、こちらを打だ倒とうしようと無数の僕を放っているのだ。

　相手は人ならざるモノ、人間以上の持久力があって当然だ。

　……どうにかして本体に一撃を食らわせないと、体力が尽つきてこちらが負ける。

　どう攻こう撃げきしようかゼノヴィアに話そうとしたときだった──。

　彼女が私の背後に視線を送り、目を見開いていた。……私のうしろに何かがいる？

「危ない！」

　彼女が私の手を強く引く。私が背後の気配に気づいたときには、私は彼女に引き寄せられていた。

　私がいた場所に大量の蜘蛛の糸が降り注ぎ、床を盛せい大だいに溶かしていった。背後をいつの間にか、異形の蜘蛛に取られていたのだ。……あのまま動かずにいたら骨も残らず全身が溶かされていただろう。

　ゼノヴィアはその蜘蛛を両断したのち、私を引っ張ってホールの長椅子に身を隠かくす。

　私と彼女は体を最大限に縮こまらせて、長椅子の陰で息を整えた。

　椅子の陰から辺りの様子に気を配るゼノヴィア。

　そんな彼女に私は訊いてしまった。

「……どうして助けたの？」

　私はさっきゼノヴィアから差し出された手を拒きよ否ひしてしまった。

　彼女自身を否定したと言っていいだろう。そんな相方を彼女は救ったのだ。

　ゼノヴィアは特に気にもしないで言う。

「ん？　そんなことはいまどうでもいいだろう。それよりも奴やつをどうやって倒たおすか……イリナ、おまえも──」

　私はこみ上げてくるものを必死に抑おさえながら真っ正面から彼女に言った。

「私は……あなたのこと、怖いって感じたのに……っ！　アンデッド化した人を簡単に倒しちゃうあなたのことを、怖い子だって、私とは違ちがう人間だって、そう思ってたのに！　そんな私をどうして助けたの……？　私の態度を見て、避けたってさっき感じたんでしょ？　なら、どうして助けたの!?」

　きっと、ショックだったはずだ。きっと、悲しかったはずだ。絶対に許せないと感じたはずだ。

　私は……嫌だった。彼女を避けた自分が嫌だった。自分自身が許せなかった。

　ゼノヴィアのことを仲間だと思っていたのに、私は避けてしまった。彼女は私を放ほうっておいてもよかったはずだ。見殺しにしても許されたのに、なんで私を救ったのか？

　彼女は目を見開き、驚おどろいた表情をしていた。──と、頰ほおをかきながら反応に困っている様子だった。

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくののち、彼女は言った。

「……私とまともに話してくれた同年代の者は……キミだけだったから……。──うれしかったんだ」

　──っ。

　私はその答えに言葉を失った。

　彼女はいつもの無愛想な表情を破顔させて続ける。

「私のことを嫌きらってもいいさ。嫌われるのは慣れている。人を殺す私のことを怖いと思うのだろう？　それでいいさ。私は……神の剣けんとして機能することを割り切っているだけだ」

「どうして……？　どうして、そこまでそうなれるの……？」

　私の問いに彼女は目を細めて、手に持つ聖剣に視線を送る。

「……私は生まれたときから、これしか取り柄えがなかったんだ。聖剣を使うことしか、取り柄がなかった。ゴメン、イリナ。それでも私は……キミのことを……」

　彼女は真っ直すぐに私を見つめて言った。

「初めての仲間だと思えた」

　──っ。

　…………。

　言葉もなかった。彼女は……私をずっと仲間だと思っていてくれたのだ。だから、何があっても助けてくれた。拒否されても、助けてくれた。

　彼女は一度うなずいたあとに、物陰から飛び出していった。

「だから、ゴメン！　せめて、ここは私が決める！」

　──なんで謝るの？

　悪いのは私だ。あなたを拒否した私。あのとき、アンデッド化した住民を斬きらなければならなかったのは私だ。戦士になったのは私だ。戦士になってろくな覚かく悟ごも持たずに戦場に立ったのは私だ。戦士になったことを誉ほまれと感じたのに機能できなかったのも私だ。

　──なんで私に謝るの？　あなたは何も悪いことなんてしてないのに……っ！

　ゼノヴィアは吸きゆう血けつ鬼きの僕たちを豪ごう快かいに吹ふき飛ばして、ついに本体にたどり着こうとしていた。

　しかし、吸血鬼は聖剣の直撃が届く寸前に霧きりと化して散っていく。

　霧がゼノヴィアを覆おおい、剣の向かう先を翻ほん弄ろうさせていた。

　ついにはその霧が彼女の隙すきをついて、背後に集つどい、再び人の形をなしていく。

　吸血鬼がゼノヴィアの長ちよう髪はつをつかみ、そのまま羽は交がい締じめにする格好となった！

　まずい！　吸血鬼は人間よりも腕わん力りよくが強く、一度捕つかまれば脱だつ出しゆつは困難となる！

　ゼノヴィアを捕まえたヴァンパイアは哄こう笑しようをあげる。

『小娘ごときがッ！　純血の吸血鬼に勝てると思ったのかッ！　ハハハハッ！　聖剣使いだろうとッ！　我が力に勝てるはずなどないのだッ！』

　羽交い締めにされようとゼノヴィアは強い態度を崩さなかった。

「……国を追われた吸血鬼め。人間の町を襲わなければ生きられない者が純血を謳うたうなんてね……っ！　笑ってしまうよ！」

　その一言に吸血鬼は顔を怒いかりに歪ゆがませる。

『…………ッ！　言ってくれるではないか、小娘め……ッ！』

　牙きばをむき出しにして、ゼノヴィアの首筋に視線を向ける吸血鬼。

　このままでは彼女は血を吸われてしまう！

　私は──意を決して飛び出した！

「ゼノヴィアッ！」

　彼女の名を叫さけびながら、ミミックの刀身を伸ばしてムチの形態で吸血鬼に打ち放つ！

　吸血鬼がすんででそれを避けるが、体勢が崩れたため、ゼノヴィアの脱出を許してしまった。

　解放された彼女は私のところにまで後退して、聖剣をかまえ直す。

　彼女が私に問う。

「どうして助けてくれた？　私が……怖いのだろう？」

　そう寂さびしく口にする彼女に私は最大限無理な笑えみを作って叫んでやったのだ。

「私は……戦士で……ッ！　聖剣エクスカリバーの使い手で……ッ！　ゼノヴィアの仲間だから……ッ！　格好悪いところなんて見せられないのよッ！」

　私の情けない宣言を受けて、彼女は呆あつ気けに取られるが、すぐに小さく笑んだ。

「……そうか」

　それだけを確認しあった私たちは聖剣を握にぎり直して相手と対たい峙じする。

　私とゼノヴィアは同時に駆かけだし、左右に散った。

　ゼノヴィアは破エクスカ壊リバー・のデストラ聖剣クシヨンを大おお振ぶりして相手に放つが、吸血鬼は難なくそれを避さけた。そこに意思を持ったかのようにうねりながら突つき放たれた擬エクス態カリバのー・ミ聖剣ミツクが敵を穿うがとうとする。

　さらに追撃とばかりにゼノヴィアが二撃めを横よこ薙なぎに放った！

　ついに聖剣の切っ先は吸血鬼の胸をかする！

　かすった部分から聖剣の効果が伝わり、ヴァンパイアの胸部から煙けむりがあがった。

　聖剣のダメージに顔を強く歪ませる男。だが、苦痛を与えられながらも口元を楽しげに笑ませる。

『……なるほど、さすがに二人がかりだと手て強ごわいな。──が、力も技術もまだ未熟だっ！　足りぬわっ！』

　確かに男の言う通りだ。相手はこちらの攻撃範はん囲いと特性をすでに把は握あくしている。この調子だと、再び遠距離から魔ま物ものを放たれて長期戦に持ち込まれるだろう。

　先ほども思し慮りよしたが、持久戦になったらアウトだ。人間の身である私たちはどんなに鍛きたえようとも吸血鬼の持久力に勝てるわけがないのだ。

　何せ相手は永久を生きるとされる怪かい物ぶつなのだから──。

　男の発言を聞き、ゼノヴィアが不敵な笑みを見せる。

「そうか。それなら、思う存分、力とやらを食らわせてやろうか？」

　そう言うなり、彼女は右手を前方に突き出した。

　そして、力強い言葉を紡つむぎ出していく──。

「──ペトロ、バシレイオス、ディオニュシウス、そして聖母マリアよ。我が声に耳を傾かたむけてくれ」

　彼女の前方の空間が歪み、そこから何かが出現していく。異空間から姿を現したのは──一本の大きな刀剣だった。

「この刃やいばに宿りしセイントの御み名なにおいて、我は解放する」

　彼女は極大の聖なるオーラを放つ剣をかまえて、叫ぶ！

「──デュランダルッ！」

　私と吸血鬼が同時に驚きよう愕がくした。

『──ッ！　デュ、デュランダルだとっ!?　バカなっ！　それを扱あつかえるというのか!?』

　吸血鬼の男が驚いて当然だった。

　デュランダル──。教会が保管する伝説の聖剣の一振り。エクスカリバーと同様に強大な力を有する聖剣だ。

　……その聖剣をゼノヴィアが取り出した！

　ゼノヴィアが攻こう撃げき的なオーラを放ち続ける聖剣を持ちながら言う。

「私は元々、このデュランダルの使い手として選出されたんだ。エクスカリバーはそのついでに過ぎない。ほら、足りないと言われた破は壊かい力を出してやったぞ？　これは破エクスカ壊リバー・のデストラ聖剣クシヨンよりもよっぽど危険で凶きよう悪あくだ。おまえが純血だろうとなんだろうと一いつ切さい合がつ切さい灰かい燼じんにしてくれるだろう」

　彼女が言うようにデュランダルは彼女の意思に関係なく、ホールの床ゆかを、天てん井じようを、長なが椅い子すを、無む慈じ悲ひなまでに攻撃的なオーラで砕くだいて傷つけていった。

　エクスカリバーに選ばれた私ですら寄せ付けないものをあの聖剣は放っているのだ。

　……そうか、彼女はデュランダルの使い手だったのだ。だから、私以上の修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのだろう。

　彼女は──私以上の逸いつ材ざいだったのだ。

　デュランダルの波動を受けて、吸血鬼の表情は恐きよう怖ふに染め上がる。

『こんな子供が伝説のデュランダルだと!?　お、おのれ、神の下げ僕ぼくどもがぁぁぁぁっ！』

　叫ぶヴァンパイアは全身から無数の僕しもべ、蜘く蛛もとコウモリを解き放つが──、デュランダルを握ったゼノヴィアは一切臆おくすことなく、こう告げた。

「私の唯ゆい一いつの取り柄だ。ほら、受け取れ」

　大振りに放たれた聖剣から、強大な聖なるオーラがホールに放出される！

　まばゆい輝かがやきに目を覆う私。聖なるオーラに包み込まれる吸血鬼の体は端はし々ばしから塵ちりと化していく。

『……こ、この私が……純血たる私が……』

　自分の敗北を信じられない様子のヴァンパイアだったが、次の瞬しゆん間かんに嘲あざ笑わらい始めた。

『……ククク、だが、そうか。やはり、真祖の「血」は今世において雑種を選ぶということだ……。宗そう家けの者もカーミラの者も……ククク、気づかずに滅ほろびろ。……雑種どもの……あの……おぞましい力でなぁぁぁぁ……っ！　クカカカカカカカッ！』

　哄笑をあげながら灰と化して消えていくヴァンパイア。

　それがその吸血鬼の最さい期ごの言葉だった──。




　　　†††




「あー、そんなことがあったなぁ」

　話は現在に戻もどる。稽古を終えた私たちはトレーニングルームの床に座り込み、あの日の出来事を振り返っていた。

「あのデュランダルの一撃で役場が完全に崩ほう壊かいしたのよね」

　そう、私が言うようにあの役場を含ふくめたその周辺は解放されたデュランダルのオーラによって、破壊しつくされてしまった。『破壊魔』の異名通りのことをしてくれたのだ。

　当時のゼノヴィアは今よりもデュランダルを上う手まく扱えなかったため、解き放たれる聖なるオーラの質量も桁けた違ちがいだった。

　普ふ段だんは上からの指示があるまで、デュランダルは絶対に解き放たぬようにされていた。

　結果的にあのときの吸血鬼を倒たおせたが、帰き還かんののち、無断使用について上司にこっぴどく怒おこられたそうだ。シスター・グリゼルダにも長時間お説教を食くらったとのこと。

　あのときの出来事をゼノヴィアは渋しぶそうな表情でそう語ってくれた。

「まあ、あの事件以来、私たちはコンビを組む回数が増えたわね」

　私がそう言う。どうにもゼノヴィアを制せい御ぎよするのに私が適任と上が感じたようで、その後、ゼノヴィアを派は遣けんする任務では高い確率で私が相方に選ばれた。

　そして、その腐くされ縁えんは現在も続き、いつの間にか親友となっていたのだ。

「あのときのシスター・グリゼルダの怒りようといったら、なかったな」

　苦笑いする彼女は、メッシュの入った緑色の髪かみをいじる。







　そう、あの話には続きがあるのだ。

　あの事件後、久しぶりに出会ったゼノヴィアの変化に私は当時驚おどろいた。

「──っ。ゼノヴィア、それ」

　私がゼノヴィアの髪型の変化に気づいた。

　彼女は髪を短く切っていたからだ。

「うん、吸血鬼につかまれてピンチになっただろう？　やはり、私には長髪は不向きだとわかったんだ」

　確かにあのとき髪の毛をつかまれていたけど……。それよりもそのメッシュだ。

　私が再度そのことを問うと、彼女は頰ほおを赤く染めて言った。

「ああ、髪に緑色のメッシュを入れてみた。どうだ、オシャレかな？」

　精せい一いつ杯ぱいのオシャレだと思ったのだろう。気き恥はずかしそうに訊きいてくる彼女の姿に私は──。

「ぷっ」

　おかしくなって噴ふき出してしまったのだ。

「なんでいきなりメッシュなのよ。しかもその部分だけ緑色だなんて！」

　彼女のオシャレの基準はおもしろくて、私は失礼ながらつい笑ってしまった。

「むぅ！　これでも私はがんばって考えてみたんだ！　笑うとは失礼な奴やつだ！」

　彼女は途と端たんに頰を膨ふくらませて遺い憾かんを訴うつたえる。

「もう怒らないでよ。似合っているわ。本当よ！」

　私がそう告げても彼女は機き嫌げんが直らず、ぷんぷんとしばらく怒っていた。

「似合っていようとなかろうと私はこれでいく！　ああ、これでいくさ！」

　先を歩き始めてしまった彼女を追いながら私は「ゴメン、機嫌を直して」と謝る。

　彼女はそれからいろんな表情を、感情を私に見せてくれるようになった。

　そう、彼女も私と同い年の女の子なんだ。笑いもすれば、怒りもする。

　ねぇ、ゼノヴィア。私たち、これからも友達だよね？







　　　Extra Life.2　卒業旅行とヴォルテックス・バンチ







　それは、俺たち駒く王おう学がく園えん在校生組が、学年末の修しゆう了りよう式を終えた三月下げ旬じゆんのことだ。

　新旧オカ研メンバー全員は、修了式を終えるなり、その日のうちに家で旅支じ度たくを始めていた。

　そう、少し前に全員で決めていたリアスと朱あけ乃のさんの卒業旅行を実行するためだ！

　なんと！　春休みを利用して、北は北海道から、南は沖おき縄なわまで一週間で各地を回る国内縦断旅行という超ちよう豪ごう華か企き画かくだった！　もう、それを聞かされたときの俺や皆みんなのテンションの高まりようったらなかったね！

　そりゃそうさ。去年の暮れから今年の初めまで、俺たちは激げき闘とうに次ぐ激闘の連続で、心身共に疲ひ弊へいしていたからね。ようやく落ち着きを取り戻してきたなかで、この慰い安あん企画が実を結んだ。皆、それは盛り上がる！

　一足早く卒業して春休みに入っていたリアスと朱乃さんはすでに旅支度を終えており、リビングで優ゆう雅がに紅茶を楽しんでいた。

「ついに明日から旅行ね。皆は準備を完了しているのかしら？」

　リアスがリビングに集つどっていたメンバーに問いかける。

『大だい丈じよう夫ぶです！』

　異口同音にそう答える皆。テンションは高めだ！

「楽しみです！」

「まったくだ」

「早く旅行に行きたいわ！」

　まず、アーシア、ゼノヴィア、イリナは昨夜のうちに旅行の準備を終えていた。日々清く正しく生活しているアーシアが準備を怠おこたるわけがなく、ゼノヴィアとイリナも戦士時代の習慣（あらゆる場所に派遣されていたからね）から身支度はパパッと完了している。

「……特産品、名物……お肉、お菓か子し、お魚、最初の北海道はカニ、イクラ……」

　小こ猫ねこちゃんもその点問題なく、すでに支度を終えて、旅行ガイド本の「おいしいお店」特集に目を奪うばわれていた。

「引いん率そつ者しやとしての心得……ふむふむ」

　ロスヴァイセさんは何やら参考書を読んでいるが、もちろん準備は終わっている。

　黒くろ歌かが小猫ちゃんの本を覗のぞき見する。

「うふふ♪　私たちはヴァーリの用事が済んだら、合流するにゃん」

　黒歌とルフェイも参加することになったが、先に用事があるため、あとで合流する手はずとなっていた。

　ルフェイがリアスに頭を下げる。

「私たちの参加を了承してくださってありがとうございました」

　律りち儀ぎなルフェイの礼にリアスも「いいのよ、気にしないで」と朗ほがらかに返す。

　顔を出しに来ていた木き場ば、ギャスパー、ヴァレリー、トスカさんの四人。今回の旅行はヴァレリーとトスカさんも参加する。

「うふふ、楽しみね」

「日本各地に行けるなんて夢みたいです」

　ヴァレリーとトスカさんは、二人ともこの駒王町をあまり出たことがないから、物もの凄すごくうれしそうだった。日本慣れしていない二人だが、木場とギャスパーを中心に皆でフォローしていく。

「いろんなところに行っている僕たちだけど、旅行で他の土地に行くのはそうないね」

　と木場が言った。

　あー、確かにな。任務や敵と戦うために様々な場所に行ったけど、きちんとした旅行として皆と出かけるのはそう滅めつ多たにないね。

　ギャスパーがうれしそうに言う。

「だからこそ、皆で行くのが楽しみでうれしいですぅっ！」

　まったくだな。皆で行くのが楽しみなんだよな！

　俺は木場とギャスパーの肩かたに手を回す。

「よっしゃ！　グレモリー男子三人！　旅行を満まん喫きつしようぜ！」

　男子の結束が一層強まるイベントでも旅行中に発生したらうれしいかもな！　その土地土地の美少女美女を見て楽しむってのもアリかもな！　いや、絶対にアリだ！

「イッセーくんの上級悪あく魔ま昇しよう格かくを祝う意味でも楽しみたいね」

　木場の野や郎ろうめ！　うれしいこと言ってくれるじゃねぇかっ！　確かに昇格祝いに俺としても自分で自分を労ねぎらうことをしてみたいね！　現地に着いたら大おお盤ばん振ぶる舞まいで美お味いしいものを食べまくろうかなっ！

　こうなると、心配なのは……オーフィスとリリスだ。龍りゆう神じんの二人（二ふた柱はしら？）をうちで面めん倒どうを見ることになったのはいいが、こういう旅行となると対応に苦く慮りよする。

　立場上、二人を無む闇やみ矢や鱈たらに外へ連れ出すことはできないからね。

　しかし、ここで頼たのもしい助っ人が声を発する。

「イッセーたちが旅に出ている間、フィス殿どのたちと一いつ緒しよにお留守番をしているのじゃ！」

　そう頼もしい一言を言ってくれるのは、九く重のうだった。四月から駒王学園の初等部に転入予定の九重は、すでにこの春からホームステイの準備に入っており、ほぼ毎日兵ひよう藤どう家に顔を出すようになっていた。

　その九重が、俺たちが旅行に行っている間にオーフィスたちの面倒を見ていてくれるというのだ。

「すまないな、九重。フィスたちのこと、頼むよ」

　俺の頼みに九重は胸を張って笑え顔がおで「任せるのじゃ！」と元気よく返してくれた。

「ただ、京都に寄るときは私もそちらに帰って、都を案内するから期待しておれよ！」

　九重の言うように俺たちは日本縦断ということで京都にも寄る予定だ。そのときの観光案内役をまたまた九重が買って出てくれた。

　俺がオーフィスとリリスに言う。

「てなわけで、悪いけど、留守番頼むな。お土産みやげはたくさん買ってくるから」

　オーフィスとリリスが地方特産のカタログを広げながら、それぞれ品物に指をさす。

「カニ」

「めんたいこ」

　……龍神さまはすっかり人間界の食べ物に夢中になられてしまったようだ。

　俺はオーフィスとリリスの頭を撫なでる。

「はいはい、任せておくれ」

　多分、皆がそれぞれオーフィスたちにお土産を買うだろうから、相当な量になるぞ。この二人のおかげで、クリフォトとの戦いに勝てたところは大いにあるからね！

「イッセーさまのスケジュール確かく認にんが終わりましたわ」

　──と、皆が旅行に夢を膨らませるなかで、レイヴェルがリビングに現れる。彼女は、俺の眷けん属ぞくになってから、スケジュールを以前以上に事細かに取り仕切ってくれていて、今回の旅行に関しても俺の都合と照らし合わせながら、スケジュールを調整してくれた。

　ほら、「おっぱいドラゴン」の俺が上級悪魔になったせいか、結構いろんな依い頼らい、お願いを冥めい界かいだけではなく、各勢力からされているんだよね。そこを我が自じ慢まんの眷属『僧侶ビシヨツプ』のレイヴェルが、ひとつひとつ的確にスケジュールに埋うめ込んでくれるのだ！　俺、一生レイヴェルには頭が上がらないかもしれない。

　レイヴェルが俺と皆に告げる。

「とりあえず、イッセーさまのスケジュールも整理できましたわ。旅行中は、大きな依頼はないです。これで私も旅行を楽しめますわ」

　笑顔でそう報告してくれたレイヴェル！

　よっしゃああああああああっ！　これで俺は旅行を堪たん能のうできそうだぜっ！

「ただ、旅行のあとの──」

　そこまで言ってレイヴェルはハッとなって口を押さえた。そう、卒業旅行のあとに実は俺の眷属（俺、アーシア、ゼノヴィア、レイヴェル、ロスヴァイセさん）＋イリナでやることがあるんだよね。それはまだリアスたちには内緒なんだ。

　咳せき払ばらいしながらレイヴェルは別の話題に変えた。

「……コホン、こういうことが耳に入りましたわ。なんでも、いま日本の観光名所で謎なぞの着ぐるみ集団が悪さをしているそうですから、気をつけてほしいとのことです」

「謎の着ぐるみ集団？」

　問い返す俺にロスヴァイセさんが思い出したかのように言った。

「あー、ネットで話題になってたかもしれませんね。観光地の観光客や地元の方にイタズラをしている妙みような着ぐるみの集団がいるとかいないとか……」

　気になった仲間がタブレットでネットの情報を引き出していた。該がい当とうする記事を見ると……獣けものを模した着ぐるみのような、はたまたコスプレイヤーのような者たちが、どこかの町でイタズラをしている姿が確認できた。

　観光地のお店で文句をつけている姿、自じ動どう販はん売ばい機きを襲おそっている姿、観光客の子供からお金を巻き上げている姿と、確かにちょいとあくどいことをしているね……。

「ま、まあ、一応、気をつけようか」

　俺はそう言い、皆みんなも当とう惑わくしながらもうなずいていた。

　リアスはコホンと咳払いしたあと、あらためて言う。

「では、最後のチェックしましょうか。皆、しおりを出してちょうだい」

『はーいっ！』

　手を挙げて、大きな声で返すメンバー全員。手元には旅行のしおり（教会トリオお手製）！　皆も旅行直前ということで、着ぐるみ集団のことを一いつ瞬しゆんで忘れてしまった。

「予定通り、まずは北海道から回るわ。初日の予定を各自──」

　こうして、リアス主導で卒業旅行の最終確認をし始めたのだった──。
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　一方、兵藤一いつ誠せいたちが卒業旅行の準備をしている頃ころ──。

　日本近海の孤こ島とうにその組織の秘密基地──アジトはあった。

　組織のアジト、その奥にある広間──集会場に集うのは、全身黒ずくめで統一された大勢の戦せん闘とう員である。

　皆、一糸乱れず整列し、前方にある一段高い壇だん上じように視線を集中させている。

　壇上には、禍まが々まがしい装そう飾しよくを施ほどこされた椅い子すが置かれ、そこに威い厳げんを放つ存在がどっしりと座っていた。椅子に座るのは、ドラゴンを思わせるデザインの兜かぶとを被かぶった初老の男性──この組織の首領、カイザー・ヴォルテックスである。

　その首領の横には、覆ふく面めんにマントという出いで立ちの幹部たちが並ぶ。

　カイザー・ヴォルテックス──首領の眼光は鋭するどく、戦闘員全員を睨ねめつけながら、貫かん禄ろくある言葉を吐はいていく。

「我が悪の業界でも屈くつ指しの集団とされた『禍の団カオス・ブリゲード』も、ついに滅ほろびの道をたどった」

　首領の声に壇上に並ぶ幹部の一人が一歩前に出て告げる。

「大きな派は閥ばつがふたつも崩くずれ、後こう継けいとされたクリフォトもトップが死に、組織が瓦が解かいしたとのこと」

　彼らは、異形の世界でテロ行こう為いを続けていた『禍の団カオス・ブリゲード』のことを知っている。

　そして、その『禍の団カオス・ブリゲード』が先日大きな崩ほう壊かいを迎むかえ滅びつつあることもすでに情報として得ていた。

　首領がせせら笑う。

「ふっ、所しよ詮せんは新興の組織よ。歴史が浅く、まとまりも無かったのだろう」

　これには幹部たちも「「「「ファファファ」」」」と邪じや悪あくな笑いを発していた。

　首領がくわっと一層目を見開いて、勢いよく立ち上がる。

「皆みなの者、聞くのだッッ！　今こそ、我ら秘密結社──『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』が世界を征せい服ふくするときッ！」

　首領の発破に全戦闘員が、天高く両手を大きく広げて、Ｖの字を形作って叫さけぶ。

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　組織の掛かけ声が集会場を包み込む。

　そう、彼らは悪の秘密結社であり、名前を『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』という。戦闘員のポーズも組織名「ＶＯＲＴＥＸ・ＢＵＮＣＨ」の『Ｖ』の頭かしら文も字じを意味していた。

　この秘密結社は、首領のカイザー・ヴォルテックスが、世界中より悪者を集め、一大組織としてまとめあげている。

　構成員は、魔物から、獣じゆう人じん、人間の異能者まで幅はば広ひろい。なかには、カイザー・ヴォルテックス自身が、施せ術じゆつをした者──怪かい人じんもいる。

　幹部たちが口々に件くだんの『禍の団カオス・ブリゲード』をけなす。

「ふっふっふっ、『禍の団カオス・ブリゲード』などと、我ら『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』のパクリのような組織があとから出てきて幅を利きかせていたのがおかしかったのだ」

「パクリはパクリらしく、一年もしないうちにこのザマだ。まったく、悪の組織としては二流。否いな、三流以下だ」

　これには戦闘員たちも呼応する。

『そうだそうだ！』

「組織の設立は我らのほうが先！」

「何が『禍わざわい』だっ！　絶対に我らが『渦うず』を真ま似ねしたに違ちがいないっ！」

　彼らが文句を言うのには理由がある。

　彼らが組織されたのは、およそ五十年前だ。その間、人知れず悪の行為を世界中でしてきた。国際刑事警察機構ＩＣＰＯなどに尻しつ尾ぽをつかまれると面めん倒どうなため、慎しん重ちように慎重を重ねて、悪行をしていたのである。

　時間をかけてようやく戦力が整ってきた折、そろそろ日本から征服をしようと企たくらんでいたそのときに『禍の団カオス・ブリゲード』が決起し、出で端はなをくじかれた。

　しかも、こちらが『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』で、彼らが『禍の団カオス・ブリゲード』という、どこか似た名めい称しようである。

　事あるごとに、こちらの仕し業わざがあちらの仕業と認識されたり、あちらの仕業をこちらに被かぶせられるという、いらぬ誤解と迷めい惑わくをかけられており、毎度苦く汁じゆうを嘗なめたのだ。

　──ここにいる全員が、日々『禍の団カオス・ブリゲード』を呪のろっていた。

　その願いが通じたのか、先日ついに彼ら『禍の団カオス・ブリゲード』は大きく崩壊したのだった。

　そう、立ち上がるのなら、今しかないとここにいる全員が想おもいをひとつにしていた。

　首領が、あらためて皆に宣言する。

「皆の者、これより我が『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』は、日本の征服を本格化させる。この国を恐きよう怖ふのどん底にたたき落とし、世界征服の足がかりにするのだっ！　まずは北の大地──北海道から落とすっ！」

　片手を振ふり上げて、拳こぶしを大きく握にぎりしめる。首領の背後にあるのは、邪悪な渦巻きマークの旗印だ。

「そして、いずれ──この国のすべてを地じ獄ごくとするのだっ！」

　首領の力ある言葉を聞いて、戦闘員は再びＶの字を作り、

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　意思をひとつにするのであった──。

　首領が目を光らせて、ある者の名を呼ぶ。

「鮭さけの怪人よ、表に出よ」

　戦闘員のなかから、その怪人は姿を現した。

「シャーケッケッケッ！　お呼びですかな、カイザー・ヴォルテックス首領！　征服の第一歩となる北海道の攻こう略りやくをこの『反逆の鮭王リミツトオーバー・サーモン』と呼ばれし、この俺──サーモン・キングに任せていただけるということでしょうか！」

　哄こう笑しようをあげながら、現れたのは頭部が魚──鮭という人型の怪人である。手には銛もり、頭の上に王おう冠かんを載のせていた。

　鮭の怪人──サーモン・キングの登場に戦闘員たちがざわついた。

「いきなり、キング・サーモンさま……いや、そう呼ぶとあの方は怒おこるのだったな。とはいえ、初っぱなからサーモン・キングさまを呼ばれるとは……。どうやら、首領は本当に日本征服をするようだ」

「ああ、サーモン・キングさまは鮭時代に通常六年ほどで母川に回帰するところを、本能に反逆し続け三十年間、海を泳ぎ続けたという。その結果、首領にその意気を買われて、怪人と化した恐おそろしい魚類だ」

「あの方は、ものによっては十万はくだらないとされる幻まぼろしの鮭──鮭けい児じのことを『本能に負けた早そう漏ろう野や郎ろう』と吐き捨てるぐらいの強つわ者もの。恐ろしいお方だ」

　戦闘員がサーモン・キングの恐ろしさを口にしていくなかで、首領が命ずる。

「では、キング・サー……いや、サーモン・キングよ。北海道攻略をお主に任せる！　見事、あの土地を恐怖に陥おとしいれるのだッ！」

　サーモン・キングはその場でひざまずいて宣言する。

「ハハーッ！　このサーモン・キング、必ずやそのご命令を完かん遂すい致いたしましょうッ！」

　そして、立ち上がるなり、サーモン・キングはＶの字ポーズをした。

「ヴォルテ────ックスッッ!!」

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　戦闘員もこれに続く。

　こうして、兵藤一誠たちが卒業旅行の最終確かく認にんをしているなかで、謎なぞの悪の組織がひそかに動き出したのだった──。
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　明くる日の正午──俺こと兵藤一誠は、北海道の新千ち歳とせ空港に降り立っていた！

「さて、着いたぞ、初の北海道！」

　うーん、空港に着いた途と端たんに肌はだ寒ざむさを感じたぜ！　さすが北海道！　三月後半でもまだまだ寒い！　けど、初めての北海道だから心地よい寒さに感じるぜ！

　俺たちは旅行のスタートを形から入るため、飛行機で飛び立つことを決めていた。

　まあ、このあと、他の土地に行くときは転移型魔ま方ほう陣じんでジャンプになるけどね。

　旅行の始まりは飛行機で行きたかったというリアスのこだわりに皆の意見が合がつ致ちしたので、こういう形になったのだった。

　一いつ旦たん、空港でメンバーは解散ということになる。それぞれが行きたい場所に赴おもむき、夕方、予約してある札さつ幌ぽろのホテルで集合となった。

　とはいえ、スタートの北海道編は二泊はくの予定だ。

「僕は明日新しん撰せん組ぐみに縁えんのある函はこ館だての五ご稜りよう郭かくに行く予定なんだ。トスカも連れていくつもりさ」

　それが明日の木場の予定らしい。そんな感じで案外皆旅行は自由に行動する。

　──と、ゼノヴィアが懐ふところから鍵かぎを取り出した。指でキーホルダーをくるくると自じ慢まんげに回していた。

「ふっふっふっ、今回私はこれに乗る」

　すぐに俺は察知する！

「あ、それバイクのキーか！」

　うなずくゼノヴィア。

「うん、実は免めん許きよを取ったんだ。そして、悪魔の仕事で得ていたお金でバイクも買った。あとで魔方陣で呼び出して、この広い北海道を走るつもりだ」

　マジかっ!?　ゼノヴィアの奴、中免が欲ほしい欲しいと事あるごとに口にしていたが、いつの間にか取得してやがったのか!?　バイクも欲しがってたもんな！

　うわー、うらやましい！　俺もバイクの免許欲しいんだよなっ！

「あとでゼノヴィアのうしろに乗せてもらう予定よ」

　イリナがピースサインでそう告げる！　いいないいな！　俺も乗せて欲しい！

　リアスが「イッセーも免許取ったほうがいいかもね」と微笑ほほえむなかで、彼女も車の鍵を懐から取り出していた。

「私も免許を取ったから、あとでマイカーを召しよう喚かんして乗るつもりよ。一度、広い公道で走ってみたかったのよね」

　リアスが自動車の免許を取ったのは報告を受けていた。去年の段階から、免許に興味を抱いだいて、冥めい界かいと人間界、両方の教習所に通っていたもんな。

「うふふ、私も取りましたけどね。もちろん、いい機会なので走ってみますわ」

　朱乃さんもリアスに付き合って、一いつ緒しよに免許取ったんだよな。なんだか、周りに免許持っているヒトがどんどん増えそうだ。

　ロスヴァイセさんが控ひかえ目に挙手した。

「私もレンタカーを借りて走る予定です」

　おおっ、ロスヴァイセさんも北海道を走りますか！　免許持っている組は、北海道の広い公道を楽しみたいようだ。

　リアスが俺に言う。

「イッセー、ドライブしましょう。私が運転するわ」

　おっ、リアスからのお誘さそい！　俺も助手席から北海道の風景を見てみたいね。どちらにしろ、北海道の観光は車がないと話にならないっつーからな。

　リアスの誘いに応じようとした俺だったが──待ったがかかる。

「あ、あのっ！」

　ロスヴァイセさんが赤面しながら、大だい胆たんに挙手していた。

「どうしたの、ロスヴァイセ？」

　問うリアスにロスヴァイセさんは勇気を振り絞しぼった様子で言った。

「わ、私もイッセーくんとドライブしたいです！」

　──っ！　なんと、ロスヴァイセさんからもお誘いを受けてしまった！　これはうれしいけれど、先に誘ったリアスはというと──こちらも微笑んでいた。

「あら、大胆ね。さすが眷けん属ぞく同士。うふふ、じゃあ、じゃんけんをしましょう。勝ったほうが、イッセーとドライブできるの。けど、旅行中の次のドライブは負けたほうに譲ゆずること。ある意味で順番決めと言ってもいいわね。これでいいかしら？」

「ええ、もちろんです！」

　応じるロスヴァイセさん！　こうして、二人はじゃんけんを始めて……。

「──ということで、イッセーくん。……わ、わたすとドライブに行ってくだせぇ」

　じゃんけんに勝ったのは、ロスヴァイセさん！　方言丸出しでロスヴァイセさんがあらためてお誘いしてくれた！

「は、はい、よろしくお願いします」

　かくして、一日目は車で北海道を見て回ろうということになったのだった。




　途と中ちゆうまで、リアスが運転する車と、朱乃さんが運転する車が先行していたけど、それぞれ見て回りたいところが別なので、別れることになった。リアスと朱乃さんが運転する車には、他のメンバーが乗っていて観光を希望している場所に向かうようだ。

　俺とロスヴァイセさんと同じ方向を行くのは、先行しているバイクのゼノヴィアだ。うしろにイリナを乗せて、車があまり走っていない道をかっ飛ばしていた。

「ったく、ゼノヴィアったら、飛ばしてんなー」

　ライダースーツに身を包んだゼノヴィアが、フルフェイスのヘルメットを被かぶり、レーサーレプリカタイプの青いバイクをかっ飛ばす。クソ！　様になってんな！　バイク運転しながら、デュランダル振るったら、めっちゃカッコイイかもね！

　隣となりで車を運転しているロスヴァイセさんが言う。

「買ったばかりのバイクで広い北海道を走れるんですから、それは楽しいのかもしれませんね。でも、ゼノヴィアさんったら、ちょっと速度出しすぎです！　あとで引いん率そつ者しやとして注意しなければいけませんね！」

　おっと、教師魂だましいに火が点ついたようだ。──が、途端にロスヴァイセさんが俺に謝る。

「あ、安全運転でごめんなさい。速度が遅おそいかもしれませんね」

「いえ、気にしないでください。俺、ロスヴァイセさんの運転、安心できますよ」

　俺の本音だ。ロスヴァイセさんの運転は安全で的確だ。それに外の風景もきちんと眺ながめながら楽しめる。

　うっすらと積もった雪景色を進むのは、北海道を走ってるって気がするよ。

「け、けど、私、こうして男の方とドライブするのが夢でして……」

　ロスヴァイセさんは気き恥はずかしそうにそう言う。

「あー、でも、男の俺が助手席ってのもちょっと格好付かないのかな」

　俺が運転して、女の子を助手席ってほうが良かったかもな。

　しかし、ロスヴァイセさんは慌あわてる。

「そ、そんなことないですよ！　これはこれで……とてもうれしいですから」

　赤面するロスヴァイセさんはとてもとてもかわいらしいものだった。

「すみません、高校卒業する頃ころには俺も免許取るんで。そのときは逆になれたらいいですね」

　俺の言葉に驚おどろくロスヴァイセさん。

「えっ!?　わ、わたすをドライブに連れてってくれるんけっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声まで出して──前方を確認するのを忘れるほどだった！

「ちょ、ちょちょちょ、ロスヴァイセさん、前前前！」

「ああ、すみません！　私としたことが、と、取り乱しまして……っ！」

「あの、俺で良かったら、ドライブに連れていきますんで。そのときはよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる俺に、ロスヴァイセさんまでかしこまって頭を下げてくる。

「こ、こちらこそ、末永くよろしくお願いしますぅっ！」

　す、末永くか。でも、俺の眷属になってくれたし、末永い付き合いになるだろうね。光栄なことさ。

　──と、前方を走っているゼノヴィアが、突とつ然ぜん速度を落として、ついにはバイクを路ろ肩かたにつけて停止した。

「あら、ゼノヴィア……停とまった？」

　訝いぶかしげにしている俺とロスヴァイセさん。ロスヴァイセさんも路肩に車をつけて、俺たちも外に出て行く。

　ゼノヴィアとイリナはバイクから降りて、コテージが並ぶ場所に視線を送っていた。

「どうした、ゼノヴィア、イリナ？　こんなところで停まって」

　ゼノヴィアがコテージの方向を指さす。

「いや、あっちのキャンプ地が騒さわがしそうだからな」

　よく見ると、遠目に慌てた様子のお客さんたちの姿。悲鳴らしきものも聞こえてくる！

「こんな時期三月の北海道でもキャンプ場って開いているんですね。しかし、この悲鳴は物ぶつ騒そうだな」

　俺の疑問にロスヴァイセさんが答える。

「開いているところは開いていたはずです。確か、通常より値段も安いとかって」

　へぇ、じゃあ、来たいヒトは来るかもな。特に観光客とかさ。

　何はともあれ、騒ぎを知った以上、ただで去るわけにもいかない。俺、ロスヴァイセさん、ゼノヴィア、イリナは視線で応じ合って、キャンプ場に入っていくことにした。

　入っていってすぐにおかしな光景を目にする。

　……全身黒ずくめの怪あやしい連中と……魚の被り物をした変なのがいる……？

「ん？　なんだ、あの……着ぐるみの集団？」

　首をひねるしかない俺たちだったが、ロスヴァイセさんがこう言った。

「例の集団かもしれませんね」

　あー、レイヴェルからそんな報告受けてたね。観光地で悪さをする着ぐるみ集団がいるとかって。

「行ってみるか」

　俺たちがそこにたどり着くと、鮭さけの被り物をした変人が哄こう笑しようをあげていた。

「シャーケッケッケッ！　こんなところでのんきにキャンプとはな！　このサーモン・キングさまが来た以上は、おまえたちの平和は終わりだっ！　このキャンプ地を地じ獄ごくに変えてくれるわ！　よし、手始めにそこのバーべキューをすべて鮭にしてしまうのだっ！」

　鮭の変人がそう叫さけぶと、

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　黒ずくめの連中が怪しい叫び声とポーズをして、お客さんたちが焼いていたバーベキューの品を全部鮭の切り身に変えていく。

「うわーん！　お肉が鮭だらけになっちゃったよーっ！」

　子供がバーベキューを邪じや魔まされたことで、大泣きする。

　鮭の被り物は、奪うばった肉をバクバクと食べながら、子供にこう言い放った。

「魚を食うのだガキども！　肉ばかりでは栄養が偏かたよるぞーっ！　肉は我らが食べてくれるわっ！　シャーケッケッケッ！」

　……う、うーん。なんだこれ？　と、とりあえず、悪いことはしているよな。

　さて、どうしたものか。ここまで来て見て見ぬフリはできないだろうし。

　などと思っていたら、正義感の強いゼノヴィアとイリナが一歩前に出た。

「おい、そこの魚……の魔ま物ものか？　レジャー施し設せつで悪さをするものじゃないぞ」

「そうよそうよ！」

　鮭の被り物……じゃなくて、魔物？　獣じゆう人じん？　そいつがゼノヴィアの登場を嘲あざ笑わらった。

「シャーケッケッケッ！　何かと思えば、女子供が出る幕ではないわっ！　我らの邪魔をするのなら、容よう赦しやはせんぞ！　鮭地獄に堕おとしてくれるわっ！」

　銛もりを手にしたぞ、この鮭!?　さすがに得物を取り出した以上、捨て置くわけにはいかないよね。

　ゼノヴィアもイリナも魔ま方ほう陣じんから聖せい剣けんを取り出して、鮭に向かって構えた。

「ふむ、仕方ない」

「それなら、やるしかないわよね？」

　……やるしかないか。俺も籠こ手てを出し、ロスヴァイセさんも魔法の構えを見せるなかで、鮭野や郎ろうとの戦いが始まった──。




　──と、それから数時間後、観光を終えた俺たちは札幌のホテルにたどり着いた。

　いやー、富ふ良ら野ののチーズ工こう房ぼう楽しかったな！　チーズもバターもアイスも皆みんなで作って、ピッツァも食べてきた！　途中でおかしな鮭がいたけど、楽しかった楽しかった！

　先にホテルに着いていたリアスが訊きいてくる。

「あら、あなたたち。どうしたの？　鮭のニオイがするわね？」

　どうやら、鮭臭くさいようだ。チーズ工房でも係のヒトに突つっ込まれたしな……。

「ああ、うん。ちょっとね。それより、今夜はどこで夕食を？」

　特にリアスに話すこともなく、今夜の夕飯を訊いた。

「うふふ、小猫たちとも話したのだけれど、ジンギスカンの食べ放題──」

　てな風に北海道のグルメツアーもスタートだぜっ！




　　　　─●●●─




　兵藤一誠たち一行が北海道での旅を満まん喫きつしたあとのこと──。

　一方の『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』アジトでは──。

　集会場はお通つ夜やムードになっていた。壇だん上じようの一角には──サーモン・キングの遺い影えいが置かれている。北海道攻こう略りやくに旅立ったサーモン・キングは、偶ぐう然ぜん出会った手て練だれの戦士に討うたれて戦死を遂とげたのだ。

　これには戦せん闘とう員たちも言葉もない。

　首領も深い息を吐はいていた。

「……まさか、我らが『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』でも屈くつ指しの戦士たるキング・サーモンがやられるとはな……」

　嘆なげく首領を見て、首領がサーモン・キングの名前を間ま違ちがえていることに配下の者たちも突っ込めなかった。

　そのときだった──。壇上の幹部たちが、一いつ斉せいに前に出る。

「ふふふ。首領、奴やつは所しよ詮せん『四よん覇は将しよう』に選ばれなかった魚おとこ。ここは我らにお任せを！」

　幹部──『四覇将』の進言に首領も唸うなる。

「おおっ、我が『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』が誇ほこりし、『四覇将』っ！　動いてくれるか！」

　幹部の一人が覆ふく面めんとマントを脱ぬぎ払はらった。そこに現れたのは──褐かつ色しよくの肌はだに陰おん陽みよう師じの衣い装しよう、そして顔面に五ご芒ぼう星せいという出いで立ちの幹部だった。

「先発はこの私、ペンタグラム伯はく爵しやくにお任せあれっ！　我が陰陽道の業わざにて……そうですな、日本屈指の観光地──京の都を魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする地獄と化してみせましょうぞ！」

　顔面五芒星男──ペンタグラム伯爵の登場に戦闘員たちが沸わく。

「おおっ、伯爵が出るのか！」

「陰陽師なのにペンタグラムという横文字で、異国の生まれ！　そして、なぜか伯爵！」

「しかし、実力は本物だぞ……っ！　何せ、京都中の寺、神社で悪さをして、そのすべてから出禁を食くらったのだ」

「……おみくじに超ちよう大だい凶きようを混ぜたり、絵馬に『リア充じゆうが死にますように』という呪のろいを込こめてくくりつけるほどだ……」

　戦闘員たちが伯爵の伝説を語るなかで、首領が高らかに命ずる。

「──ペンタグラム伯爵、伝統ある京都を冥めい府ふ魔道に堕とすのだッ！」

　ひざまずく伯爵。口元には冷れい酷こくな笑えみを浮うかべていた。

「ハハーッ！　お任せをっ！　ヴォルテ────ックスッッ!!」

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　全戦闘員がポーズを決めるなか、秘密結社は次に京都を狙ねらうのだった──。




　　　　─○●○─




　旅行三日め！　北海道で二日過ごし、次の目的地たる京都に俺こと兵藤一誠と仲間たちはたどり着いていた。

「京の都の案内ならば、この九重にお任せなのじゃ！」

　ということで、約束通り九重と合流して、何度めかの京都観光ガイドを頼たのむことに。

「京都に来るたびに毎度すまないな、九重」

　そう言う俺に九重は楽しげにピースサインを作る。

「良いのじゃ！　兵藤家にご厄やつ介かいになるゆえ、このぐらい安いものじゃぞ！」

　京都での滞たい在ざい時間は一日だ。その間、時間が許す限り、皆の行きたい観光名所を巡めぐろうというツアーになった。ゼノヴィアだったら、修学旅行で印象的だったという金きん閣かく寺じ銀閣寺に、もう一度観光ってな具合だ。

　九重に頼んで皆の願いが叶かなう最短最速のコースを案内してもらう。

　寺、神社を巡りつつ、京都のおいしいものも食べていくなかで、九重が漏もらす。

「フィス殿どのたちにも直接現地で京都のおいしいものを食べてもらいたいのにのう……」

「フィスと……リースは事情があって、あまり家から離はなれることができないからな」

　立場的に仕方のないことだ。オーフィス、リリス、今日一日だけ九重がいないけど、良い子でお留守番をしていておくれ！

　リアスが安心させようとこう言う。

「うふふ。とはいえ、おいしいものを見つけたらその都度魔方陣を介かいして二人に即そく時じ送っているから問題ないわ」

「二人して魔方陣の前で正座して、食べ物が送られてくるのを待っているそうですわ」

　朱乃さんがそう言った。

　へへっ、魔方陣の前で座りながら、よだれ垂らしつつ食べ物が届くのをわくわくしながら待っている二人を想像してしまった。想像だけで大分和なごんだぞ。

　それを受けて、イリナ、ゼノヴィア、アーシアが口にする。

「けれど、この京の都を見て回れないのはかわいそうね」

「いつか、二人も連れてここに来たいね」

「ええ、必ず来ましょう」

　……まったくだぜ。あの二人をいろんなところに連れて行きたいもんだ。いろいろなものを見せてやるって約束したしな。友達としてさ──。

　兵藤家でお守もり役を引き受けてくれた九重も、いずれどこかに連れてってあげたいね。

　──と、清きよ水みず寺に着いたときだった。寺のほうで騒さわぎが起きているようだった。

「むぅ、どうしたのじゃ？　何やら騒がしいのう。せっかく、イッセーたちを案内しているというに」

　九重の疑問に、侍じ女じよの狐きつね娘むすめがドロンと現れて、説明してくれる。

「はい、姫ひめさま。それが……変質者が清水寺で言いがかりをつけているそうでして……」

　気になった俺たちは清水寺に入って、騒ぎのもとへ。

　人だかりができていて、様子をうかがえば──顔面に五芒星をつけた変人が、黒ずくめの集団を引き連れて、寺の関係者と問答をしていた。

「ふっふっふっ！　この寺のおみくじはすべて超大凶に替えさせてもらいました！」

　五芒星の変人が、そう高笑いしている。

「お、お客さん！　困りますよ、そんなことしてもらっちゃっ！」

　寺の関係者はめっちゃ怒おこっていた。まあ、勝手におみくじを替えられちゃたまったもんじゃないよな。観光資源だろうし。

　寺の関係者の一人が、五芒星の変人に覚えがあるようで指を突きつけていた。

「こ、こいつ！　例のイタズラ犯ですよっ！　京都中の寺や神社で出禁を食らっている有名な変人ですっ！」

　……あー、有名なイタズラ犯ね。ったく、どうしてこう鮭といい、旅先で変なのに出会うんだ、俺たちは……。

　ゼノヴィアとイリナもぷんすか怒っていた。

「けしからんな。イリナ、一いつ緒しよに懲こらしめてやらないか？　北海道で会った連中もあんなのだったしな」

「そうねそうね！　ああいう悪いヒトを懲らしめるのなら、主も許してくれそうだわっ！」

　北海道のキャンプ地と違って、ここはヒトが多いから、暴れたら目立つだろうし、勝手にケンカしたら俺たちまで出禁食らうぞ。

「く、九重。なんだか、変な奴が清水寺で暴れているようだけど、どうする？」

　一応、ここの妖よう怪かいのお姫さまに問う。

　九重は侍女に命じて、電話させていた。九重が言った。

「皆さまのお手を煩わずらわせる必要はありませんぞっ！　そんな輩やからは警察に通報すればいいのじゃ。私たちの出る幕では無いのじゃ。ささ、イッセー、皆みなさま方、京のおいしいお店をどんどん紹しよう介かいしましょうぞ！　ついてきてくだされ！」

　あ、警察に連れん絡らくでいいんだ……。ま、おみくじぐらいなら、警察の領分なのかな。それにおかしなことをすれば、九重の一派──京都の妖怪たちが黙だまっていないだろう。

　俺たちは気を取り直して、観光を再開することに──。




　　　　─●●●─




　兵藤一誠たち一行が京都での旅を体験したあとのこと──。

　一方の『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』アジトでは──。

「馬ば鹿かなッ！　ペンタグラム伯爵が負けただと!?」

　部下の報告を受けて、首領──カイザー・ヴォルテックスは驚きよう愕がくの声を出していた。

　戦闘員が説明を続ける。

「せ、正確には警察に捕つかまりました。い、いま、事情聴ちよう取しゆを受けているところです」

　厳しい表情で額に手を当てる首領。

「……くっ、伯爵がここの場所を漏らさねばいいのだが……警察は怖こわいからな」

　日本の警察を舐なめてはいけない──。『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』の訓くん戒かいのひとつである。

　伯爵が捕まったことで、どよめく戦闘員たちだったが──。

「首領ッ！　『四覇将』の二番手はこのワイに任せてもらいまひょかっ！　大おお阪さかを攻こう略りやくしまっせっ！」

　関西弁で新たな声が上がる！　また一人、幹部が覆面とマントを脱ぎ払う。

　そこに現れたのは──プロ野球チームの大阪タイガースのユニフォームを着た虎とらの獣じゆう人じんだった。彼は怪かい人じんではなく、獣人であり、『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』会議にてドラフト一位指名で選せん抜ばつされた逸いつ材ざいである。何より彼は鋼はがねの肉体の持ち主であり、二メートルを優に超こえる巨きよ漢かんだ。

「むっ！　タイガー監かん督とくかっ！　まさか、その方が出ることになるとはな……っ！」

　首領の言葉に虎の獣人──タイガー監督が笑う。

「にゃっにゃっにゃっ！　問題ありまへんで！　この道どう頓とん堀ぼりクローでどんなアホでも粉々でんがなッ！」

　鋭えい利りな爪つめを出しておきながら、猫ねこのようにかわいい笑い声をあげる幹部であった。

　戦せん闘とう員たちがまた沸き立つ。

「タイガー監督が出ることになるなんて！」

「数百人の関東人に無理矢理お好み焼き定食を食わせてまわった戦士……っ！」

「お笑い芸人をすべて暗記していると聞くっ！　おすすめを訊きけば、そのヒトの笑いのツボを瞬しゆん時じに理解して最適な芸人を紹介するという！」

「タイガースが優勝した年は力が数千倍に引き上がるという伝説もあるほどだ！」

　タイガー監督は、そろばんを出して何やら計算をしながら哄こう笑しようする。

「にゃっにゃっにゃっ！　大阪を『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』色で染め上げまっせッッ！　ヴォルテ────ックスッッ!!」

　タイガー監督のポーズに戦闘員たちもまたまた呼応する。

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　しかし、残念ながらこの年、タイガースは優勝していないのである──。




　　　　─○●○─




　旅行四日め！　俺こと兵藤一誠と仲間たちは、九重に再度オーフィスたちの面めん倒どうを頼んでから別れて、食い倒だおれの街──大阪に着いていた！

　ゼノヴィアが意い気き揚よう々ようと叫さけぶ。

「大阪といえば、食い倒れと聞く！　アーシア、イリナ！　腹が破れるつもりで食べて食べて食べまくるぞ！」

　これにイリナとアーシアが手をあげてテンション高めにしていた。

「もちろんでんがなっ！　なーんてね！」

「本場のたこ焼きが食べたいですっ！」

　アーシアったら、本場のたこ焼きが食べたいってずーっと言ってたもんな。俺にとっても初めての大阪だ。一丁、食い倒れてみますかね。

　──と、新たに旅に合流する者たちがいた。

「にゃははっ！　ようやっと合流できたにゃん。さーて、白しろ音ね、ルフェイ。食べまくるわよ。猫ねこ又または食べてなんぼよ」

「大阪って初めてなので楽しみです！」

　黒歌とルフェイだった。特に黒歌はいつもの着物ではなく、ラフなロングコートにスカートという格好だ。食い倒れるためには着物の帯が邪じや魔まということなのだろう。

　黒歌の言葉に小猫ちゃんの目が光る。

「任せてください。この日のために、昨夜は食事の量を抑おさえました」

　うん、小猫ちゃんったら、京都での夕食はいつもと違ちがって大分控ひかえ目で、大皿料理の数も抑えていた。このときのためにあえて我が慢まんしたのだろう。

　リアスが小猫ちゃんの肩かたに手を置く。

「こういうとき、小猫のおいしいものセンサーはバツグンよ。小猫、頼むわね」

「任せてください、リアス姉さま。今夜は寝ねかせませんよ」

　おおっ、心強い！　何せ、小猫ちゃんったら、旅支じ度たくの段階から各地のおいしいものガイドの本を穴が空くと思えるほど読んでいたもんな。

「にゃははっ！　白音が食べ物で口説くときは覚かく悟ごしておいたほうがいいにゃん」

　黒歌も楽しそうだ。……こいつは遠えん慮りよなしで食いそうだな。

　俺たちは、新世界、通つう天てん閣かく、大阪城と有名なところをぐるりと見て回ったあとに本命となる道頓堀で食事となった。

　もう目につくものを端から食べるがごとく、たこ焼きは当然のこと、串くしカツ、お好み焼き、生卵を混ぜる「名物カレー」、イカ焼き、豚ぶたまんと腹に詰つめ込めるだけ詰め込んでいった。

　おいしいのは当然なのだが、途と中ちゆうから意地でも食べておかないと損だという意識が俺のなかでも皆みんなのなかでも生まれて食べていたように思えるが……。

「ここからが本番です」

「そうね。その通りにゃ」

　小猫ちゃんと黒歌はまだまだ食い足りないようだ！　猫又の腹は底なしかっ！

　などと、驚おどろいているうちに俺たちは前方の異変に気づく。

　人だかりができており、大きな声も聞こえてきていた。

　先にそちらに行っていたゼノヴィアが、様子を見てきたようで、小猫ちゃんと黒歌にこう述べた。

「なあ、小猫、黒歌。あちらに虎とら柄がらの……猫又？　化け猫？　らしきものがいたんだが？」

　猫又姉し妹まいはきょとんとしており、顔を見合わせていた。

　騒ぎの場所に近寄ってみると──虎の頭部と特とく徴ちようを持った巨体の暴漢が、一いつ般ぱん人に突つっかかっていた。しかも大阪タイガースのしましまユニフォームを着ている。

　虎の暴漢の周囲には……例のごとく、黒ずくめの集団がいるっ！

「なにあれ？　猫……虎の獣人？　妖怪？」

　黒歌もひと目では判断がつかず、訝いぶかしげにしていた。

　さらに近寄ると、騒ぎの様子が見えてくる。虎の……獣人が、一般人に向けて、お好み焼きが載のった大きな皿と、白米の入った茶ちや碗わんを同時に突き出していた。

「ほれほれ、関東人めっ！　このお好み焼きで白米を食べるんやっ！　ほーれほれっ！」

　一般人の男性にお好み焼きとご飯を同時に出す虎の獣人。

「うわぁっ！　粉もので飯なんて食べられないよ！」

　一般人の男性は関東のヒトなのか、ふたつの組み合わせにイヤイヤしていた。虎の獣人はその反応にキレる。

「我、何ぬかしとんねん！　粉もんで飯を食べてなんぼやでッ！　たこ焼きや焼きそばでも飯を食うやろ!?　何も間違ってへんわっ！」

「どっちも主食だっ！　お好み焼きもたこ焼きも焼きそばもおかずじゃないよ！」

　男性の言葉に周囲の野次馬な関西のヒトたちも、

「なんやて！　そんなん楽勝で食えるやろ！」

「これだから関東人はほんまのうまいもんがわからんねん！」

　って、虎の獣人の意見に同調していた。おおっ、関西のノリだ……っ！　こんな状じよう況きようでもノるときはノるんだね！

　涙なみだ目めの男性に虎の獣人は邪じや悪あくな笑えみでこう言う。

「弁当にナポリタン入ってるやろ？　それと一いつ緒しよや。なーに、慣れれば楽やでぇ。ほれほれ、お好み焼きでご飯食うてみぃ？」

　なんてこった。つまり、奴やつは関東のヒトにお好み焼き定食を食べさせようとしているのか!?　う、うーん。その組み合わせが関西にあるのは知っているが……俺も無理だな、あり得ない。お好み焼きはお好み焼きだよ！　でも、焼きそばでならご飯は食えるかも！

　なんて風に俺が食のこだわりを思し慮りよしているなかで、小猫ちゃんが一歩前に出た。男性を庇かばいながら、虎の獣人に一言告げる。

「そこの虎さん。一般のヒトをいじめてはダメです」

　虎の獣人が「にゃにゃにゃ」と見た目と裏腹なかわいらしい笑い声をあげる。

「なんや、嬢じようちゃん。って、嬢ちゃん、猫又やな？　まあええわ。嬢ちゃんにもこのお好み焼きでご飯を食べてもらいまひょかっ！」

　お好み焼きとご飯を同時に突き出す虎の獣人。

　しかし、小猫ちゃんは不敵な笑みを見せた。

「余よ裕ゆうです。けど、その前に食い倒れの街での悪さは許しません」

　かくして、周囲の野次馬も「嬢ちゃんやれやれ！」とノリノリのなかで、猫と虎の戦いが始まった──。
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　兵藤一誠たち一行が大阪での食い倒れを満まん喫きつしたあとのこと──。

　一方の『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』アジトでは──壇だん上じようの一角にタイガー監督の遺い影えいが増えていた。

「まさか、タイガー監督が負けるなどと……っ！」

　ショックのあまり、顔を手で覆おおう首領──カイザー・ヴォルテックス。言葉もない。

　戦闘員も悔くやみながらタイガー監督の報告を告げる。

「全治二ヶ月の大おお怪け我がだそうですっ！　くっ、タイガースが優勝していれば、後おくれを取ることもなかったはず……っ！　悔やまれますっ！」

　首領が首を横に振ふる。

「言うな。これもタイガー監督の宿命。タイガースの優勝を待つだけの余裕が我らには無かったのだ……っ！」

　幹部たる『四覇将』が二人もやられたことで、どんよりとした重い空気が組織内に流れるなかで、その笑い声が集会場に木霊こだまする。

「ぶっひっひっ！　まったく、伯はく爵しやくも監督も情けない限りですな！　次の福ふく岡おか征せい伐ばつは我に任せてもらいましょうっ！」

　三人めの幹部が、覆ふく面めんとマントを取り払はらう。そこにいたのは──ラーメン屋の格好をした豚の怪かい人じんであった。頭部が豚であり、額にはタオルを目ま深ぶかに巻いていた。

「やはり、次はお主が行くか。──豚丸骨げんこつ大将」

　目を細める首領。ついに三人めの『四覇将』を出さなければならない状況に真に迫せまる表情となっていた。

　豚丸骨げんこつ大将の投入に戦闘員たちも戦おののく。

「つ、ついに大将自ら出しゆつ立たつすることになるとは……」

「首領が改造した怪人のなかでも最強と噂うわさされるこのお方が出ることになるとは……福岡は終わるぞ！」

「一いち見げんさんお断りのラーメン店で、数多くのラーメンマニアを虜とりこにさせたと聞く！」

「……大将が経営する店に入れば、大将の能力が発動して強制的にその店のルールに従わせられるという……っ！　私語厳禁！　携けい帯たい電話も禁止！　ラーメンはスープから飲まないといけない！」

「その特性に洗脳されたラーメンマニアがグルメサイトでステマの嵐あらし！　おかげで大将の店は繁はん盛じようし、我が組織の重要な資金源になっているっ！」

「あの伝説の湯切り──『終末の豚落としラスト・ブタリオン』が発動したら、やはり福岡が終わるっ！」

　緊きん迫ぱく感かんが増す集会場で、豚丸骨げんこつ大将が残ざん忍にんな笑みで叫ぶ。

「ぶっひっひっ、福岡名物である屋台のエリアを我がラーメンで蹂じゆう躙りんしましょうぞっ！　すべての屋台を『渦の団ヴオルテツクス・バンチラーメン』に染め上げますぞっ！　ぶーひっひっひっ！　ヴォルテ────ックスッッ!!」

『ヴォ、ヴォルテ────ックスッッ!!』

　戦闘員も豚丸骨げんこつ大将の投入に恐おそれるなか、福岡征伐が始まりを告げる──。
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　てなわけで旅行も五日め！　俺こと兵藤一誠と仲間たちは九州の福岡に降り立っていた。

　昼間の観光を終えて、昨日の大阪と同じく、食い倒だおれを決行することに！

　ここでもゼノヴィアがご機き嫌げんに言う。

「福岡でも食べまくりだ！　アーシア、イリナ！　時間が許す限り、屋台巡めぐりをしていくぞ！」

　とうのイリナとアーシアはさすがに連日の豪ごう華かな食事、特産品の食べ歩きで体重を気にしたのか、肉がぷにってきたお腹なかを怖こわ々ごわとつかんでいた。

「これ、絶対太るわ！　でも、とんこつラーメン、もつ鍋なべ、明めん太たい子こ、鉄てつ鍋なべ餃ギヨウ子ザ、久く留る米めの焼き鳥……っ！　食べなきゃいけない気がするの！」

「イッセーさんっ！　太っても嫌きらわないでくださいね！」

　大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。太っても誰だれも嫌いやしないし、ダイエットには俺も付き合うよ。

　食いしん坊ぼう代表の小猫ちゃんと黒歌も今夜もやる気だ。

「姉さま、加減はしないつもりです」

「いいわねぇ。地酒もいただきつつ福岡名物を堪たん能のうするにゃん♪」

　日本巡りを楽しみつつも毎回街の様子に圧あつ倒とうされているヴァレリーとトスカさんも、

「吸きゆう血けつ鬼きなのに血じゃなくて、脂あぶらもので満足しちゃうなんて。うふふ♪」

「世界にはこんなにもおいしいものがたくさんあるんですね……っ！」

　そのように感かん嘆たん、感動している様子だった。閉へい鎖さされた空間の育ちだから、脂っこいものは刺し激げき的だろうね。もっともっと、おいしいものを食べて欲しいもんだぜ！

　この状況を見てロスヴァイセさんがおかしそうに笑う。

「なんだか、卒業旅行というよりは食い倒れ旅行になりつつありますね」

　リアスもクスクスと微笑ほほえんでいた。

「うふふ、その土地の名産を食べ歩くのも旅行の醍だい醐ご味みよ」

「そうですわね。おいしそうなお店を探しながら街を見て回れば、一石二鳥ですわ」

　うむ、リアスと朱乃さんの言う通り。これぞ、旅行だと思うんだよね！　その土地の珍めずらしいものを見て、おいしそうなものを食う！　これが大事さ！

　俺たちは福岡名物の屋台エリアに足を運び、そこでハシゴをしようという計画に出た。

　しかし、屋台エリアのほうが……何やら騒さわがしい。

「あら、屋台エリアのほうが騒がしいわ」

　リアスが眉まゆをひそめて、前方に目を向けていた。

　確かにね。黒い屋台の一群が、エリアを囲むようにしている。ラーメンと書かれているから、ラーメン屋台の一群だとは思うのだが……。

　他の屋台の店主たちが、黒い屋台の店員たちと押し問答をしている様子だった。

　そちらから歩いてきたレイヴェル。どうやら、先行して状況を観察してきたようだ。

「レイヴェル、そっちで何かあったのか？」

　俺が訊きくと、レイヴェルは額に手をやりながら指をあちらに向けた。

「……イッセーさま、皆みなさま。ええ、とある屋台ラーメン屋さんの一群が、他の屋台に迷めい惑わくをかけてまして……」

　レイヴェルの指さす方向には──ラーメン屋の格好をした豚ぶたの……獣じゆう人じんらしき者が、黒ずくめの店員の集団を指揮して、元々の屋台エリアの店主たちと一いつ触しよく即そく発はつの言い争いをしているようだった。

　…………。

　さすがに俺も言葉を失った。というか、呆あきれた。

　──また、黒ずくめの集団と変人のような獣人かよっ！

　観光名所で暴れ回っているとは聞いていたけれど、ここまで連続して出会うことになろうとはな……。いやー、こいつはまいったわ。

　つか、獣人が一いつ般ぱん人の前に出すぎだろ！　異形の世界でも問題になるんじゃないか？

　ま、まあ、被かぶり物というか、着ぐるみというか、コスプレイヤーにも思われてそうだけど……。

　レイヴェルが言う。

「……十中八九、報告にあった『謎なぞの着ぐるみ集団』でしょうね。まさか、着ぐるみではなく、魔ま物ものの類たぐいが観光名所を荒あらしていたとは……」

　ため息しか出ない俺たちは、一応、顔を見合わせる。

「……これも卒業旅行を平和に過ごすためだし、困っているヒトたちを見過ごせないか」

　俺たちは屋台の料理と、その店主たちの味方をするため、黒ずくめの集団のもとに向かっていったのだった──。

　とりあえず、終わったら、とんこつラーメン食べようっと。
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　兵藤一誠たち一行が福岡での特産物を堪能したあとのこと──。

　一方の『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』アジトでは──怒いかりで椅い子すを蹴けり飛ばす首領の姿があった。壇上の一角には、豚丸骨げんこつ大将の遺影が増えている。

　肩かたで息をしながら、激高している首領が叫さけぶ。

「もう、我が慢まんならんッ！　儂わし自らが出ようではないかっ！」

　度たび重なる幹部の敗北に怒りも頂点に達して、ついに自らの出しゆつ陣じんを口にする。

　これには戦せん闘とう員たちも驚きよう愕がくする。

「なんと!?　首領自らが!?」

「お、お待ちくださいっ！　首領が出られれば、せ、世界が暗黒に包まれまする！」

　落ち着かせようとする戦闘員だが、首領カイザー・ヴォルテックスは全身からドス黒いオーラを滾たぎらせて、怒りを爆ばく発はつさせる。

「もはや、征せい服ふくではないッ！　破は壊かいだっ！　破壊しかないッ！　ここまで我が『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』が愚ぐ弄ろうされた以上は、世界を破壊して、再生するほかないではないかッ！」

　首領の迫はく力りよくにアジト全体が揺ゆれ出すほどであった。

　この状じよう況きよう下で、首領をなだめる声が響ひびき渡わたる。

「落ち着いてください、首領──。どうやら、『四覇将』の最後となった私めが首領をお守りするしかないようですな」

　覆面とマントを着た最後の大幹部──『四覇将』の四人めが首領の横に並ぶ。

　これには首領も一転して笑えみを見せて歓かん迎げいする。

「おおっ、お主が来てくれるか。──彷ほう徨こう大だい元げん帥すいファイナル・デスシーサー」

　最後の幹部が覆面とマントを脱ぬぎ放つ！　そこには──黒い毛並みの獅し子し、いや、子犬ほどのサイズのシーサーがちょこんと座っていた。かわいらしい姿の黒いシーサー──彼こそ『四覇将』最後の一角、彷徨大元帥ファイナル・デスシーサーである。

　戦闘員たちも──デスシーサーのラブリーな姿に萌もえながらも伝説を語り出す。

「で、伝説のお方がついに出られるのか……っ！」

「魔ま除よけの象しよう徴ちようとして家を守るべき存在が、一度も家を守護することなく、各地を彷徨し続けたお方っ！」

「『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』ファンクラブの女性会員から、『守ま護もられるよりも守ま護もりたい怪人』五年連続一位獲かく得とくというファイナル・デスシーサーさま自らが首領をお守りするとはっ！」

「しかし、一いつ旦たん守ま護もることを決めたときの大元帥の防ぼう御ぎよ力は、他の『四覇将』お三方が同時に攻こう撃げきしても崩くずせぬほどと聞くっ！　こうなったら、破壊を宣言された首領に触ふれられる者など皆かい無むとなるぞっ！」

「美少女美女に弱いとされるが……それは男なら誰だって弱い！」

「何より、デスシーサーさま自体がかわいいっ！　我が組織のマスコットキャラ！」

　首領はデスシーサーを肩に乗せて、前に出て行く。

　デスシーサーが「シッシッシッ」と愛らしく笑いながら言った。

「では、まずは我が古巣である沖縄から落としましょう。シーサーである私が、沖縄の住民を守らず破壊活動に従事したことがこの国に住まう者に知れ渡れば国内の絶望は必至」

　この提案に首領もうなずく。

「うむ、それは良い考えだ。では、まずは沖縄から破壊し、征服しようではないかっ！　行くぞ、我が同志たちよッ！」

　首領自らの出陣に戦闘員たちもかつてないほどのテンションでＶの字を作り応こたえる。

『ヴォルテェェェェエエエエエックスッッ!!』

　──『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』最後の戦いが、人知れず始まろうとしていた。
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　北は北海道からスタートして、京都、大阪、福岡と回った卒業旅行もついに最後の目的地──沖縄にたどり着いた！

　俺こと兵藤一誠と仲間たちは、常とこ夏なつの楽園たる沖縄に降り立つ！　三月でありながらも気温は高い！　上着一枚を脱いでちょうどいい気候だ！

　一週間の旅行だけど、残りの二日はこの沖縄で過ごすことになる。

　沖縄の初日ということで──。

「やっぱり、沖縄といえば海だよな！」

　俺たちはグレモリー家が取り仕切っている沖縄のホテルを借りて、そこの専用ビーチで早めの海水浴を堪能することになった！　俺も海水パンツに着き替がえた！

　青い海！　白い砂すな浜はま！　そして──肌はだ色いろの美少女たちっ！　──って、最後の美少女たちはうちのメンバーだけどね！

　けど、どの娘こも美少女なのは当然さ！　朱乃さん、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル、ロスヴァイセさんは水着姿となり、海で戯たわむれていた。ついでに木場も海で泳いでいる。

　小猫ちゃんと黒歌はパラソルの下で山盛りの沖縄フルーツをご堪能中。……猫又姉し妹まいはまだまだ食べるようだ。

　その横ではルフェイがトロピカルなジュースを飲んで頰ほおを緩ゆるませていた。

　ヴァレリーとギャスパーはというと、砂浜で砂遊びをしていた。

「うふふ、砂浜でお城を作るのって、夢だったのよね」

「僕たち、デイライトウォーカーで良かったね」

　うん、微笑ましい光景だぜ。

　皆みんなの沖縄満まん喫きつ風景を見ていたら、ゼノヴィアが近づいてきた。布面積の少ないビキニ姿のゼノヴィア！　胸をぶるるんと揺らしながら、俺にこう言ってくる！

「イッセー、日焼け防止用のオイルを塗ぬってくれないか？　私も日焼けを気にしたほうがいいだろうしな」

　俺はオイルを受け取り、スケベ顔で応じる。

「そりゃ、塗れるならありがたく！　って、おまえはあんま日焼けとか気にしないと思ってたけど」

　ゼノヴィアは俺の手を取り、自身の胸に引き寄せる！　やわらかなおっぱいの感かん触しよくが俺の右手を襲おそうが……ゼノヴィアが官能的な声こわ音ねで言う。

「それはそうだが、私はすでにイッセーの眷けん属ぞく。身も心もキミのものだと言っていい。それなら、イッセーのものである私の体はキミの好みに合わせたほうがいい。白い肌のほうがいいだろう？」

　──っ！　……なんて殺し文句を言ってくれるんだ、ゼノヴィアの奴やつめっ！　み、身も心も俺のものって……っ！　そりゃ、俺はおまえの『王キング』だけどさっ！

　ゼノヴィアがその場で横になり、トップスのホックを取り外し、オイルを塗られる体勢となった。生まれたままのおっぱいは乳ち首くび込みで大変素す晴ばらしいですっ！

「さあ、塗ってくれ。いや、主あるじに頼たのむのもあれか……。イッセーさま、どうか、塗ってくださいっ！　のほうがいいか？」

　かわいらしい声を作るなっ！　ま、まあ、塗らせてもらうけどさ！　いや、塗るぞ！　俺はこいつの『王キング』だ！　勝手に自由に遠えん慮りよなく塗らせてもらおうっ！

「よ、よし！　眷属の肌にオイルを塗ろうじゃないか！　これも『王キング』の務めなんだろうしな！」

「うん、頼むよ。私の『王キング』さま」

　俺に身を委ゆだねたゼノヴィアにオイルを塗ろうとしたときだった──。

「そ、それなら、同じ眷属の私も塗ってほしいです！」

　アーシアが駆かけつけて、ねだってきた！　ここにレイヴェルも駆けつける！

「あ、あの、私も眷属ですので、塗っていただけたら……光栄です！　イッセーさまっ！」

　アーシア、レイヴェルまでトップスのホックを取り払はらうぅぅぅっっ！

　おいおいおい、アーシアだけじゃなくて、レイヴェルも大だい胆たんになっちまったもんだなっ！　ここがプライベートビーチで他ほかに客がいないとはいえ、ぶるるんとおっぱいをまろび出すなんてさっ！

　しかし、アーシアもレイヴェルもまだまだ成長中だから、どんどんおっぱいが大きくなってきていてお兄さんはうれしいよっ！　形良しの上にキレイなピンクの先せん端たんだよっ！

　さらにここに駆けつける者がいた！

「わ、私にもオイルを塗ってくださいっ！　眷属ですっ！」

「チームメイトなんだし、いいわよね、ダーリン!?」

　ロスヴァイセさんとイリナだった！　おおっ、眷属の『戦車ルーク』と同じチームの『騎士ナイト』枠わくまで来ちゃったよ！

「あらあら、私も参加しちゃいますわ！」

　ここに大ボスとばかりに朱乃さん（すでにトップスは取り払い、臨戦態勢となっていた！）が合流してくる！

　しかも朱乃さんはうしろから俺に抱だきつき、耳を甘あま嚙がみしたッ！　背中に朱乃さんのもにゅんとした大きなおっぱいが押しつけられて広がっていって……これはありがたいっ！

　皆が俺に押し寄せて、俺の手を取り、ついには体ごともみくちゃになってしまった！

「お、おい、最初のオイル塗りは私だぞ！」

　ゼノヴィアまで立ち上がり、おっぱい丸出しで皆と俺を引っ張り合う！

「いっぺんには無理だよ、皆！　順番順番っ！」

　ああっ！　引き寄せられるたびに誰だれかのおっぱいがぽよよん、ぶるるんと俺の体にひっつくもんだから、たまらない状態になってしまうよっ！

「私が先！」

「私です！」

　ああああっ！　右にも左にも前にも後ろにもおっぱいがあって、なんてこった！　選より取り見取りじゃないか……っ！　やわらかな女によ体たいの感触が俺を存分に満たしてくれるっ！　けど、これでは埒らちが明かないとレイヴェルが豊満で抜ぬき身のバストを揺らしながら、こう提案する。

「それでしたら、私に提案がありますわ！　山崩しで順番を決めましょう！」

　かくして、俺のオイル塗りの順番を巡めぐって、水着の女子たちがおっぱい丸出しで、砂浜にて山崩しを始めてしまった。しかもトーナメント制で！

　……こりゃ、時間がかかりそうだ。オイルの瓶びんを片手に待ちぼうけ状態の俺。山崩しの様子を見守るしかないのか……？　いや、おっぱい丸出しの皆を見ているだけで十分に幸せだけどね！　あー、早くおっぱいを触さわりつつも女体全体にオイルを塗りたいぜ！

　そんな俺に話しかけるのは──。

「うふふ、なんだか楽しそうね」

　リアスだった。彼女が俺に訊きいてくる。

「ところでイッセー、そろそろ約束の件、いいかしら？」

　リアスは水着ではなく、ラフな半はん袖そで衣い装しようだった。リアスが視線を海岸から離はなれた場所に向けた。視線の先には──紅あかいオープンカーが停とめてあった。

　リアスが訊いてくる。

「ロスヴァイセとの約束通り、沖縄でのドライブは私と一いつ緒しよってことでいいわね？」

　──っ。そうだった。北海道ではロスヴァイセさんとドライブをした。その代わり、次の目的地では──。

　俺はにこやかに首を縦に振ふる。

「うん、よろしく」

　山崩しに夢中になってしまった女子たちは、まだ時間がかかりそうなので、俺は一旦リアスの誘さそいに乗ることにしたのだった──。




　俺も水着から普ふ段だん着ぎに着替えて、オープンカーの助手席に座る。リアスはいろんな車を持っているんだな……。北海道では赤い乗用車で、沖縄ではオープンカーだ。

　リアスの運転のもと、車は軽快に走り出し、俺たちは沖縄の海岸線を優ゆう雅がにドライブ観光となった。

　談だん笑しようしながら、ドライブすること数十分──。

　俺はふいに言った。

「……ロスヴァイセさんとドライブしたときに思ったけど、俺も免めん許きよ取ったほうがいいだろうなって」

「あら、今度はイッセーが私をドライブに連れてってくれるのね？」

「うん。男子としては、女の子を隣となりに乗せて運転したいなーってさ」

　車の免許を取ったら、やっぱり、助手席に彼女を乗せて走りたいよね。

　リアスが微笑ほほえむ。オープンカーで風を切る彼女──。紅色の長い髪かみが、沖縄の風に流れて、とてもキレイだった。

「うふふ、そうね。けど、私としては彼氏を隣に乗せて走らせるのも夢のひとつだったから、代わり番こでドライブできたらいいわね」

「なるほど、それもアリか」

　俺が免許を取ったとしても、代わり番こで運転するのもいいな。

　今回、リアスは目的地があるようで、走ること一時間ほど、俺たちは沖縄でも有名な水族館に着いた。

　なんでもジンベイザメが何匹びきもいるそうで、その泳ぎを見るだけでも圧巻だそうだ。

　俺たちは観光客が多い水族館に入り、いろんな魚を見ては一いつ喜き一いち憂ゆうして楽しんだ。

　そして、巨きよ大だいアクリルパネルの水すい槽そうで大きなジンベイザメやエイが、他の魚たちと共に幻げん想そう的に泳いでいく──。まるで水槽のなかで飛んでいるようにも見えてしまった。

　これまでいろんなファンタジーなものを見て、体験してきたが……ああ、なんだ、こういう日常にも幻想的なものは十分にあるじゃないか。

　リアスもアクリルパネルに手をつけて、小さな少女のようにジンベイザメの姿を目で追っていた。

「イッセー、すごいわね！」

　心底楽しそうにはしゃぐリアス。沖縄に行ったら、絶対にここに来ようと思っていたという。

　こういう時折見せる年相応の姿に俺は心底やられてしまうんだよな。

　一通り見て回ったあと──。俺は……勇気を持ってムード作りをしようと思った！

　せっかく、二人きりなんだ！　いい感じになろうじゃないか！　ここまで来たら、キスのひとつでもして帰っても罰ばちは当たらないだろう！

　こういうときこそ、男の甲か斐い性しようを見せるときだろう！　俺は意を決して、リアスをムードのありそうなところに連れて行こうと──。

「ねぇ、リアス。このあと──」

　そう話しかけたときだった──。

「キャーッ！」

　突とつ如じよとして、どこからか悲鳴があがる！

「何事？」

　リアスと俺は顔を見合わせて、悲鳴のしたほうへ駆けだした。

　外の開けた場所に出ると──そこにはドラゴンを思わせる兜かぶとを被かぶった初老の男性が、黒ずくめの集団を引き連れて、高らかに笑っていた！

「ふははははははははっ！　逃にげろ、逃げるがいい愚ぐ民みんどもめっ！」

　見れば黒ずくめの集団が観光客を襲しゆう撃げきしており、鞄かばんや買い物袋ぶくろを強ごう奪だつしていた！

　ちょいと威い厳げんのありそうな兜のおっさんは、その場に集まった客と水族館の係の人に向けて宣言する。

「いまよりこの水族館はこの『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』首領たる私の支配下に置かれるのだっ！　ラッコもマナティもジンベイザメも各種魚も、我ら『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』の先兵として改造してやろうではないかっ！」

　これに黒ずくめの集団も大声で応じる！

『ヴォルテ────ックスッッ!!』

　両手を広げて掲かかげるポーズ──。……ああ、掛かけ声といい、やっぱりいままで出会った着ぐるみの変人集団に違ちがいないっ！　しかも、あのおっさん、自分のことを「首領」って名乗ったぞ？　ついにボスの登場か？

　てか、なんで俺たち北海道からここまですべての土地で出会ってんだよ！

　わざとか!?　狙ねらったか!?　それとも偶ぐう然ぜん？　偶然だとしたら、とんでもない凶きよう運うんというか、最悪の巡り合わせだ……。しかも、このおっさん、そこそこのオーラとプレッシャーを放ってやがる。なかなかの実力者と見た！

　リアスが半眼で嘆たん息そくしていた。

「今いま更さらだけれど、福岡でレイヴェルが言っていたようにあのヒトたちが、謎なぞの着ぐるみ集団で確定かしら……？」

「あー、まあ、そうなんだろうなぁ……」

　俺もがっくりとうな垂れながら肯こう定ていするしかなかった。

　リアスと顔を見合わせて「どうにかするしかないか」と目で合図して、奴やつらの前に出て行く。

　俺がうんざりげに言った。

「おい、おまえら、悪さするな」

　リアスは堂々と前に立ちふさがりながら告げる。

「まったくもって、観光地を荒あらす不ふ逞ていの輩やからね。グレモリー家の次期当主たるこの私──と、そのフィアンセたるイッセーがあなたたちを吹ふき飛ばしてあげるわ」

　うん、リアスらしい口上だ。はぐれ悪あく魔ま退治のときと似た口ぶりで、ちょっとテンション上がったよ。……って、フィアンセって！　こ、光栄だけど、めっちゃ驚おどろいたぞ！

「──そうでしょ？」

　リアスの問いかけに俺も籠こ手てを出現させて、勢いよく構える。

「ああっ、もちろん！　キミと釣つり合う男になるために、カッコイイところはこれからもガンガン見せていくよっ！」

　立ちふさがった俺たちを見て、兜のおっさんが嘲あざ笑わらう。

「くっくっくっ、元気なボーイとガールだ。しかし、私の鉄てつ壁ぺきの守護を崩くずせる者なぞいないぞ？　何せ、我が組織最さい硬こうの防ぼう御ぎよ力を誇ほこる守護神ファイナル・デスシーサーがいるのだからな！　さあ、ファイナル・デスシーサーよ！　我が前に立つのだっ！」

　誰かを呼ぶおっさん。けど、反応はない。誰も前に出てこない。

　顔をしかめるおっさんは、黒ずくめの集団に問う。

「…………う、うむ？　ファイナル・デスシーサーはどうしたのだ？」

　黒ずくめの一人が申し訳なさそうにこう述べる。

「そ、それが迷子になったようでして……合流できてません……」

　その報告を受けて、おっさんは目が飛び出そうな勢いで驚き、絶句していた。

「……な、なんだと……？」

　そう絞しぼり出すだけで精せい一いつ杯ぱいだったようだ。ちょっとだけ、おっさんの迫はく力りよくが失うせてしまった。よほど、ショックだったようだ。

　……う、うん、これ、俺たちから動いていいのかな？

「……あ、あの、仕し掛かけていいのかな」

　リアスに確かく認にんを取ると、彼女も息を吐はいて、呆あきれ顔でうなずいた。

「いいと思うわ。悪そうなヒトたちだし、とりあえず捕つかまえましょう」

「りょ、了りよう解かい！」

　駆かけ出す俺とリアスを見て、覚かく悟ごを決めたのか、兜のおっさんは威厳ある表情となり、全身から多大なプレッシャーを放つ！

「よかろうっ！　紅い髪の少女と、赤い籠手の少年よっ！　まずはお主たちを血祭りにあげてくれようぞっ！　この『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』首領たるカイザー・ヴォルテックスを舐なめてくれるなよッッ！」

　黒ずくめの集団を率いて、兜のおっさん首領が攻こう撃げきを仕掛けてきた！

　かくして、俺とリアスの変人集団退治が始まったのだった──。




　十数分後──。

　俺たちは変人どもを退けていた。

　兜のおっさんは結構な強敵だったので、俺もついつい鎧よろいをまとってしまったよ。でも、俺とリアスのコンビネーションで黒ずくめの集団も含ふくめて一いち網もう打だ尽じんにさせてもらった。

　それで捕とらえたおっさんたちを警察に届けるのもアレかなと思ったので、グリゴリの幾いく瀬せ鳶とび雄おさんたちのチームに預けた。幾瀬さんたちも一応追っていた組織のひとつだったらしく、すぐに応じてくれた。現場の後処理もグリゴリが引き受けてくれた。

　てなわけで、俺とリアスは水族館を足早に去って、近くの海岸で散歩をすることに。

「キレイな砂すな浜はまね」

「うん」

　白い砂浜を歩きながら、そんな会話をする。

　いいムードを作ろうとして邪じや魔まが入ったけど、二人きりになれたし、結果オーライでいいのかな？

　先を歩いていたリアスが振ふり返り、笑え顔がおでこう言ってくる。

「ねぇ、イッセー。私ね、もっとあなたと旅行をしたいわ。ここだけじゃなくて、世界中──冥めい界かいの各地にだって行ってみたい」

「うん、行こう。次に行ける日がいつになるかわからないけど、ついていくよ。……いや、俺がキミをどこにでも連れていくよ。今度は俺が運転する車でドライブしたいね」

　永い悪魔の生だ。どこにでも行ける。どこまでも共に歩めるさ──。

　微笑むリアスは紅あかい髪を風になびかせながら青い空を眺ながめる。

「ええ、本当に楽しみだわ。でもね、皆みなとももっと一いつ緒しよに旅行したいわ」

「ああ、それも実現させよう。何せ、俺たちにはまだまだ時間がたくさんあるんだから」

　そんな会話をする俺たち。

　……リアス、俺、決めたことがあるんだ。俺、上級悪魔になったけど、まだまだ足りないものが多いから、いろんなものを学びたい。

　キミに従う生は最高だ。──でも、上級悪魔になった以上、物事は自分で決めて、将来的に自分で歩きたいと思うこともある。

　そして、何より、俺はグレモリーの次期当主で、レーティングゲームの王者チヤンピオンを目指すキミと肩を並べることができる男になりたい。キミの横に並んでも、なんら遜そん色しよくのない男になりたい。

　そうさ、必ず、キミに釣り合える男になってみせる──。

　だから、この卒業旅行を終えたら、俺は──動くよ。

　俺はヴァーリやサイラオーグさん、曹そう操そう、匙さじ、デュリオ、幾瀬さん、神さまたちやまだ見ぬライバルが待つレーティングゲームの国際大会に焦こがれた。それに参加して、ライバルたちに絶対勝ちたいんだ。

　もちろん、数々の試合の先にキミと戦うことがあっても、俺は──。

　……けどね、リアス。何よりも俺はこう思う。あのヒトが、アザゼル先生が帰ってくるまでに立派な男になりたい──と。

　──アザゼル先生。

　旅行中、皆どこか寂さびしそうな表情を時折することがあった。皆、先生の影かげを追っていたんだと思う。どこかでひょっこり現れて旅行に合流するんじゃないかって、心のどこかで思っていたはずなんだ。

　俺も──どの街に行っても、先生の影を探してしまったよ。

「あ、イッセーがいたぞ！」

　──と、ゼノヴィアの声がした。振り返れば、水着から着き替がえた仲間たちが全員この場に馳はせ参じていた！

　アーシアが涙なみだ目めで頰ほおを膨ふくらませていた！　よく俺たちを追って来られたね！　何か、追つい尾びできるものがあったのだろうか？　いや、この娘こたちなら容易に俺たちを探し当てるだろうな。そういうのだけはなぜか必ず成功させるからね！

「イッセーさん、リアスお姉さま、酷ひどいです！　私たちを置いていくなんて！」

　レイヴェルもメモ紙を片手に俺に向かって言う。

「山やま崩くずしで順番が決まりましたわっ！　さあ、オイルを塗ぬってくださいましぃっ！」

　おおっ、オイル塗り！　そういえばそうでした！　つーか、ようやく山崩しが終わったのかよ！

　それとは別にゼノヴィアが胸に抱かかえた動物（？）を俺に見せてきた。

「それはそうと、さっきそこでシーサーを捕まえたぞ！　私の使つかい魔まにしようと思う！」

　ゼノヴィアの奴、黒いシーサーを抱えているが……シーサーって本当にいるんだな。

　皆みんなの登場にリアスは噴ふき出してしまい、俺の背中を押す。

「うふふ、まずは眷けん属ぞくとのスキンシップ向上が当面の目的になりそうね。がんばって、新人『王キング』さん」

　あー、あはははは、いいムードはこれにて終しゆう了りようってね。

　俺は五指をわしゃわしゃと動かし、スケベ顔で女の子たちに告げる！

「ったく！　あー、こうなったら、とことんオイル塗ってやらぁっ！　いまさらおっぱい隠かくしてもダメだからなっ！　覚悟しておっぱいを俺に突つき出せい！」

　リアスとキスできなかったんだ、こうなったらプライベートビーチに戻もどって、オイルを塗りまくってやるぜっ！

「じゃあ、ビーチに帰ったら、私も塗ってもらいましょうか？」

　リアスまでそう言ってくる！　こうなったら、とことん塗ってやるぅっ！

　ねぇ、アザゼル先生。俺、『王キング』としていつか立派な悪魔になって、ハーレム王にもなりますんで、戻ってきたら存分に話を聞いてくださいね！










　　　あとがき




　お久しぶりです、石いし踏ぶみ一いち榮えいです。短編集シリーズである『ＤＸ』の三冊目となりました。

　今回は限定版もなく、通常の文庫だけですが、その分、中身は結構ボリュームを持たせてお送り致いたしました。幻まぼろしの短編であった「クロス×クライシス」も収録してのＤＸ３ですが、恒こう例れいの各エピソードのご説明を致します。





『プレシャス・オブ・アーシア』──時系列13巻と14巻の間



　アーシアとファーブニルの出会い、契けい約やく成立がメインの話です。まあ、おパンツドラゴンの話なので、酷ひどいストーリーになるのは当然でして……。オーフィスのおパンツはフルーティだということが発覚したのがポイントのひとつかもしれません。

　それと、アザゼルとロスヴァイセの教師風景が若干あるって点もレアなところかも。





『赤せき龍りゆう帝ていのなんでもない日』──時系列14巻直後



　リアスがヴァンパイアの国に旅立っている間のエピソードでして、これはシトリー眷けん属ぞくのメンバーの掘ほり下さげ回となっております。ようやく、彼女たちの背景を語りつつ、能力もきちんと説明できたかなと思います。

　劇中で人じん工こう神器セイクリツド・ギアのデメリット面が語られてますが、本編最新の時系列ではこの頃ころよりも技術が発展してますので、デメリットも緩かん和わされつつあります。





『特訓でいこう！【ゆるキャラ編】』──時系列16巻と17巻の間



　バアル領の産業をどうにかしようというサイラオーグの想いと、リアスパパのキャラ、例の人魚さんの再登場が主なストーリーラインですね。あと、本編で語る機会がなかったのですが、リアスはグレモリーなのにラクダが苦手なのです。

　この頃から、サイラオーグと弟の関係性の設定は決まってました。21巻で語れて良かったです。これを読んでから、21巻を読むとまた違ちがった感想を抱いだけるかなと。





『生徒会の逸いつ材ざい』──時系列・冒ぼう頭とう22巻の間、本編は大体19巻の間



　ゼノヴィア新会長率いる新生徒会のメンバーを描えがいたお話です。

　冒頭と作中の新メンバーのエピソードは連れん載さいからの加筆分です。ミラーカの紹しよう介かいを初めて致しました。アジュカの『ゲーム』を通して、残りの神滅具ロンギヌスの調査をしている中ちゆう核かくメンバーが、百鬼なきり黄おう龍りゆうとこのミラーカとなります。二人が活かつ躍やくするお話もいつかお送りできたら幸いです。特に黄龍は、Ｄ×Ｄ本編最終章でも絡からむ予定です。

　賀か茂も忠ただ美みは、アニメ一期のＢＤに付属した特典小説が初出のキャラです。ミルたんをライバル視しており、ミルたんの謎なぞも追っているというキャラです。

　こう考えると、ゼノヴィアを筆頭に生徒会新メンバー組は相当濃こいですね……。





『鋼はがねの煩ぼん悩のう』──時系列19巻の間



　シーちゃんことシーグヴァイラの再登場となりました。彼女は書いていて非常に楽しいキャラではありますが、活躍しすぎると物語を崩ほう壊かいさせるため、程々にしたいですね。

　何をもって書き出したかというと、このエピソードが雑誌に掲けい載さいされた時期にやっていた『ガン○ムビル○ファイターズ』の影えい響きようでしょう。私自身もとてもガン○ラを嗜たしなむため、どうしても書きたくなりました。しかし、劇中のダンプラって略りやく称しようは、実は『ダン○ール戦機』のプラモの略称でもあるのですが……まあ、気にしない気にしない！

　何よりエルメンヒルデの再登場回でもあります。これがイッセーとの関係が始まる原点となります。さてさて、エルメは今後どう絡むのやら……お楽しみに！





『クロス×クライシス』──時系列・冒頭17巻～19巻の間、本編は数年前の出来事



　ついに語られたゼノヴィアとイリナの出会い！

　これはドラマガに連載されたものではなく、アニメ二期に関するイベントで会場にて限定配布された短編です。ゼノヴィアとイリナがアニメに登場するということで、彼女たちの出会いを書いたものとなっております。配布した状態のものをほぼそのまま収録してます。

　このお話、関係者からの評価がすごく高く、完成度をえらく褒ほめられました。正直、無料配布するのが勿もつ体たいないと言われたのが印象的でした。そりゃ、ゼノヴィアとイリナの大切な出会いの話ですから、短編らしいコメディタッチよりはドラマチックに描いたほうがいいでしょうから、私も当時気合いを入れて書きました。ですので、私自身も短編のなかではベスト５に入るお気に入りエピソードです。ようやく収録できて、満足してます。

　吸きゆう血けつ鬼きたちがこの一冊で大活躍ですね！　ここまで吸血鬼尽づくしなのは、16巻のギャスパー編以来でしょう。このＤＸ３は、ゼノヴィアと吸血鬼がメインと思える内容です。





『卒業旅行とヴォルテックス・バンチ』──時系列22巻の間



　22巻のあとがきで予告しておりました書き下ろしの卒業旅行編です。

　ここ数年、取材や仕事などで日本各地を回ることが多くなりまして、いつか必ず作品に活いかそうと思っていた折、この卒業旅行編を書く機会があったので、「各地方の取材で得たものを書いてしまえ！」と、北海道から沖おき縄なわまで書かせていただきました。

　さて、劇中に登場した秘密結社『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』の元ネタは、『禍の団カオス・ブリゲード』の名めい称しようを初期の頃に一部のファンの方が間ま違ちがえて覚えていたことと、ネット上でもたまに『禍わざわい』が『渦うず』になっているので、そこを逆手に取り、彼らを作ってみました。まあ、とんでもないエピソードでしたね。やりたい放題な連中が暴れる回となりました。

　実のところ、初期のオカ研メンバーでは、まったく歯が立たないほどの実力者揃ぞろいだった『渦の団ヴオルテツクス・バンチ』でした。しかし、イッセーたちが格段に実力が向上していたため、軽くぶっ飛ばしてしまいましたが……。

　このエピソードを書いていてひとつ気になったのは、イッセーの免めん許きよの有無ですね。主人公なので、いつの日か、ヒロインたちを助手席に乗せて運転させてやりたいです。

　しかし、ゼノヴィアとバイクって、本当に似合いますよね。本編でも描きたいなぁ。あと、ファイナル・デスシーサーはそのままゼノヴィアの使つかい魔まになりました。




　謝辞をば。みやま零ぜろさま、担当Ｔさま、お世話になっております。

　さて、ご報告を。これが出ている頃に、四度目のアニメ化の発表がされていると思います。ファンの皆みなさまの多大なる応おう援えん、根強いご支し援えんもありまして、テレビアニメ新シリーズの企き画かくが叶かないました。皆さまのご支援は、何ひとつ無む駄だになっておりません。すべての要素が重なり、新たなアニメ制作がスタートします。それをお伝えしたかったです。

　とはいえ、一いつ般ぱん的な少年向けライトノベルで、四度のアニメ化を経験する作品は非常に稀まれでして、例が少ないと聞きます。この状じよう況きように私自身も緊きん張ちようしておりまして、同時に気合いも入りました。ファンの皆さまが望むアニメになるよう私も一層気を引き締しめていきますので、変わらぬ応援をいただけますと光栄でございます。




　と、最後に宣伝も。次は本編の23巻となります。イッセーチーム対デュリオチームの戦いとなります。同時に教会トリオも取とり扱あつかっていきます。

　レーティングゲーム編もここからますます白熱していきますので、上級悪あく魔まとなったイッセーの青春劇に期待を膨ふくらませつつ、お待ちくださいませ！
















初出

Life.1　プレシャス・オブ・アーシア


ドラゴンマガジン２０１３年５月号



Life.2　赤せき龍りゆう帝ていのなんでもない日


ドラゴンマガジン２０１３年７月号



Life.3　特訓でいこう！【ゆるキャラ編】


ドラゴンマガジン２０１３年11月号



Life.4　生徒会の逸いつ材ざい


ドラゴンマガジン２０１５年１月号



Life.5　鋼はがねの煩ぼん悩のう


ドラゴンマガジン２０１５年５月号



Extra Life.1　クロス×クライシス


アニメコンテンツエキスポ２０１３配布



Extra Life.2　卒業旅行とヴォルテックス・バンチ


書き下ろし










石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。これが出る頃にはポケモンの最新作サン・ムーンも発売されているかと思います。ポケモンからはたくさんのものを得てきました。Ｄ×Ｄのいろんなところにもポケモンの影響が出ていたりします。イッセーの成長は、進化みたいなもんですし、龍神化も非常にメガシンカっぽいです。となると、次はＺワザかな……？　なんて妄想をしつつもサン・ムーンを楽しみにしている私です。


















口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／元良志和
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クロス×クライシス








石いし踏ぶみ一いち榮えい
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